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　　プロローグ




　オレが欲しいものは目に見えないモノ。

　だけど、オレは目に見えないモノが大嫌いだ。

　理由は簡かん単たん。

　消えたり、離はなれたり、なくなったりするからだ。

　それもいつのまにか、知らないうちに、何の断りもなしに。

　幼い頃ころ──全すべてのモノはオレのために存在するのだと信じていたし、それを手にする権利が自分にはあるのだと思い込んでいた。子供にありがちな思想だ。

　そんなわけなかった。

　誰だれのためでもなかった。

　全ては、ただ、そこにあるだけだった。

　オレの手のひらの中には何もない。

　この手では何も摑つかめない。

　空気さえも。

　摑んだと思っても離れていく。

　人さえも、そうだった。

　途と方ほうに暮れるほどの距きよ離りがあった。

　同じ空間にいるはずなのに、他人をとてつもなく遠くに感じた。

　この世界には何もない。

　本当のことなどありはしない。

　全ては噓うそで塗り固められた黒い、黒い、黒い──虚きよ無むの世界。







　電灯の紐ひもを引っ張り、ベッドの上に寝転がった。

　すでに真夜中、早く寝ないと明日あしたも学校がある。静かに目を瞑つむった。しかし、なかなか現実から離脱することができない──そんなとき、すぐ側そばで寝ている彼女が口を開いた。

《もしかして、眠れないの？》

「……まあね」オレは適当に返事をする。

　彼女はオレの精神状態が何となくわかるらしかった。

　以心伝心？　そう、まさにそれだ。

　だけどオレたちはまだ完かん璧ぺきではない。

《退屈？》

「たしかに退屈だけど、早く寝ないとマズイからなあ」

《眠くなるようなことをすればいいわ》

「だったら、お前が眠くなるような話でもしてくれ。何でもいいけどさ」

《そうそう》彼女が毛布の中で寝返りを打つ。《とっておきのネタがあるわ。しかも、智とも季きが喜びそうな──たぶん嫌いやがると思うけれど》

「どっちだよ……」

　悪い予感がする。

　彼女がこういう言い回しをするときはだいたい良くない話なのだ。

「で、そのとっておきのネタというのは？」

《愛情について》

　機き械かいの音声みたいにそっけない発音だった。オレは噴ふき出しそうになったが、すぐに冷静になることができた。彼女にとって言葉とは特別な意味を持たないから、どんな恥ずかしいことだって逡しゆん巡じゆんを見せずに口にすることができる。

「……へー、お前が愛を語りやがりますか」

　オレは自慢じゃないがこの手の話題が大嫌いだ。愛だの恋だの、そういった言葉を聞いていると虫むし唾ずが走る。他ほかの同年代の奴やつらが何を考えているのかはわからないが、一般的に人間はこういった話題を真剣に語ることに抵抗感や拒絶感を持っている──と思う。

《人間を知る上で重要なことだと思ったのよ》彼女はそう述べると続けて、《でも、智季の言う通り、私には──私たちには理解不能な概念かもしれない。だけど、人間を観かん察さつすることである程度の回答には達することができた》

「言ってみろよ」

《そうね。相手の身体からだに触れたい、と思うことかしら。短く言えば接触ね》

「……綺き麗れいな言い方だな。で、それで何が得られるんだ？」

　オレはことさらに辛しん辣らつな口く調ちようで問いかけた。

《それは難むずかしい質問ね。今の私には回答を見みい出だせないわ。ただ、肉体的な繫つながりによって、相手の全すべてが得られるわけではない、とだけ言っておくわ》

　そう言うと彼女は再び毛布の中でごそごそと移動し始めた。

《人には精神と肉体、つまり心と身体がある》腕にフサフサしたものが当たる。《両方があってようやく一つを形成しているのよ。だから、相手の全てを理解するためには、相手の精神を──心を理解しなければならない》

　彼女はそこで一いつ旦たん言葉を区切った。

　良く勉強していると思う。思うけど、苛いら立だちを感じるのは何な故ぜだろうか。

　彼女の講こう義ぎは続く。

《相手の心を理解するためには言葉を使わなければならない。だけど、言葉はその人の心の全てを表現するものではない。不完全、ときには矛む盾じゆんすら引き起こす》

「結局、無理ってことだろ？」オレは横から口を挟んだ。「一過性の病気みたいなもんだよ、愛情なんて。錯さつ覚かくだ。本物じゃない。いや……最初からないだろ、そんなもんは」

《──一つだけ方法があるわ》

　彼女の声は先ほどと何ら変わるところがない。

「方法？　まさか、相手の心を理解するためのか？」

《ええ、簡かん単たんなことよ》彼女はさらりと言う。《相手と同化すればいい。自分が相手の一部に、相手が自分の一部になればいいのよ》

　それを聞いてオレは絶句した。

　まるでそれは──

「……それって、オレたちの今の状況のことを言っているのか？」

《そうよ》

　彼女の声が脳のう裏りに広がる。

　オレの中には彼女がいる。

　一心同体──とはちょっと違う、正せい確かくには異体同心だろう。

　オレは、いつだって彼女の存在を感じ取ることができる。

　最初は子供のようだった彼女。

　残酷で好奇心旺おう盛せいだった。

　今だってまだ平坦な心だけど。

　凄すさまじいスピードで、確かく実じつにオレたちに追いついている。

　そのうちヒトになるのだろうか。

　落ち着かない間。

　まだ、彼女と距きよ離りを感じる。

　いつだって差は縮ちぢまらない。

　彼女との距離。

　他人との距離。

　絶望的な距離。

　埋められないと思っていた。




《だったら、試してみない？　私たちで》




　オレが欲しいものは目に見えないモノ。

　だけど、オレは目に見えないモノが大嫌いだ。
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　放ほう課か後ごの教室に男女が二人。

　最初は仲の良いクラスメイトたち数名と騒さわいでたのだが、いつのまにか二人だけが取り残されてしまっていた──偶然とも意図的とも感じられるシチュエーションだ。

　どちらにしろ本人たち以外の感情は関係がない。

　途と絶だえる会話、気まずい雰囲気、異性を過剰に意い識しきする瞬しゆん間かん。

　恋愛至上主義ともいうべき、この世界。




「わたしと付き合ってよ」




　彼女は、こちらを見ずに、窓の外に視し線せんを投じたままかすかな声でつぶやいた。

　──というのは全すべて天あま谷や智とも季きの妄想だったのかもしれない。

　そう聞こえただけで彼女はもっと別のことを話したのかもしれない。

　だいたい、今まで何の話をしていた？　たしか、彼女から、どうでもいい他人の恋愛事情についてのネチネチでベトベトな噂うわさ話ばなしを聞かされていたはずだ。それが、何ゆえ、自分の恋愛に掏すり替わって、しかも告白に至ったのだろうか？

　いやいや、空耳だ。それか幻げん聴ちようだ。きっと、そうだ。

　智季は自分に都合の良い解釈を下すと平静を装って、

「──ん？　姉あね崎さきさん、今何か言った？」

　そんなリアクションを返した。聞こえなかったフリをした。

「え？　あっ……な、何でもないよ……何でもないですから、あははっ……」

　姉崎は苦にが笑わらいを浮かべながら髪をいじり始めた。

　動揺している──やっぱり空耳ではなかったのだろうか？

　教室には彼女、姉崎円まど華かと自分しかいなかった。

　姉崎は、グループ内（帰宅部の暇ひま人じんどもで構成される放課後の談だん笑しようメンバー）では比較的おとなしい方で、積せつ極きよく的に発言するタイプではなかった。女子の間では、「変わり者」「夢見がちなお嬢じよう様さま」「脈絡なく突とつ拍ぴよう子しもないことを言い出す要注意人物」などという評価がもっぱらのようだったが、男子に対しては消極的で、智季も最近までまともに会話をしたことがなかった。今月、席替えがあってたまたま席が前後したことを契けい機きに言葉を交わすようになったのだ。それが半月前のこと。

　で、告白？　わけわからんよ、この娘。

　この羽は沢さわ高校に入学して二ヵ月半、今日きようがもっとも不可解な日だった。

　グラウンドからカキーン、という金属音が聞こえてきた。

　それまで止まっていた時間が、その音で動き出したかのようだった。

　蟬せみも忙せわしなく鳴いている。

　智とも季きは背伸びをしながら席を立った。

　はいはい、さっさと帰りましょう。面めん倒どうなことに巻き込まれないうちにな。

　智季は、友達とカラオケに行っても一時間もしないうちに飽きるクチだった。早く家に帰って一人でゲームをしたくなる。マンガを読みたくなる。ベッドでごろごろしたくなる。猫と戯たわむれたくなる。一人になりたくなる──

　縛しばられたくない。

　何者にも縛られたくないと思うのだ。

　友人にだって家族にだって恋人にだって。

　適当でいいと思う、人間関係なんてものは。

　意味なんてない。どこにも意味なんてない。

　あったとしてもそれはすぐに消えるから、消えてしまうから。

　その程度、いつだってその程度。

　簡かん単たんに壊こわれてしまう、築き上げたものは簡単に。

　構こう築ちくと解体、もしくは崩ほう壊かい。

　その繰くり返しで世界が成り立っていることぐらい智季は知っている。

　しかし、構築の作業に熱ねつ心しんになれない自分がいた。

「……あ、もう五時過ぎてる」姉あね崎さきがか細い声で言った。「天あま谷や君、そろそろ帰ります？」

「そうだな、帰ろうか」

　智季は自席に戻り、薄うすい鞄かばんを手に取った。机が斜めを向いていたので向きを調ちよう整せいし、椅い子すを押し込んだ。椅子が床ゆかを引きずる音が室内に響ひびいた。

「ちょっと遅くなっちゃいましたね」

　そう言いながら姉崎が先に教室を出る。智季もそのあとに続いた。

　廊下を二人で並んで歩く。

　会話はない。

　話すことなんて一つも思い浮かばないし、話しかけるタイミングだって見つからない。

　気まずいという感情はとうに超越していた。

　永遠の停滞を思わせるその静寂の中、智季は視し線せんを窓の外に向けた。

　開けっ放しにしてあった窓の一つから一陣の風が舞まい込んできた。

　夏の熱ねつをはらんだ生なま温ぬるい風だった。




　　＊＊＊＊




　コンマ五ミリのシャーペンの芯しんをノートの上に押し当て、左から右へと忙せわしく動かす。時折ペースダウンし、時折完全に手の動きが止まる。このシャーペンが絶え間なく動けばな、と思ったことは一度や二度ではない。

「くそー、わかるかこんなもん」

　智とも季きは残り二問というところで数学の宿しゆく題だいを放棄し、椅い子すの背もたれに寄りかかり背伸びをした。昨夜ゆうべ、交換したばかりの蛍けい光こう灯とうは目も眩くらまんばかりの過剰な光を発していた。

　天てん井じようを見上げたまま目を閉じ、さっきまで解いていた数学の問題を頭からなぞる。二次関数の問題だった。図中から二つの方程式を立式する。一方の式をｘイコールの形にもっていく。それをもう一つの式のｘに代入する。そうすると、ｙは次のような式で示すことができる。

　わいいこーる放ほう課か後ごまいなす告白かける勘違い。

「……絶対に違う」

　智季は電気スタンドの電源を切って椅子から乱らん暴ぼうに立ち上がった。そして、そのままフラフラとベッドに倒れ込む。

　今や集中力はゼロにも等しい。

　智季の思考領域は勉強とは無関係な、人間関係という命題によって侵食されていた。

　重くにごった息を吐き出す。気分は晴れない。

　こんなことなら、告白を真まに受けてとっとと断っておくべきだった。智季は今更のように後悔した。それがもっとも賢かしこい選択だったのかもしれない。だが、あのときの姉あね崎さきの発言は唐とう突とつな上に誰だれに向けられたものなのかが曖あい昧まいだった──確かく証しようが得られたなら間違いなく断っていただろうが。

　……まったく、恋愛以外にやるべきことは山ほどあるだろうに。

　勉強とか勉強とか勉強とかな！

　だいたい、恋愛なんて海外からの輸ゆ入にゆう物ものだからな。そんなものに惑まどわされやがって、主体性のないミーハーな民族だぜ。

「──ん？」

　ふと視界の端に動くものを垣かい間ま見みた智季は反動をつけてベッドから起き上がった。

「ナー」

　猫だった。

　智季の家で飼っている黒と白と褐かつ色しよくの三色が混ざった三毛猫、名前はミケ。

　ミケは智季の部屋を寝ね床どことしていて、夜寝ているとよくベッドの中に潜もぐり込んでくる。わりと人ひと懐なつっこい猫で、智季が小学生のときからこの家で飼われている。

「何だ、お前。もう寝るのか？」

「ナー」

「リアクション良好だな」

「ナー」

「そればっかりだな」

「ナー」

「…………」

　ミケの頭を撫なでつけ、再びベッドに転がった。

　うつ伏せになり目覚まし時計を見やる。

　すでに午前０時を回っていた。もうすぐ二十分になろうかといったところだった。

　くるっと寝返りを打って仰あお向むけになる。

　宿しゆく題だいを終わらせてから寝ようか、それとも明日あした、誰だれかのノートを写してしまおうか。

　そうやって智とも季きが、優ゆう先せん度どの高い現実的思考を実践していると──




《ヤ──コノ───姿──接触─────カ》




　間近で誰だれかに呼びかけられたような気がした智季はベッドから跳ね起き室内を見回した。

　誰もいない。

　声は女性のものだった。

　ただ、その呼びかけは、妙なことに途と切ぎれ途切れでハッキリしないものだった。

「ナー」

　ミケが智季の膝ひざ頭がしらを引ひっ搔かきながら鳴いている。

　一応、廊下にも出てみたが誰もいなかった。

　室内に戻りベッドの上で胡坐あぐらを搔く。




《早──触───コト──不都───す─る》




　再度、声。

　不気味に感じながら部屋の中を見回してみたが、声の出所は摑つかめない。

　謎なぞの声は、やはりクリアではなくノイズ混じりだった。

　先ほどと同様に途切れ途切れで、まるで電波の悪い地域でのラジオ放送を思わせた。

「……ま、いいか」

　誰かの悪戯いたずらだろう。住宅街なので、子供は多い。

　今日きようは空耳が多いな──そう思いながら智季は電灯の紐ひもを引っ張った。

　ミケが耳元でしばらく鳴いていたがそのうち鳴き止やんだ。




　　＊＊＊＊




　翌日の朝、普ふ段だん通りに学校へ行き、退屈な授業を受けた。

　姉あね崎さきの態度が思いの他ほか自然体だったので拍子抜けしてしまったが、それ以外はいつもと同じ何の変哲もない学校生活──だったのは午前中までのことだった。

　異変が起きたのは昼休み。

　声が聞こえてきたのだ。

　あの声が。

　昨夜ゆうべ、聞こえてきたノイズ混じりの声が。

　昼休みに一回。

　午後の授業中に二回。

　掃除の時間に一回。

　どの声もやはりノイズ混じりで明めい確かくに聞き取ることはできなかったが、徐じよ々じよにノイズが除去されているような気がした。そして、驚おどろいたことに──この謎なぞの声が聞こえているのは自分だけのようだった。

　智とも季きは奇妙に感じながらも、空耳だろう、という楽らつ観かん的てきな態度で問もん題だいを放棄した。




　　＊＊＊＊




　ジー、ジー、ジー。

　俺おれたちはこの夏にかけてるんだー、とでも言わんばかりに蟬せみが熱ねつ唱しようしている。一芸で一世を風ふう靡びし、その後、消えていく芸人みたいだが、一いつ瞬しゆんの爆ばく発はつ力りよくだけは評価できる。まだ、七月に入っていないというのに今年は異常な暑さだ。だから、今年は蟬も気が早い。もう五時を回っているというのに、この暑さ。地球温暖化は伊だ達てじゃない。

「あつぃ……」

　その日の放ほう課か後ご、智季は帰り道をとぼとぼ歩いていた。

　静まり返った世界に蟬の鳴き声だけが響ひびいている。

　例の声はあれから一度も聞こえてこなかった。

　ノイズがかった声。平坦な声。女性の声。たどたどしい日本語。緩かん慢まんな発音。

　情報はそれだけだった。

　これが悪戯いたずらなら手が込んでるな、と智季は思った。

　常じよう識しき外がい、埒らち外がいの現象である可能性を頭の隅すみで肯定しながらも──

　前方に踏切が見えてきた。

　学校と自宅のだいたい中間にあるのがこの踏切だ──ここまで徒歩十分ほど、だから残り半分である。姉崎は電車組で、この付近にある羽は沢さわ高校前（全然、『前』ではないのだが）という駅で毎朝下車している。

　線せん路ろを挟んで、高校側が西区、その反対側は羽沢西区と呼ばれている。微妙に紛まぎらわしい。智とも季きが住んでいる羽は沢さわ西にし区くは、住宅が多く建ち並ぶベッドタウンだ。自然発生的に形成されたものではなく、都市部へ通勤するサラリーマン向けに市が計画したものである。

　智季が踏切を渡り切るとちょうど警けい報ほう器きが鳴り出し、やや間があって遮しや断だん機きが下りてきた。ポケットに入れておいた携帯電話を取り出し、ディスプレーに表示された時刻を確かく認にんすると午後四時四十分。

「上りかな」

　この時間にちょうど電車が通ることを智季は知っていた。たまに引っかかるのだ。

　後方、左の方から電車が近づいてくる音が聞こえた。

　智季は何気なく後ろを振り返り、渡ったばかりの線せん路ろに目をやった。数秒後、ものすごい音を立てて電車が通り過ぎていった。車内に羽沢高校の生徒を確認した。かなりの数だった。もしかしたら、知っている人間が乗っていたかもしれない。

　ふと、姉あね崎さきの姿が脳のう裏りに浮かんできた。

　枕まくら木ぎを踏む音と共に電車が遠ざかっていく。

　何な故ぜか溜ため息いきが出た。

　智季は電車を見送ると回れ右をし、自宅の方へ向き直った。

「──え」

　ところが、足を踏み出そうとしたところでピタリと静止してしまった。

　いや、そうせざるを得なかったのだ。




　目の前に見知らぬ女が立っていた。




　本当に目の前、お互いの間隔は五十センチほどしかなかった。

　ちょっと手を伸ばせば、相手の身体からだに触れてしまいかねない。

　女はこちらをジッと見つめている。

　智季はゴクリと唾つばを飲み込んだ。

　可か愛わいいというよりは美人系の顔立ちだった。

　紫むらさき色いろの涼しげなノースリーブワンピースを着たその女性は、手を腰に当て、長い黒髪を風に靡なびかせていた。年の頃ころは自分と同じか少し上ぐらいだろうか。淡雪のように白い肌と漆しつ黒こくの髪が、黒と白の両極端な色彩が、彼女の存在感をよりいっそう際きわ立だたせていた。首には赤い首くび輪わをつけていたが、それはあまり似合ってはいなかった。

　彼女はなおも智季を見つめ続けた。

　つり上がった目、猫を連想させる鋭するどい目つき──だが、外見の印象以上のものは一切伝わってこない。その変化に乏しい表情からは、何の感情も、何の思おも惑わくも読み取れなかった。

　警報機の音が止やんだ。

　智とも季きは、遮しや断だん機きが上がるのを視界の端で確かく認にんした──と、同時に眼前の女性が踏切待ちをしていたのだという、しごく当たり前のことに気づいた。

　大いなる勘違いじゃねーか。ジロジロ見ていたのはこっちの方だ。だいだい、こんな美人がオレみたいに金も権力もない一介の男子高校生を相手にするわけがない。智季は自分の愚かさを嘲あざ笑わらいながら、足を前に踏み出した。

　と──そこで予想外の事態が発生した。

　先ほどの女性が智季の行く手に立ちふさがったのだ。

　さらに腕を強引に摑つかまれ、相手側に引き寄せられた。

「……えっと」

　智季は対応に窮きゆうした。

　相手が男なら即座に無視して帰るところだが、相手は女、それも美人である。さらに言えば、自分の好みにわりと近い。智季は金かな縛しばりに遭ったかのように突っ立っていた。

　しかし、女性を利用した悪徳商法ということも考えられる。そもそも、こんな美人が何の取り得もないこの自分に興きよう味みを持つなんてことが万が一にも起きるはずがない──まあ、姉あね崎さきは同じ学生だから別としても。

「少シ、待ッテ、ホシイ」

　突然、女が口を開いた。

　微妙に片言で、機き械かいの合成音声みたいに平坦な発音だった。

「あの……何か用ですか？」

　智季がそう尋たずねると、女は不ふ思し議ぎそうな顔をして、

「言葉、マダ、ヨク、ワカラナイ」

　途と切ぎれ途切れな発音でそう答えた。

　日本語が不自由、ということだろうか？　外見は間違いなく日本人なんだけど──あれ？　この声、どこかで聞いたことがあるような、気のせいか？

「えーと、道がわからないとかそういうこと？」

「チガウ」女がやはり片言で答える。「目的ハ、アナタ、デ、間違イナイ」

「…………」

　智季は本能的に身の危険を感じ取った。この女は何かやばい、と。

　最初は海外在住の日本人か何かだろう、と安易に考えていたが、よくよく考えてみるとそんな人間がこんな田舎いなか町まちをふらふら歩いているのは妙だ。

　というかきな臭くさい。怪しい、怪しすぎた。

　たしかに外国人は日本語がほとんど話せなくてもなれなれしく接してくる。しかし、この女からはそのようなフレンドリーな雰囲気は感じ取れない。むしろ、危険臭が漂っている。

「…………」

　女は相変わらずの無表情でじっとこちらを見つめていた。

　智とも季きが目をそらそうが、俯うつむこうが、相手は目をそらそうとはしない。

　不気味だった。人間味を感じないとでも言えばいいのだろうか。

　わからん、何もわからんが、とにかく、こいつはやばい──

　蟬せみが鳴き止やんだ。

　途端とたんにあたりが静かになる。

　智季は、女が瞬まばたきした瞬しゆん間かん──すかさず逃走を図った。

　厄やつ介かいごとに巻き込まれるのはごめんだった。

「──うわっ！」

　だが、走り出した瞬間、進行方向とは九十度ズレた方角へ引っ張られ、しかし前へ進む勢いは完全には失われず、結果的に前のめりになってバランスを崩した。地面に顔面からいくような格好だったが、咄とつ嗟さに身体からだを捻ひねり、地面とキスをするのだけはどうにか回かい避ひした。

「いってえ……」立ち上がり埃ほこりを払う。「おい……服なんか摑つかみやがって危ないだろうが！」

　智季は振り返り、なおも制服の裾すそを摑んでいる女に向かって文句を言ってやった。

「ドウシテ、逃ゲタ？」

　女は反省するどころか、逆に質問してきた。何て奴やつだ。

「常人なら誰だれだって逃げるわ！　つーか、放してくれ」

　女の手を振り払い、バランスを崩したときに地面に落とした鞄かばんを片手で拾い上げた。

「トテモ、コマッタ」女がつぶやく。

「アホか！　こっちが困っとるわい！」

　くそ、いかん。いちいち反応してしまう。

　……ていうか、やっぱり、この女の声って聞き覚えがあるんだよなあ。

　どこで聞いたんだったかなあ。

「ナニヲ、悩ム？」

「…………」

　平坦な声。

　抑よく揚ようのない声。

　面おも白しろ味みのない声。

　間近で耳にするとますます聞き覚えのある声だと感じた。

　聞いたのは、聞いたのはつい最近のことだ。

　いや、最近というか──

「──お前……うちの学校の生徒か？」

　智季はそこでようやく声の出所に思い至った。そう、女の声は、昨日きのうの夜や学校の教室で聞こえてきた謎なぞの声と同一のものだったのだ。

「どこから呼びかけたのかは知らんが、イタズラにしちゃ、手が込んでるよな？」

「…………？」

　女が首をかしげた。言葉が通じていないのか、はたまたしらを切っているのか。

　ただ、この女が同じ学校の生徒である可能性は低いような気がした。この推測が正しいとするとこの女は放ほう課か後ごの学校に無断で侵入してきたということになる。

　そうとう不気味な女だ。てゆーかー、ストーカーですか？

　……おいおい、マジかよ。オレは、いつから狙ねらわれてたんだ？

　危き機き感かんを覚えずにはいられなかった。

「ドウシタ？」女が問いかけながら迫ってくる。

「──た、頼むから、オレを付け回さないでくれ！」

　智とも季きはそう叫び、女を放置して走り出した。

　チラッと後ろを振り返ると女と目が合った。だが、追っては来ないようだった。諦あきらめたのだろうか。いや、どうだっていい。

　智季は早足でその場を立ち去った。
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　自宅のしょぼいアーチ型の門を通り抜け、その後、数歩で玄関の前までたどり着いた。

　左手で扉を開き、中へ。

「ありゃ、おかえり」

　玄関で姉の響ひびきと出くわした。

　外出時は必ず化粧が濃こくなる女子高生の姉は、智季が通う羽は沢さわ高校とは別の学校に通学している。常盤ときわ学院高校、というわりと有名な進学校だ。ハイソなお嬢じよう様さまが集つどう学校だと姉は良く話すが、この大おお雑ざつ把ぱで粗そ暴ぼうな姉が言っても説得力はゼロだ。

「姉ねえちゃん、どっか行くの？」

　下げ駄た箱ばこから靴を取り出していた姉に向かってそう訊きくと、

「ん、ああ。コンビニだけど、何か欲しいものあった？」

　姉は智季を見上げながら薄うすい唇を動かした。すでに化粧は落としているようだ。服装も家着だからわりと地味な姿である。癖くせの強い茶ちや色いろがかった髪の毛は後ろで一まとめにしていた。

「んー、別にいいや」靴を脱いでマットの上に乗る。「そういえば、兄貴帰ってきてる？」

「帰ってきてまっせ。つい、さっきだけどね。今、夕飯の支し度たくしてる」

　靴を履はき終えた響がその場を立ち上がった。身長は智季よりも十センチほど低いが、女性にしては高い部類に入るだろう──以前、聞いたところによると百六十五センチあるらしい。

「そういや、玄関入ったときからニオイが」

「今日きようはカレーらしいっすよ」

「ほうほう、そりゃ兄貴にしては平凡なメニューですな」

「いえいえ、智とも季きさん。ただのカレーじゃないんですよ」

　姉は智季の口く調ちようを真ま似ねしながらひそひそ声でささやいた。

「へえ、どんなん？」

「あー、いや、そんな奇抜なもんじゃなくて」急に冷めた口調に戻った。「お父さん、辛いの嫌いじゃん？　だから、ちょっとマイルド仕様になってるだけ」

「なんだ、つまらん」

「つまらんでけっこう。んじゃ、わたしゃちょいと出てきますんでー」

　姉は、「三日目つれぇー」と、言いながら出ていった。わざわざ、言わなくてもいいのに。

　智季は廊下を歩きリビングに入った。そのまま隣となりのダイニングキッチンに向かう。

　キッチンではトントントンと包丁を動かしているエプロン姿の兄がいた。

「ただいま」

「……ん」兄は手を休めてこちらを見た。「今日は遅かったな」

「まあ、いろいろあってね」

「そうか」

　軽くうなずくと兄は作業に戻った。

　兄の葉ようは、寡か黙もくでいつも言葉数が少ない。

　口数の多い智季や姉の響ひびきとは明らかに性格が異なり、非常に大人おとなびている。容姿も下の二人が父親似なのに対して葉は母親似だ。並んで歩いていると兄弟だとは思われないほど顔のタイプが違う。智季は兄を見るたびに死んだ母親のことを思い出す。

　天あま谷や家では家族四人で家事を分担して行っている──母親がいないからだ。今日の夕食当番は兄、家族で一番、料理上手なのは兄だったりする。

「何か手伝おうか？」

　黙々と作業を続ける兄にそう提案すると、

「必要ない」即答された。

「あー、そっすか」智季は特に落胆することもなく踵きびすを返した。「オレ、部屋にいるからさ、食事の時間になったら呼んでよ」

「ああ」

　兄はそう短く応こたえると、みじん切りにしたタマネギをフライパンの中に流し込んだ。途端とたんに甘い香りが室内に漂い始める。智季は口の中の唾だ液えきを飲み込んだ。

　リビングを通り抜けて再び廊下に出る。そして、玄関のすぐ横にある階段を上っていく。築五年の我が家は近所に立ち並ぶ住宅と外がい観かんも内装もよく似ていて──まあ、量産型の建売住宅なのは間違いない。家に個性が必要だとは智季は思っていないが。

　二階には二つの部屋がある。智とも季きと兄の葉ようの部屋だ。父親と姉の響ひびきの部屋は一階にある（現在の部屋の割り当てが決定するまでには壮絶な駆け引きがあったが、それは今ここで語るべきことではない）。

　階段を上り切ると右手奥に扉、智季の部屋の扉だ。

　さて、夕食まで一眠りしようかな──

　ドアノブを握り、手前にドアを引く。

「…………」

　智季は室内の様よう子すを確かく認にんし、無言でドアを閉めた。

　──何かいたような気が……。

　数秒後、もう一度開ける。

「…………」

　またもやドアを閉める。

　目をこすり、深呼吸をした後、三度ドアを開く。

　室内には人がいた。

「あ、あんた、何やってんだよ！」

　智季は半ば叫びながら室内に飛び込んだ。

　部屋の中にいたのは、さっき道みち端ばたで遭そう遇ぐうした片言の女（ストーカーの疑いあり）だった。

　彼女は、智季のベッドの上で横になり、分厚い本のページをめくっていた。室内を見回すと本棚からごっそりと本が抜き取られていて、床ゆかの上に何冊かの本が散らばっていた。

「おい、聞いてんのか！」

　再度、怒ど鳴なるとようやく女が顔を上げた。

「何な故ぜ、怒ッテイル？」

「あんたは……人の神経を逆さかなでするのが上う手まいな」

　冷静に言ったつもりだったが、微妙に声が震ふるえていた。
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「だいたい、どこから入ってきたんだ」智季は女のもとへ歩み寄った。「……まさか、窓から入ったとか言わないよな？」

　開きっぱなしの窓が目についた。

「ソウ、ダケド？」女が身体からだを起こした。「ソレガ、ドウカシタ？」

「それは不法侵入だ！」

「フホウ、シンニュウ？」

　女は不可解そうな顔で智季が口にした言葉を繰くり返した。

「犯罪だ！」智季は女の腕を摑つかんだ。「とっとと出て行け。マジで警けい察さつに突き出すぞ！」

「ヨク、ワカラナイ。ドウシテ、ココニ、イテハ、イケナイ？」

「ここはオレの部屋なんだよ！　つーか、他人の家だろうが！　居座るな！」

　いい加減、疲れてきた。こういう無自覚な人間を説得するのは容易なことではない。早めに警けい察さつに引き取ってもらった方が得策かもしれない。そんなふうに智とも季きが考えていると、

「ココニ、ワタシガ、イテモ、問もん題だい、ナイハズ」

　女が、気が違っているとしか思えないようなことを言った。

「……な、何なんだよ、あんた。マジで頭、沸いちゃってるのか？」

「ソウイエバ」女がベッドから智季の目の前に降り立つ。「コノ、姿デ、アウノハ、ハジメテダッタ。ダカラ、オドロイテイル」

　女が分厚い本を片手に室内を歩き出す。よく見ると手に持っている本は日本語の辞書だった。女は目にも留まらぬスピードでページをめくっていた。不自然な光景、バカにされているような気がしてならない。

　と、女が急に足を止めた。紫むらさき色いろのノースリーブワンピースから伸びる手足は病的な白さで、眺めていると夏の暑さを忘れてしまいそうだ。

　切れ長の目が智季の視し線せんを捉とらえた。

「説明ガ、必要？」

「そりゃ、説明はしてほしいが……」

「ダッタラ、少シ、マッテ、ホシイ。言語ノ、習得ニ、マダ、時間ガ、カカル」

「言語の習得？　何言ってるんだ？」

　まさか、今から日本語を覚えようって言うんじゃないだろうな？　智とも季きは呆あきれて何も言い返せなくなった。もはや不毛な行為だ。言葉を交わすことさえも。

「おい、智季」

　遠くで兄の声がした。

　その直後、階段を上ってくる音と共に兄の声が徐じよ々じよに近づいてきた。

「……やばい」

　智季は動揺した。動揺の原因は、辞書を片手に室内を歩き回っている女にある。

　兄にこの現場を見られるのはとても不都合が多いように思えた。見ようによっては、部屋に女を連れ込んでいるように見受けられるからだ。それを兄に見つかったからといって咎とがめられるようなことはないと思うが、このことが姉の響ひびきや父の仁ひと志しに知られたら厄やつ介かいだ。しかも、この女、片言で意味不明な発言が大半、これをどう説明すればいいのだろうか。

　──ストーカーが窓からオレの部屋に侵入してきたんだよ。いや、本当なんです、マジなんです。この女、頭おかしいんです。やましいことはなにもしてません。むしろ、オレが助けて欲しい！

　と、正直に言ったところで信じてもらえるとは思えない。この世の中は男にとって理り不ふ尽じんなシステムで満ち溢あふれている。美人が優ゆう遇ぐうされるのがさも当たり前のように。世せ知ち辛がらい世の中なのだ。

「いるんだろ？」

　ドアを隔てた向こう側から兄が呼びかけてきた。

　まずい、何とか誤ご魔ま化かさないと──

「おい、あんた……どこかに隠れろ」

　小声でそうささやくも、女は理解できないといった様よう子すで「ドウシテ？」とつぶやいた。

　くそぉ、どうすればいいんだ──

「いないのか？　開けるぞ？」

　ドアが音を立てて開きかけ──そこでようやく智季は「開けないでくれ！」と言えば、兄の性格からいって、状況を察してくれるであろうことに気づいたが、時すでに遅し。

「……おい、智季」

　今度は明らかにドア越しの声ではない。

「えーと……」

　智季は俯うつむいたまま頭を搔かいた。

　さて、こうなれば言い訳をしてもしょうがない──智季は即座に開き直りの精神を展開し、強引に押し切ってしまおう、と決心した。

　思い切って顔を上げる。しかし、兄はいつもの仏ぶつ頂ちよう面づら、驚おどろいた風ふうではない。

「いるなら返事ぐらいしろ」兄は肩をすくめてみせた。「足りない食材があったから少し外に出てくる。何か必要なものはあったか？」

「え……あ、ああ。別にないけど」

「そうか。なら、行ってくる」

　兄は用件をすませるとすぐに智とも季きの部屋を出ていった。先ほども姉の響ひびきが似たようなことを訊きいてきたが、これは末っ子の智季が幼い頃ころ、上の二人に対して駄だ々だをこねていたことに起因している。今はもうそんなことはないのだが。

　トントントン、と階段を降りていく音が聞こえてくる。

　智季は大きく息を吐き出し、その場に座り込んだ。




　──って、どうして兄貴の奴やつ、何も言わなかったんだろう。




　智季は立ち上がりながら室内を見回した。

　すると、本棚の下に佇たたずんでいた一匹の猫が「ニャー」と、鳴いた。

　赤い首くび輪わをつけた猫だった。

「──ん？　ミケ、いつのまに入ってきたんだ？」

「ナー」ミケが鳴いた。

「あれ？　ていうか、さっきの女はどこに……」

　女の姿はどこにも見当たらない。いつのまにかいなくなっていた。

　慌ててベッド際ぎわに寄って窓を開いたが、すぐ下の庭にも人ひと影かげは発見できなかった。

　というより、どのような手段を用いてこの部屋まで上がってきたのだろうか？

　そして、どうやって下りたのか？

　二階とは言っても、智季の部屋はそれなりに高い位置にあるし、途中に取っ掛かりがあるわけでもない。

　智季は小学生の頃、家の鍵かぎを忘れて外出してしまったときに、二階の自分の部屋へよじ上ろうとしたことがある。唯一、自分の部屋の窓だけが施せ錠じようされていなかったのだ。しかし、どうにも登りようがなかったので数分で諦あきらめてしまった。あのときは小学生で身体からだは小さかったが、今もここまで上ってくるのは容易ではないはず──というより無理だろう。

　ましてや女性が道具も使わずに上ってくるなんてことがありえるだろうか？

「ナー」

　ミケが軽快な動きで智季がいるベッドの上に飛び上がった。

「…………」

　智季の脳のう裏りを一いつ瞬しゆんだけありえない想像が過よぎった。

　荒こう唐とう無む稽けいなファンタジー世界だけで通用しそうな突とつ飛ぴな想像だった。

　ミケの赤い首くび輪わに目がいった。

　そういえば、あの女も似たような首くび輪わをつけていた。

　赤い首輪、あまり似合ってはいなかった。

　今にして思えば、最初からあの首輪には違和感があった。

　正直、ファッションで身に着けているようには見えなかった。

「ナー」

　智とも季きを見上げながらミケが鳴く。

　だから、何だというのだろうか。

　これじゃあ、頭が沸いているのは自分の方だ。

　ミケが足元をウロウロしている。智季はベッドの上に座り込み、ミケの頭を撫なでた。

「地球温暖化のせいだな。うん、きっとそうだ。なあ、ミケ？」

「ナー」

　ミケが一言鳴いてベッドから飛び降りた。

　そして、部屋の中央にあるアクリル製の透明なテーブルの前にあるクッションの上に座った。

　こちらを向いて座った。

　ミケはアーモンド型の目でじっと智季を見つめてきた。

　誰だれかと同じように。

　踏切での光景がフラッシュバックした。

　何かが起きる、と智季は漠然と感じた。

　ミケが右前足を顔の高さまで持ってきて、そのまま何もない空中を薙ないだ。

　素早すばやく薙いだ。

　その瞬しゆん間かん──前足がたどった軌跡に歪ゆがみが生じた。

　その歪みはアッというまにミケの全身を包み込み、まもなく姿を確かく認にんできなくなった。

　智季は啞あ然ぜんとしてその光景を眺めた。

　その後も歪みの規模は徐じよ々じよに大きくなっていった。

　人間一人分に値するほどの空間まで歪みは発展したが、それ以上は変化が起きず、逆に歪んだ空間がもとに戻り始めた。

　完全に歪みが消え去るとそこには──先ほどの女がいた。

　わずか数秒の出来事だった。

「…………」

　先ほど頭の中をぐるぐる回っていた荒こう唐とう無む稽けいな想像が現実となった瞬間だった。

　眩暈めまいと頭痛を同時に引き起こした。智季はふらつきながらもしっかりと目を凝こらし、女の姿を我が目で確認した。確認するとさらに頭痛が酷ひどくなった。

「力ノ、制御モ、マダ、不十分」

　女が片言で何か言っている。

「トニカク、時間ガ、必要」

　頭がガンガンする。もはや、女の言葉を解読する余裕すらない。

「ワタシニモ、予定外ノ、事態ガ、オキテイル。ウマク、説明、デキナイ。言葉モ、マダ、完全ニ、理解、シテイナイ」

　智とも季きは、女の平坦な声を聞き流し、天を仰いだ。
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　ある日、高校生の智季君が学校から帰ってきていると、同じ年とし頃ごろと思おぼしき女が話しかけてきました。おうおう、こいつはとびっきりの美人です。まさに運命の女神、ファムファタルです。智季君の心がざわつきます。しかし、美人は片言で妙なことばかり話します。怖いです。ちょっとキモイです。身の危険を感じた智季君は無視して立ち去ろうとしますが、制服の袖そでを摑つかまれてあやうく転倒しそうになります。怒りにまみれた智季君は女と口こう論ろんになります。その口論の中で、女が美人の皮をかぶったストーカー（？）であることが判明します。しかも、この女は密ひそかに智季君の通う学校まで押しかけて（？）来ていたようなのです。智季君は逃走します。夏はあかん、と大おお阪さか弁べんでツッコミが入ります。その後、無事に家にたどりつきますが──何な故ぜかあのストーカー女が先回りしていて、智季君の自室で優ゆう雅がに本を読んでいるではありませんか！　またもや心の中でツッコミが入ります。ドアを開けたり閉めたりします。目の錯さつ覚かくではありません。再び口論になりますが、そのうち警けい察さつを呼ぼうと決心します。しかし、ある瞬しゆん間かん、ストーカー女は室内から消え去ります。代わりに智季君の家の飼い猫であるミケが部屋にはいました。あれれ？　これは一体どういうことでしょうか？　女はどこへ消えたのでしょうか？　イリュージョン？　想像が膨ふくらみます。智季君はストーカー女とミケとの間に共通点を見みい出だします。脳のう裏りにバカバカしい妄想が浮かび上がってきます。消えた女、突とつ如じよ現れたミケ。しかし──次の瞬間、想像は現実のものとなります。何と、ミケがさっきのストーカー女に変身したのです！　ストーカー女＝ミケ、という公式が成立する瞬間でした。あの可か愛わいいミケが化け猫に！　何かの間違いだ！　ああ、神よ！　彼女は運命の女神ではなかったのですか！　この胸の内から湧わき上がるパトスを一体どうすればぁぁ！　神よぉぉぉぉ！




　そんな奇妙なテンションの悪夢を見た智季は室内に鳴り響ひびく目覚まし時計の音で目を覚ました。渾こん身しんの力を込めて、目覚まし時計のてっぺんを叩たたく。

「……ふざけた夢だ」

　どうして自分に対して『君付け』なのだろうか。いや、自分じゃない誰だれかが解説していたような気もするが。イタイ夢だなあ、と思いながら智季は自らを失笑した。

　しかし──

「おはよう」

　やはり──

「何を笑っているの？」

　夢ではなかったらしい──

「……もう、神なんて信じねぇ」

　智とも季きの頭の中を昨日きのうの一連の出来事が次々と再生されていった。

　全部、記き憶おくの淵ふちに沈めてしまいたい、と智季は思った。

　女は、昨日と同じノースリーブワンピース姿でクッションの上に正座をしていた。床ゆかには分厚い本が積つみ重ねられている。中にはマンガなどもあったが、ほとんどが辞書や百科事典の類たぐいだった。全すべて智季の本である。

　昨晩、女は智季の提案を意に介さず、ただひたすら本を読み続けた。

「どういうことなのか説明してくれ」と言っても、「言葉ガ、ワカラナイ」である。頭にきた智季は、「お前が日本語を覚えるまで待てと言うのか？」と、言い返したが、「ソウ、ダケド？」と、女が真顔で返してきたものだから、智季はついに怒りを飛び越え呆あきれ返ってしまった。

　その後、断固として動かない女（読書中）を放置して一晩を過ごすことになった。幸い、家族には見つからずに済んだが──

　で、どうすりゃいいんだ。こいつ。

「……お前」智季は身を起こし、女を見据えた。「日本語上う手まくなったな」

「あら、そう？　でも、理解するのに案外、時間が掛かったわね」

　流りゆう暢ちような日本語で女が答える。にわかには信じがたい光景だった。

　昨日は、明らかに片言だったはずなのだ──それなのにたった一晩で日本語を完かん璧ぺきに操あやつれるようになるなんて、とうてい考えられるものではない。どんなに優すぐれた人間であっても、母国語以外の言語を一日でマスターできるはずがないのだ。人間にはまずもって不可能な芸当。

　しかし、目の前の女が人間外であったとしたら？

「お前、本当にミケなのか？」

「……ミケとは？」女が疑問とわかるような発音で言葉を発する。

「ミケはうちの家で飼ってる猫の名前だ」

「そう、ミケという名前なのね」

　女は納得したようにうなずき、膝ひざの上の本に視し線せんを落とす。

　……いや、会話しろよ。智季は溜ため息いきを吐き出し、ベッドから降りた。

「だから、お前はミケなんだろ？　で、人間の姿に化けてんだろ？　あまり、信じたくないけどさ。おい、聞いてるのか？」

「ええ、聞いているわ」女は顔を上げた。「ただ、あなたの解釈は恐らく不適切だと思われるわ」

「はあ……そうっすか」

　英語の教科書みたいな喋しやべり方をする奴やつだな、と智とも季きは内心で思った。

　だが、こちらの言っていることはだいたい通じているようだ。言葉がわからないので事情を説明することができない──というようなことを昨日きのう、この女は言っていたが、あれは冗じよう談だんなどではなく本気だったのかもしれない。これも含めて全すべて演技だったという可能性がまだ残っているが、そんなことをしても彼女には何のメリットにもならない。

　もちろん、信用したわけではないが。

「じゃあ、どういうことなんだよ？」

「私は──あなたが言うところのミケという個体、その身体からだを間借りしているのよ」

　若じやつ干かんの間があった。智季は腕組みをして、

「……えーと」考え込んだ。

　間借り、ということはミケの身体に乗り移っているということだろうか？

　乗っ取り？　何それ？　ホラー映画かＳＦ映画の見すぎじゃねえの？

　……この女、本格的にヤバイな。

　智季は頭をボリボリ搔かきながらカーテンを滑らせ、光を取り込んだ。

「──で？　結局、お前は何者なんだ？」

　とりあえず茶ちや々ちやを入れずに最後まで話を聞くことにした。

「精神体」女はそっけなく答えた。

「は？　精神体？」

「この世界の言葉に変換するなら『精神体』が一番妥だ当とうだと思うけれど──まあ、この世界では確かく認にんされていない存在だから説明のしようがないわね」

「それって幽ゆう霊れいのことじゃないのか？」

　そう訊きくと、

「あなた、幽霊なんて信じているの？　あれは幻覚でしょう？」

　……何だかすっげえ、バカにされてるんですけど。

　智季は目を眇すがめながらおもむろにＴシャツを脱ぎ始めた。ムカツクからこいつの目の前で制服に着替えてやれ。子供のような幼稚な反はん撃げきに出た。

　しかし、女は顔色一つ変えず、

「もう少し、運動することをお勧めする」

「……余計なお世話だ」

「私は実体なき存在なの」女が喋しやべり出す。「だから、この世界に存在するためには何らかの生命体を『器うつわ』として、そこに転移する他ほかないの」

「──この世界？　じゃあ、お前ってどこから来たんだよ？」

「そうね。どこ、とは明確に答えられないから、この世界、ではないとだけ言っておくわ」

　女は視し線せんを落とし読書に戻った。

「正直、何が何だか理解できないが──とりあえず出ていってくれないか？」

「出ていく？」

「だから！　お前はミケとは無関係なんだろ！　とっとと出ていけって言ってるんだよ！」

　詰め寄りながら恫どう喝かつするように叫んだ。しかし、女は冷静に、

「出ていけるのならば、とっくにそうしているわ。それが叶かなわないからこうしてあなたに接触したのよ。私の言っている意味がわかる？」

「……何だ、それ」

　こいつ、居座るつもりなのか？

　それとも──そうする理由があるというのだろうか？

　智とも季きは女から一歩後退した。

　彼女は石像のようにじっと佇ちよ立りつしていた。朝あさ日ひのせいで顔の色がますます白く見える。長いまつ毛に縁ふち取どられた黒こく曜よう石せきのような瞳ひとみが智季をじっと見据えていた。

「お前がここにいる意味がわからん」

「理由が？」

「オレをおちょくってるのか？　身体からだが必要なだけならここにいる意味はないだろ？　それとも本当にオレのことをバカにするためにここにいるのか？」

「なるほど」女はほとんど棒読みに近い口く調ちようで言った。「あなたの怒りはもっともだわ」

「…………」

　瞬しゆん時じに怒りが滅めつ却きやくした。

　智季は女の鷹おう揚ような態度にペースを乱されている自分を自覚した。

　相手がここまで神経が図ず太ぶといと対処法は限られてくる。しかし、いくら頭を捻ひねっても回転の鈍にぶい早朝の頭では良いアイデアは思い浮かばない。

「おーい、智季！　とっととメシ食いに降りてこい！」

　そのとき、階下から父親の声が届いた。

「聞こえてるかー？　いい加減に起きろよー」

　智季の父親である天あま谷や仁ひと志しはいつもこの時間に出勤するのだが、その際、寝起きの悪い智季に一声かけてから出ていくのが通例となっている。

「ああ、もう！　聞こえてるっての！」

　智季は乱らん暴ぼうにドアを開き、不ふ機き嫌げんな声こわ色いろで返事をした。こうして何らかのリアクションを返さないと、いつまで経たっても父親の呼び声は止まらないのだ。

　静かにドアを閉め、室内に視し線せんを戻す。

「なあ、お前……えっと、なんて呼べばいいんだ？　名前はあるのか？」

「名前……」女は鸚おう鵡む返がえしにつぶやき、「識しき別べつ子しのことね。では、キリコと呼んで」

「『では』ってなんだ。それ、本当の名前じゃないよな？」

「ええ、違うわ」キリコは平然とした口く調ちようで言った。「そこの本棚の上から三段目の左から四番目にある本からの引用よ」

　智とも季きは本棚に視し線せんを投じた。上から三段目、左から──

「……マンガか。そういえば聞き覚えがある」でも、適当すぎやしないか？

「そう、これがまんがというものなのね」キリコが興きよう味みありげに本棚へ近寄った。「日本語の会話のサンプルとして非常に役に立ったわ」

　何となく喋しやべり方が一般的ではないな、と思っていたがどうやらマンガの影えい響きようらしい。

　それにしても──末恐ろしい学習能力だ。

「名前、トモキでよかった？」

「え？　あ、ああ。そうだけど……」

　女性に名前で呼ばれるのは久しぶりだった。智季はクラスの女子から苗みよう字じでしか呼ばれたことがなかった──というか、よほど親しくなければ普通はそうなるのだが。

「智季、一つお願ねがいがあるの。聞いてくれる？」

「な、何だよ……改まって」

　出会ったときから、ずっと図ずう々ずうしい態度だったので、このキリコの殊しゆ勝しような態度には智季も戸と惑まどった。くすぐったくも感じられた。キリコはお腹なかのあたりを押さえながら、

「空腹」と、つぶやいた。「具体的には──ほどよく歯ごたえのあるものを所しよ望もうするわ」

　全身の力が抜けた。「……ミルクでも舐なめてろ」
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　智季は制服に着替えると一階に向かった。

　キリコとは、『部屋から出るな』という最低限の取り決めを交わすにとどめた。今後どうするのか、という重大かつ深刻な問題が残されていたが、少なくともキリコが猫のままでいさえすれば、家族はもちろんのこと近きん隣りんの住人にも怪しまれる心配はない。

　……家族がどういうものなのかを説明するのには骨が折れたけどな。

「オハヨ」

　ダイニングに入り、静かに食事をしていた兄に向かって適当に挨あい拶さつし、定位置に腰を下ろした。父親の姿はもはや見当たらなかった。出勤してしまったのだろう。

「智季ー、寝ね癖ぐせがすんごいことになってるよ」

　姉の響ひびきが洗面所から姿を現した。

「無造作ヘアー」適当に反応する。

「あっそ」

　気けだるげにダイニングを横断していく響。そして、テーブルの端にあった新聞を片手で摑つかみ、椅い子すに踏ん反り返ってテレビ欄らんを眺め始めた。お互い無気力である。

「さてと、いただきます」用意された食事をむさぼる。「あー、兄貴、しょうゆとって」

「……ああ」

　兄の細長い手が伸び、しょうゆ差しが目の前にやってくる。

　半はん熟じゆくの目玉焼きにしょうゆを垂らした。黄身が崩ほう壊かいしないよう器用に箸はしを動かす。

　智とも季きは、しばらく食事を口に運んでいたが途中で箸を置いた。

「……食欲が湧わかん」

「おいおい、わたしの味み噌そ汁しるが飲めないっての？」

「いや、姉ちゃんの味噌汁が濃こいのはいつものことだから」

「んまー、投げやりな言い草ですこと、智季君」

　姉は、こちらを見もせずに髪いじりに没頭していた。投げやりなのはどっちだ。

　今け朝さの食事当番は姉の響ひびき。パッと見た感じ、「えー、料理なんてムリムリ！　ていうかー、包丁の握り方からしてわかんねーし」とか言いそうなタイプに見えるのだが、家事全般は習しゆう慣かんとして身についたようで、料理の腕に不備はない。全体的に味は濃いが。

《智季》

「ん……姉ちゃん、何か言った？」

「いんや、なんも言ってねえ」

　姉はスカートを捲まくり上げ、ボリボリと尻しりを搔かきながら答えた。

《私の声が聞こえるかしら？》

　再び耳の奥に響ひびく感情の乏しい声。遠くから呼びかけられたような感じではなく、耳元で呼びかけられたような印象だった。

「姉ちゃんの声じゃないな……兄貴でも」

　姉は相変わらず新聞に視し線せんを落としたままだ。

　兄は、食事中は無む駄だ口ぐちを叩たたかない主義だ──それに声は間違いなく女性のものだった。

《こっちよ、こっち》

　三度目の声で幻げん聴ちようではないと確かく信しんしたが、こっち、と言われてもどっちなのかわからない。

「──あ」智季は床ゆかの上を歩くミケの姿を発見し、声の主にようやく気づいた。「お前……」

《やっぱり、私の声が聞こえるのね？》

　猫の姿に戻ったキリコが尻しつ尾ぽを振り回しながら智季の足元にやって来た。

「……うっ」

　こいつ、あれほど部屋から出るなって言ったのに──

《大丈夫よ。私の声はあなた以外には聞こえていないようだから》

「そうなのか？」思わず声に出していた。

「智季どうかしたのか……」

　すでに食事を終え、自分の分の食器を洗っていた兄がこちらを振り向いた。

「あ、いや。独り言」

　兄はそれ以上、追及してこなかった。無む闇やみな詮せん索さくはしない兄である。

　智とも季きはホッと溜ため息いきをつく。

《よくわからないけれど、あなたは私の存在を家族に知られたくないのでしょう？》

　キリコが隣となりの空いた椅い子すにぴょんと飛び乗った。智季は無言でうなずいた。

「……もしかして、昨日きのうもこうやって話しかけてきたのか？」

　テーブルの下にかがみ込み、家族に聞こえないよう小声でささやいた。

《そうよ。原因は不明だけど、どうやら私の考えていることの一部があなたに伝わるみたいなの》

「……テレパシーって奴やつですか？」胡う散さん臭くさいけど。

《てれぱしー？》キリコの声が内耳の奥に響ひびく。《智季はときどき面おも白しろいことを言うわね》

「ふっ、ドリーマーと呼んでくれ。って、待てよ……もしかしてオレが考えてること、全部お前に筒抜けだったのか？　最初からずっと？」

《いえ、あなたからは微弱な信号がわずかに伝わってくるだけよ。しかし、この世界では言語や文字を用いる以外に意思の疎通を行う術すべはないはずだから、それもおかしな話よ。あなたにそんな力があるとも思えないし、私にもそのような力はない》

「一体、どういうことなんだよ？」

《わからないわ。ただ、私がこのミケという個体から脱出できないことに何か関係があるように思うの》

「あらー、ミケちん。智季と密みつ談だんでちゅかぁ？」

　そのとき姉が新聞から目を離はなし、キリコ（＝ミケ）に手を伸ばした。頭を撫なでる。

「ナー」

　キリコが猫らしく鳴いてみせた。

「おお、よしよし。さすがわたしのシモベたるミケちん。お利り巧こうですねー。これからもわたしだけに従順でいなさいよー。おんりーまいきゃっとー」

　メチャクチャなことを言っていた。

　余談だが、天あま谷や家の人々のミケに対する接し方をまとめると次のようになる。




　父──猫アレルギーなので絶対に近づかない。わざと近づけると大人おとな気げなくもキレる。

　姉──酷ひどい話、オモチャ的な扱い。ただし、ミケを洗うのは彼女の役目。

　智季──父と姉が頼りにならないので必然的にミケの世話はするのは智季の役目。

　兄──フォロー役。前の三人が不誠実なので、実際は彼がほとんどのことをやっている。




　余よ談だんの余談だが、父親が猫嫌いであるにも拘かかわらず、天あま谷や家が猫を飼っているのは、今は亡き母親が、生前に、「この猫を飼わないというのであれば、私にも考えがある」と言って父を脅迫し、ミケを強引に家族の一員にしたからである。父親は母親の言いなりだった。いい意味でだが。

　余談の余談の余談だが、ミケは、実のところ『捨て猫』である。

「そういえば、智とも季き。あんた、未いまだにミケと寝てるわけ？」

「いや、ミケが勝手に布ふ団とんの中に入ってくるんだよ。癖くせになってんじゃないの？」

　一いつ瞬しゆん、脳のう裏りにキリコ人バージョンの全体像が映し出された。何な故ぜか裸。

　いや、今それ関係ねーし！　何を勝手に妄想しているんだ、オレの脳みそは！

「あんた、顔ニヤケてるよ？」

「……気のせいっす」煩ぼん悩のう退散、煩悩退散！

「ま、いいけど。じゃ、わたしそろそろ学校行くから。兄貴、洗せん濯たく物ものよろしくー」

　姉が小走りでダイニングを出ていく。途端とたんに室内が静かになった。

《今の彼女はあなたとどういう関係なの？》

　再びキリコが頭に呼びかけてきた。肉声ではないことだけは何となくわかるようになってきたが、まだ違和感の方が大きかった。

「……家族だって。さっき説明しただろ」

《そう、あれが家族。では、後ろにいる彼は？》

「……あれも家族っす」

《そう、あれも家族なの。他ほかには？》

「……あと、父親がいる」

《そう、父親が。父親？　ああ、父親ね。では、母親は？》

　キリコのその質問に答えるのには多少、時間が掛かった。

「……母さんはいないよ」

《あら、それは残念ね》

　言葉とは裏腹にキリコの口く調ちようは非常に冷ややかだった。

　こいつも嫌いや味みなんて言うんだな、と思ったが──そうではなくこれが彼女の平素の精神状態であることに遅まきながら気づいた。

　キリコは人間ではないのだ。




　　＊＊＊＊




　一いつ旦たん、自室に戻った智季は、学校へ行くため身み支じ度たくを整ととのえ始めた。一いつ緒しよに戻ってきたキリコはそんな智季の様よう子すをきょとんとした顔つきで眺めている。人の姿で。

　キリコは猫の姿では人の言葉を操あやつることができないらしい。昨日きのう、彼女が人の姿で接触してきたのはそのためだ。ところが、猫の姿でも意思の疎通が行えることが先ほど判明した。その原因はキリコにもわからないらしいが、智とも季きとしては自分の意思が彼女に読まれていないことにまず安あん堵どした。

　安堵したものの──一体、何がどうなっているのやらわけがわからない。エンジンのかかってきた脳みそを駆使してもとうてい理解できそうにない現状である。精神体だと言われても実体がないのでは確かく認にんのしようがないし、そもそも、そういう得体えたいの知れないものが存在するということ自体がすでに疑わしいわけで──だが、キリコの話に矛む盾じゆんはなく、また噓うそをついているようには思えない。

　智季は鞄かばんの中に教科書を放り込みながら苦悩した。

　とりあえず、わかっているのはミケの身体からだの中にキリコが潜ひそんでいるという事実だ。

　そして、この女はミケの身体から出ていくことができない状況下にある、と。

　ということは？

　キリコを家から追い出すということは、ミケをも追い出すということになる。

　……どうすりゃいいんだ。

　まったく、えらい面めん倒どうなことになってきたな。あれ？　そういや、こいつって何のためにミケの身体に入り込んだんだ？

「──って、やばい」

　朝は時間がない。

　訊ききたいことは山ほどあったし、突っ込みたいことも山ほどあった。

　しかし、優ゆう先せんすべきは学校だ。休むわけにはいかない。

「じゃ、オレ行ってくるから部屋から出るなよ？」

「どこへ行くの？」

「学校だよ」

「ガッコウ？」キリコが疑問の声をあげる。

「そうだ、学校だ」

「そう、ガッコウへ行くのね」

　絶対にこいつ意味わかってないな、と思いながら智季は、

「辞書で調しらべろ。ちゃんと意味が載ってるぞ」

「意味は知っているわ。教育を行う機き関かんのことでしょう──そして、教育とは人が人に精神的影えい響きようを与えること。理解不能な概念だけど、そういうことなのでしょう？」

「はあ……」何言ってんだ、こいつ。

「言葉以上のことはわからないの。実際、この部屋にある物体のほとんどの名称が私には答えられないし、ましてや使い方なんて」

「お前は幼児か……」智とも季きは溜ため息いきをついた。昨日きのうから溜息ばかりだ。「──って、話してる余裕なんてねーよ！　このままだと絶対に遅刻する！」

　智季は慌てて鞄かばんを摑つかみ部屋を飛び出した。出ていくとき、キリコが何か言っているようだったが、今はそんなことを気にしている場合ではなかった。

　階段を駆け下り、靴を突っかけ外に出る。

　ケータイで時刻を確かく認にんすると危険な時間帯に突入しつつあった。智季は、止やむを得ないか、と思い車庫の中にあった自転車にまたがった。







　久しぶりの自転車通学だ。

　最後に乗ったのは、新学期の早朝──春休みの悪い習しゆう慣かん（午後起き）が災わざわいした結果だった。あれは辛つらい出来事だった、特に精神的な苦痛があった。

　智季が漕こぐ自転車はよくあるカゴ付きのママチャリ、家族兼用で何年も使っているため、だいぶ痛んでいる。父親は自家用車通勤、姉はバス通学、兄は大学までバイクで通っているため、最近では『智季専用自転車』になりつつある。

「この坂を越えれば……よし、あとは平坦コース」

《智季、この乗り物はとても原始的ね》

　そのとき、キリコの声が聞こえた。肉声ではない頭に直接呼びかけてくるような声──

「──って何でお前が乗ってんだよ！」

　慌ててブレーキをかけ、坂の途中で止まった。

　キリコは猫の姿で自転車の前カゴの中、智季の鞄の下に隠れていた。

《いけなかった？》

「……いけないっていうかだな」常じよう識しきがないんだよな、こいつ。「さっき、家でおとなしくしてろって言わなかったか？」

《それは許可できない》

「はあ？　何でだよ？」

《よくわからないけれど──》キリコが一いつ旦たん、言葉を区切った。《──あなたの側そばにいると落ち着くのよ。安心するというか、安定するというか》

「…………」智季は一いつ瞬しゆん、言葉を失った。キリコのセリフが、いかにも恋人がささやきそうなものだったからだ。「……な、何言ってんだよ、お前」

　智季はまたがっていた自転車から降り、徒歩に切り替えた。

《智季に接触したのもこのためよ。原因は不明だけど──もしかしたら、私の意思があなたに伝わることと何か関係があるのかもしれないわ》

「ああ……そう」智季は軽くうなずいた。「で、どこまでもオレと一いつ緒しよにいるつもりなのか？」

《何か不都合でも？》

「ありまくりだ」

《アリマクリ？　それはどういう意味？》

「……ついてこられると困るって意味だ。あのさ、どうしてもってわけじゃないんだろ？」

　ようやく坂を越えた。再び自転車にまたがろうとしたが、その前にキリコを説得しなければならないので、とりあえず立ち止まった。

《智とも季きと必要以上に距きよ離りを置くと不安定になるの。これは昨日きのうから感じていたことなのよ》

「具体的にどんな感じなんだ？」

《そうね……身が引き裂かれるような感覚かしら》

　平然とした口く調ちようでキリコが言った。

「……おいおい、何か穏おだやかじゃないな。でも、それって精神的なものだろ？」

《死に近い感覚。実際、死ぬと思われるわ。もちろん死ぬと言っても、あなたたち人間の死とは違うけれど。消滅、という形容が私たちには妥当かしら》

　他ひ人と事ごとのように言う。まるで自分が死ぬわけではないような言い草だった。

　死ぬ、だなんてそんなの噓うそに決まっている。だけど、キリコが噓をつくのは妙だ。たしかに常識はないようだが、非ひ論ろん理り的てきなことや、確かく信しんのないことはあまり口にしないようなタイプに思える。

　智季は何気なくキリコの目を見た。キリコ──いやミケの目を。

「──ったく、わかったよ」

　カゴの中のキリコから目をそらし投げやりに承しよう諾だくした。

《そう、それは助かるわ》

　智季は無言で自転車を押し始めた。

　彼女の提案を受け入れたのは、妥協したからではない──ミケの安全を確保するためだった。

　キリコはミケの身体からだの中にいるのだ。キリコがどうにかなるということは、ミケ自身にも影えい響きようを及ぼすということなのだ。一いつ緒しよにいないと死ぬ、と駄だ々だをこねた子供みたいなことを彼女は言っていたが、それが事実ではなかったとしても、彼女が違和感を覚えているのはたしかなようだ。全面的に信じるわけではないが、この判断は間違っていないと思う。

　智季は今日きよう、何度目かの溜ため息いきを吐き出し、自転車にまたがった。

　重力と慣かん性せいの法則に従い坂を下る。

《ところで、さっきからこの自転車という乗り物から不自然な音が聞こえてくるのだけれど、この乗り物特有の音なのかしら？》

　カゴの中のキリコが、「ナー」と鳴きながら言った。

「ああ……これは梅つ雨ゆにやられたんだ。庭に置きっぱなしにしててさ。本当は車庫の空いたスペースに置くようにしてるんだけど、梅雨の時期って自転車、使わないんだよなあ。それもあって完全に忘れてたんだよ」

《なるほど──今の智とも季きの状況を自じ業ごう自じ得とくと言うのね》

　キリコがカゴの中で横になり丸くなった。腹立たしいことこの上ない。

　自転車からは一定周期で『キコキコ』という音が漏れる。チェーンがヘタレてしまったのかもしれない。心なしか前ぜん輪りんブレーキの効きが悪いように思えた。先ほどから、道行く通行人に見られているような気がしてちょっと恥ずかしかったが、遅刻するのはもっと恥ずかしい。

　それに智季は、今もっと重大な難なん題だいを抱えている。

「で、その姿で学校に侵入するのか？」

《ええ、何か問題でもあるの？　少なくとも昨日きのうは問題なかったわよ？》

　ないと言えばないが、あると言えばあるような気がする。智季はしばし頭を捻ひねり、

「んー、とりあえず首くび輪わは外すか。ノラ猫を装った方がいいだろう、知り合いにミケのこと知ってる奴やつがいるから。それに飼い猫だってわかったら捕まえられるかもしれない」

《まったく、この世界は制約が多くて面めん倒どうね。不自由な生活を強しいられたものだわ》

　カゴの中でゴロゴロと転がる。
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「オレの方がな！」

　智季は自転車をでたらめな力加減で漕こいだ。キコキコキコキコ──

　遠目に学校が見えてきた。巨大な校舎に体たい育いく館かん、そしてグラウンド──周囲が田んぼと畑なのが泣かせる。坂を下り切ると周囲に羽は沢さわ高校の生徒が増えてきた。

「そろそろ、降りろ」智とも季きは一いつ旦たん、わき道に入って自転車を止めた。「猫を連れて登校するのは、さすがに怪しすぎる。ここからは別行動にしよう」

《そう》

　キリコは平坦な声で返答し、カゴから飛び出した。

「はあ……ミケに申し訳ない……」

　智季は飼い猫の証あかしである首くび輪わを外しながら、「一体、何やってんだろう」と、心中でつぶやいた。実際、当事者以外から見れば不可解な行動でしかない。

　外した赤い首輪を鞄かばんの中に放り込んでいるとキリコが頭に呼びかけてきた。

《思ったんだけど、三毛猫だからという理由で名前がミケなの？》

「──え？　あ、ああ……たぶんな」

　こ、こいつ、もうそこまで鋭するどい突っ込みを──何て恐ろしい奴やつだ。

　智季は、誰だれが名づけ親だったかなあ、と自分に問いかけながら再び自転車にまたがり、そこでキリコと別れた。







「──あ」

　わき道から出たところで見知ったクラスメイトと遭そう遇ぐうした。

　姉あね崎さき円まど華かだった。姉崎は、肩まである栗くり色いろの髪を揺らしながらこちらに接近してきた。

「おはよう、天あま谷や君。──あれ？　天谷君の家ってそっちじゃないですよね？」

　おかしいなあ、家の場所教えたことあったかなあ、と思いながら智季は、

「ちょっと近くのコンビニに寄ってたんだ」

　とりあえず噓うそをついた。自然に言えた自信があった。

「そっか。あ、だから今日きようは自転車なんですね」

　姉崎が敬語混じりの変則的な口く調ちようでそう言った。最初はその場の雰囲気でわざと使っているのだろうか、と思っていたのだがどうやら素すらしい。

「そういうこと」智季は自転車から降りた。「家と学校の間にコンビニがあればこんなことしなくてもいいんだけど、微妙な位置にあるからさ」

「学校周辺って不便ですよね」

「ホントだよ」

　自転車を押しながら平静を装い姉崎の隣となりに並んだ。

　智季はさりげない視し線せんで姉崎の様よう子すを観かん察さつした。

　すぐ隣を歩いているから、姉崎の顔にうっすらとだが化粧が施ほどこしてあるのがわかった。健康的な肌の色、キリコの病的な肌とは大違いだ。どちらがいいというわけではないが。

　姉あね崎さきは、昨日きのうと同様に普ふ段だん通りの態度で接してきた。

　まるで告白の件が夢であったかのような、そんな平然とした顔色を浮かべている。とは言っても、智とも季きの方も過剰に意い識しきはしていないから、姉崎も今の智季と同じような印象を抱いているところかもしれない。しかし、智季の印象では、姉崎は自分の感情を制御することに長たけていないように思えるのだが──

　こちらの見当違い、人は見かけによらない、ということだろうか。

　正直な話、どうでも良いことなのだが。

《人が多くてうんざりするわ》

「ああ、そうだね。ヒトゴミって言うぐらいだし」

「──え？　何がですか？」

　姉崎が大きな目を見開き、不可解な表情でこちらを見ていた。

　どうやら、今の呼びかけはキリコだったらしい。

　……紛まぎらわしい奴やつだ。

「あー、今日きようの一時間目って英語じゃなかったっけ？」

　智季は、適当に話題を振って誤ご魔ま化かすことにした。

「だったかな？」

　姉崎は「うーん」としばらく考え込み、「あ、そうでしたね」とつぶやいた。

「英語の田た宮みやってしつこいんだよね。しかも、質問するときさ、悪意がこもってるっていうか攻こう撃げき的てきというか──もしかして加虐心が疼うずく系の人なんじゃない？」

「あはは、何なに気げに酷ひどいこと言ってるよ、天あま谷や君。でも、当たってるかも？」

「逆に現国の大おお谷たにはいつもビクビクしてるよね。田宮に責められたら目覚めるかもね。聞いた話だと、あの二人って仲が良いらしいけど」

「大谷先生ってたしかにそういう感じですよね。うん、やっぱりそういう方向性で……でも、ちょっと容姿的に無理が……あとやっぱ両極端すぎて面おも白しろみに……」

　なんかブツブツ言い始めたけど、姉崎は現実世界から離り脱だつすることがたまにあるようなので気にしないことにする。とりあえずゴリ押しは成功だ。

　まもなく校門が見えてきた。

　学校の前の道路を姉崎と横断し、羽は沢さわ高校の大きな校門を二人で通り抜ける。ちょうど登校ラッシュの時間帯に差し掛かっているようで──校舎に続く緩ゆるやかな傾斜を登っていく生徒たちの群れはさながら蟻ありの行列のようだった。生徒数を考えれば無理もないことである。

　智季は人波を横切り駐ちゆう輪りん場じようの方に向かうことにした。

「姉崎さん、先に行ってていいよ。オレ、自転車置いてくるから」

「あ……そっか。じゃあ、先に行ってますね」

　ぎこちない微笑を残して姉崎は群集の中に姿を消した。彼女はどうも愛あい想そ笑わらいが多いような気がする。単なる癖くせなのか、それとも自分に対してだけなのか、それはわからないが。

　屋根付きの駐ちゆう輪りん場じように自転車を止めて用心のため鍵かぎを二箇所かける。

　うん、これでよし。

《遅かったわね》

　一いつ瞬しゆん、脳のう裏りに響ひびいた声だとは判断できなかったが、周囲に人ひと影かげが見当たらないことから、声の主に思い至った。

「驚おどろかすな」

　智とも季きは周囲を気にしながら小声でささやいた。幸い近くには誰だれもいない。

《驚かした覚えはないわ》

　キリコは駐輪場横の桜の木の枝の上で器用にバランスを保っていた。

「猫は暢気のんきでいいよな……オレも猫になりたいっすよ」

《好きで猫に転移したわけではないわ》

　智季は、高校生という身分を嘆なげいたつもりだったのだが、キリコは言葉通りに受け取ってしまったらしい。早いところ、地球人のニュアンスに慣なれて欲しいものである。

「なんか曖あい昧まいなんだな」駐輪場から出ると陽光が目を刺し激げきした。「じゃあ、お前がミケを選んだんじゃなくて、たまたまってことか？」

《そうよ》

　キリコは不安定な木の上から地面に降り立ち、言葉を紡つむいだ。




《私は最初あなたに転移するつもりだったのだから》




　アナタニ、テンイ、スルツモリ、ダッタノ、ダカラ。

　頭の中でキリコの言葉を反はん芻すうした。いまいち理解できない。

「あのさ、よく言葉の意味がわからんのだが……」

《だから、あなたに転移するつもりだったのよ。あなたの身体からだが目当てだったの》

　カラダガ、メアテ、ダッタ。

　私の身体だけが目当てだったのね！

　ちょっと違う。

　再考。

　…………。

　……………………。

　まさか──オレの身体を奪うつもりだったということか？

　ミケの身体を乗っ取ったように？

「……マジ……かよ」

　キリコの言葉の意味を理解した瞬しゆん間かん、思考は氷結。

　その活動を完全に停止してしまった。

　凝ぎよう然ぜんと立ち尽くす。

《智とも季き？　どうかしたの？》

「……どうかしたの、じゃねえよ」自然と低い声になっていた。「オレに転移するつもりだったって？　それってどういう意味だよ？」

《二度、言わなければ理解できない？》

「そういう意味じゃない！　オレに転移してどうするつもりだったのかって訊きいてんだよ！」

《利用するつもりだった》キリコは無感情に酷こく薄はくな言葉を吐いた。《我々は、なるべく高度な知的生命体に転移するのよ。ちょっと考えればわかりそうなものだけれど？》

　キリコは態度を崩さない。最初からずっと同じであるが。

「……お前がミケに転移したのはいつだ？」

　頭を抱えながら智季はそう尋たずねた。

《およそ、今から三十一時間前のことよ。その時間、智季は自室で睡すい眠みんを取っていたはず。私たちは対象に転移する際、対象が活動を休止している時間帯を狙ねらうようにしているの。動的な生命体に転移するのは困こん難なんなことだから」

「理屈はわかる」

《だけど、思わぬ事態が発生した》

「……それがミケか」

　言うとキリコが「ニャー」と鳴いた。

　ミケは、智季のベッドに潜もぐり込んでくる習しゆう慣かんのようなものがあった──毎日ではないが、潜り込んでこない日の方が稀まれだった。キリコは当初、智季を転移対象に選んでいたが、そこへ現れたミケに間違って転移してしまった。どうやらそういうことらしい。

　……ということはミケに助けられたことになるのか。

「人間に転移してたら……お前がオレに転移してたら、オレはどうなってたんだ？」

《あなたの意い識しきは眠りについていたでしょうね。死ぬ、という意味ではないけれど》キリコが尻しつ尾ぽを揺らしながら歩を進める。《ところで──今日きよう、智季が主に活動する具体的な位置を教えてくれるかしら？　あまり離はなれると危険だと思うから、知っておきたいの》

　何事もなかったかのようにキリコが訊いてきた。

　事務的で機き械かい的てきだった。彼女の根底には冷たい論ろん理りしか存在しないのだろうか。

《聞いている？　さっきも話したでしょう？　私はあなたと必要以上に離れるわけにはいかないのよ》

　随分と勝手なことを言ってくれる。

　しかし、ここにいる一匹の猫には何の罪もない。

「西校舎の三階の体たい育いく館かん側から三番目の教室だ」

　智とも季きはわざと早口にまくしたてた。

《だいたい、わかったわ》

　キリコは聞き返してこなかった。いとも簡かん単たんに理解したご様よう子す。一度聞けば十分ということだろうか──どういう理解力をしているのやら。

　智季が所属するクラスは一年七組。羽は沢さわ高校の校舎は四つあり、東西南北で呼び分けられている。四つと言っても実は全すべて繫つながっていて、上空から見るとカタカナの『ロ』の字をしている──漢字の『口』でも可。生徒たちの昇降口があるのは南側で、智季はその南校舎に入って左手にある西校舎を学まなび舎やの中心としている。

「おい、キリコ」

　はじめて名前で呼んだような気がする。

《何？》

「……いや、何でもない」

　智季はキリコと再度別れ、自分の教室へと急いだ。







　羽沢高校一年七組の教室に入り、ドア口のすぐ側そばにある机の上に鞄かばんを置く。智季は椅い子すを引いてその上に踏ん反り返った。登校済みの生徒から「いつのまに来たんだ？」と、言われることがたまにあるが、それはクラスメイトの注目を浴びにくい席だからである。廊下側の一番後ろの席、そこが智季の現在の机の位置だ。

「──ん、いないのか」

　姉あね崎さきは席にいなかった。彼女の席は智季の一つ前だった。最近、親しくなったのもこの席の配置があってのことだった。

　教室を見回すが姉崎の姿はどこにも見当たらない。どこか別のクラスにでも行っているのだろう。まだホームルームまでは多少時間がある。自転車を利用したことで、通学時間を三分の一ほどまで短たん縮しゆくできたが、結局、着いたのはいつもと同じ時間だった。

「智季」

　自席でボーっとしていると、友人の才さい気き鉄てつ男おがやって来た。

「おはよう、てっちん。相変わらずお早い登校で」

「別に普通だ」

　鉄男は隣となりの席の椅子を勝手に引っ張り出し、通路の真ん中に座った。

　この名前のごつい友人は、とても十五歳とは思えないほど大人おとなびた（親父おやじくさい）精神を有する、最近にしては珍しい硬派な男である。趣しゆ味みは音楽、他校の生徒とバンド活動をやっている。こう言うといかにも暑苦しい男を想像してしまいがちだが、見た目の方は名前とは裏腹に爽さわやかだったりする。長身でやや細身、髪はすっきりとした短髪で、顔のパーツはわりとハッキリしている。美形という形容はやりすぎだが、一いつ緒しよに歩いていると視し線せんを感じることが往々にしてある。

「てっちんよー、キミは相変わらずつまらん男だなあ」

「なんだ、いきなり……」

　鉄てつ男おは一いつ瞬しゆん、呆あきれたような顔を見せたが、智とも季きの精神状態を何となく感じ取ったらしく、

「──調ちよう子し悪そうだな？」

「最悪っす。この世の終わりっす！　オレ以外の人類滅亡しろって感じっす！」喚わめいたあと、机の上に両手をだらしなく伸ばし突っ伏した。「……ままならんぜ」

　キリコのことで生じたストレスが智季に多大な負荷を与えていた。完全に相手のペースにはめられている。ペースを乱すのは智季の専売特許だ。教師さえも言いくるめたことのある（呆れさせたことがあるの間違い）この自分があんな常じよう識しき知らずな奴やつに惑まどわされるなんて──それだけ相手の性た質ちが悪いということだろう。

　……もう少しで身体からだを乗っ取られるところだったからな。マジでシャレにならん。

　それにしても──キリコは一体、何者なのだろうか？

　実体がないとか精神体だとか言っていたが、そんなことを言われて納得できるはずがない。『この世界の言葉で』というような表現を使っていたから、上う手まく説明できないだけなのかもしれないが、得体えたいが知れないことには違いない。

　彼女は、知的生命体を『器うつわ』にするのが当然のようなことを言っていた。

　まるでそれがごく自然な行為であるかのように──また、そのことに対して罪悪感など微み塵じんも抱いていないようだった。人を人とも思っていないように感じられた。人ではないからそういう認にん識しきが欠けつ如じよしているのかもしれない。早いところ対策を練りたいものだが、早くも袋ふくろ小こう路じに追い詰められているような心境だった。

「オレ以外の人類滅亡しろ、か。なかなか含がん蓄ちくのある哲学的なセリフだな。智季の突発的な思考から生み出された不可解な言葉の羅ら列れつは大変参考になる」

　鉄男がどうでもいいことに感心していた。こういうことはよくあることなので智季はもう慣なれっこだ。対処法も心得ている。

「そういうの『思いつき』って言わないか？」

「そうとも言う」

　鉄男が腕組みをして感慨深くうなずく。そうとしか言わない。

「──そういえば、鉄男って作詞とかやってたよね。さすがバンドマン」

　机から勢いよく顔を引き離はなし、椅い子すを動かし鉄男の方に向き直った。

「ああ、今もお前との会話からヒントを摑つかもうと必死なんだ」

　真剣な口調でそう言うと、鉄男は懐ふところから取り出した手帳を開き、何事かメモを取り始めた。聞いたところによると夢の内容なんかも毎朝、書き留めているらしい。

　鉄てつ男おは、別の高校の友達とバンドを組んでいる。ボーカルを担当する鉄男の歌唱力はというと、素人しろうとの智とも季きから見れば優ゆう秀しゆうの部類に入る──が、それは素人にしては上う手まい、という程度でありお世辞にもプロ級とは言えない。鉄男もそのことは十分認にん識しきしているようで、日々の訓練に余念がない。

　鉄男のバンドマンとしてのもう一つの顔が、先ほど言ったように作詞である。実は本人にとってはこちらの方が重要らしいが、鉄男にこの手のセンスがないことはバンド仲間だけでなく彼を知るものならば周知のことだった。こちらの方は本人に自覚なし。作詞といっても一度として仲間内で採用されたことはないらしいので、ただの自己満足のポエムである。

「その顔でポエムて……」

「──ん？　智季、何か言ったか？」

　鉄男が顔を上げながら手帳を閉じた。もうメモは終わったらしい。

「いんや、何でも」

　こいつ「ポエム」と言っただけで怒り出すからなあ、普ふ段だんは温厚なのに。

　智季は、相手が引くようなことは平気で口にするが、怒りに結びつくようなことは決して言わない。無む駄だな衝しよう突とつは回かい避ひする性た質ちなのである。

「いたいた、才さい気き君ー」

　二人のもとに笑え顔がおを振りまきながら長身の女子生徒がやって来た。

「何だ、山やま内うちか。オレたちに何か用か？　ナンパならおとといきやがれ！」

　智季は早朝深夜、老若男女を問わずアナーキーだが、この山内という少女とだけは犬けん猿えんの仲だ。それでも相手の精神状態を観かん察さつすることは忘れない。もちろん言葉にも気を遣つかう。

「『オレ』たち？　あんたが含まれてるわけないじゃん」

　山内は智季に色気のない言葉と冷たい視し線せんを向け、一いつ瞬しゆん、間があってから「ふっ」と、鼻で笑った。特定の男子には徹てつ底てい的てきに冷たい女なのである。放ほう課か後ごによく残る暇ひま人じん帰宅部のメンバーの一人だが、先ほども言ったように智季とは極端に仲が悪い。

「で、山内さん、どうかしたの？」鉄男が訊きく。

「ほら、この前言ってた、『シケーダ』ってバンドのギターの人がさ──」

「ああ、あの件か」

　鉄男が、「忘れてた」と言いながら椅い子すをもとの席に戻した。

「そそ。そんなわけで、ちょっといい？」

　山内が「ごめんねー」と、両手を合わせて謝あやまった。

「くそっ、山内てめぇ。オレの鉄男をどこに連れていくつもりだ！」

「才気君はあんたの所有物じゃないっしょ？」

「知るか！　貴様、キレた十五歳がどんだけ恐ろしいか思い知らせてやるわ！」

　空から手て道場に通っていた頃ころの気持ちを思い出し（三日で辞めたけど）──先日テレビで見た厳いかついプロレスラーの構えを模も倣ほうしてみた。昔のことなど気にするな、今を生きろ！

「うっわー、キモイ。何こいつ……」

　引かれた。おかしいなあ、男子にはけっこう受けるのに（けっこう＝二回に一回ぐらい）。

「ほら、才さい気き君。早くいこー」

　鉄てつ男おの腕を引っ張りながら山やま内うちが歩き出す。

「智とも季き、悪い。またあとでな」

　モテる男はそう言い残し、山内と連れ立って教室からフェードアウトしていった。

「けしからん……」

　鉄男は中学時代からあの完成された容姿で、世の中の女どもを魅み了りようしていたらしい。しかも、人畜無害な性格のため男女関係なくモテる。教師の間でも評判が良いらしい。

　一方、智季はふざけた言動が多すぎるため限定的な付き合いしかできない。それは自らが望んで実践していることなのだが、鉄男のモテっぷりは、見ていてあまりいい気がしない。

　……だからと言って、モテたいわけじゃないんだけどな。

　そんなことを考えながら冷ややかな机の上に頰ほおを押しつけていると──

《智季、私は建物に囲まれた空間の茂みの中で寝ているから、何かあったら来てちょうだい》

　キリコからの連絡が届いた。

　建物に囲まれた空間、おそらく中庭のことだろう。この学校で言う中庭とは、『ロ』の字を形成する四つの校舎に囲まれた場所のことを指す。風通しが悪いため、夏場は蒸し暑い空間になるのだが、逆に冬は過ごしやすいという話だ。

《どうも『器うつわ』との接続がまだ完かん璧ぺきではないみたい。よって休息が必要。だから寝る》

　そこで声が途と切ぎれ──同時にチャイムが鳴った。

「……いい気なもんだ」

　こちらは寝るわけにはいかない。




　午前の授業中、キリコから何度か連絡が入った。一度、教師に当てられたのだと勘違いしてしまい、「はい」と返事をし、おもむろに席を立ってしまったが、その場はアドリブで何とか誤ご魔ま化かした。智季は常日頃から、受け狙ねらいのギャグや無意味なギャグを連発する性た質ちだから、ある意味で不幸中の幸いであった。
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　昼休み、智とも季きが一人で学食に続く渡り廊下を歩いていると突然、背中を叩たたかれた。

　振り返るとそこには微笑を浮かべた姉あね崎さき円まど華かが立っていた。

「天あま谷や君も学食？」

　両手を後ろで組み、上うわ目め遣づかいに尋たずねてきた。

「あ、うん。そだよ。姉崎さんも？」

　智季が歩き出すと姉崎が隣となりに並んできた。

「うん、いつもはお弁当なんだけど、たまに学食に行きたくなって。あ、そういえば、才さい気き君は一いつ緒しよじゃないんですか？」

「鉄てつ男お？　ああ、何か今日きようは用事があるみたいでさ。だから、誰だれか別の奴やつを誘おうかって思ったんだけど、鉄男と話してたらいつのまにか取り残されてた。姉崎さんも同じクチ？」

「え？」姉崎は一いつ瞬しゆん、驚おどろいたような顔をした。「えーと、まあ……そんな感じかな」

「んじゃ、せっかくだから一緒に行こうか」

　姉崎の返事が曖あい昧まいだったのが多少気に掛かったが、とりあえず流すことにした。

　学食は専用の建物が用意されていて、北校舎の一階からの渡り廊下を抜けた先にある。智季たちは西校舎からの移動だから、混雑を極める学食で人気メニューを狙ねらうにはやや不利であると言える。

　蟬せみのざわめきが徐じよ々じよに近くなってきた。学食の裏手は鬱うつ蒼そうとした林なのだ。

「姉崎さんって弁当、自分で作ってるの？」

　静かなのは落ち着かないので話題を適当に振ってみた。

「えっと、たまにですけどね。あまり朝が強くないので、普ふ段だんはお母さんが」

　相変わらずぎこちない笑えみを見せる姉崎。

　智季には彼女が無理をして自分に付き合っているように思えてならない。しかし、例の告白の件についてはどう説明をつければいいのだろうか。好きな相手の前ではぎこちなくなる、とかそういったことだろうか？　たしかに姉崎の性格を考こう慮りよすればそれが一番、ありえそうなことだが、彼女のこの『ぎこちない笑み』は本当に稀まれに観かん察さつされるもので、常時落ち着きのない態度が続くというわけではなかった。

　彼女のように性格の把握しにくい女子を見るのは智季にとってはじめてのことだった。

　気まぐれなのは女性によくあることだが、姉崎は表面に現れ出る表情や言葉が複雑に捻ねじれているように感じられる。姉崎の性格をわかりやすく言えば、はっきりしているようで、はっきりしていない、である。こういうタイプは扱いにくい。

　智季にとってはそのような存在である姉崎だが、クラスの男子の間では比較的人気がある方だ。童顔だが端たん整せいな顔立ちをしていて、大きな瞳ひとみを宿した目はやや垂れ下がっているものの温和な印象を与える。小柄だが女性的な身体からだつきをしていてメリハリがある。

　あるクラスメイトは、「保ほ護ご欲よくを駆り立てられる」と、息を荒くして姉崎のスバラシサについて熱あつく語った。またある男子は、「見ているだけで癒いやされる」と、遠い目をしながら答えた。極めて特殊な人間に人気があるようだ。

　智とも季きは真横を歩く姉あね崎さきの横顔を何気なく眺めた。人間の顔は間近で見ると粗あらが散見されるものだが、姉崎に関してはそれが当てはまらないようだった。いや、それどころか、遠目で観かん察さつするとき以上に際きわ立だって見える。素材が良いのだろう。これなら化粧なんてしなくても良いように思えるが、女性はそうもいかないのかもしれない。よくわからないが。

「天あま谷や君、いつも学食なんだよね？　お勧めのメニューとかあります？」

「んー、そうだなあ」

　智季は姉崎の方を向いたまま目を細め、しばし考え込んだ。

　男子は定食が基本だ。Ａ定食、Ｂ定食、Ｃ定食、順に値段が高くなり内容も豪華になる。女子ならＡ定食で十分だろうが、この定食は男子にも人気があるので、今の時間だとすでに完売している確かく率りつが高い。

　……何だったかな。たしか女子がよく頼んでるメニューがあったと思うんだけど──

「あ、天谷君、前──」

　え？　と、智季が声を上げたときにはもう遅かった。

　頭の側頭部に衝しよう撃げき──だが、その衝撃は非常に柔軟なもので弾力性があった。

　生温かい感触が顔全体に広がる。

　おそらく誰だれかにぶつかったのだろう、と智季は思った。

「すみません」謝あやまりつつ一歩後退し、相手の顔を確かく認にんした。

「智季、ようやく見つけたわ」

　あれ、おかしいな？　今、キリコの声が聞こえたような──

　智季は周囲を見回した。

　が──その直後、目の前に立っている女子生徒がキリコであることに気づいて驚きよう愕がくした。

「……お、お前……ここに……何で……はあ？」

　途と切ぎれ途切れの単語の羅ら列れつはもはや日本語として意味を成していなかった。ただただ驚おどろくばかりの智季は、口をポカーンと開いて制服姿のキリコをしばらく眺めた。

　キリコは、たしかに羽は沢さわ高校の女子の制服を着用していた。一体、制服なんてどこで手に入れたのだろうか？　それともこれも彼女の力によるものなのか。胸元のネクタイはゆるゆるでだらしなかったが、彼女のつり上がった目が全体的な印象をきりっとしたものに見せていた。

　行き交う生徒たちはいずれもキリコを一いち瞥べつしてから通り過ぎていく。

　改めて人目を引く容姿であることを智季は実感していた。

　──って、感心している場合じゃないだろ！

「天谷君……知ってる人？」

　姉崎が怪け訝げんに目を眇すがめ、智季に顔を寄せてきた。まるで問い詰めるかのように。

　いかん、いかん。クールが売りのオレ（主しゆ観かん的てき評価）が狼ろう狽ばいした姿を露ろ呈ていしてしまうとは！　あ、アドリブだ、アドリブで何とかせねば。オレは今、男としての度量を試されているんだ！

　智とも季きは内心で、「人間など所しよ詮せん、肉の塊かたまり！　気にするな！」と意味不明な暗示を自らにかけ、どうにか冷静さを取り戻した。取り戻したはずだった。取り戻したはずです。

「えーと、こいつは最近、うちの学校に転入してきたオレのイトコ」

　心底噓うそくせえ、と思いながらも智季は続けた。

「名前はキリコ。海外暮らしが長くて常じよう識しきがない奴やつだけど、よろしく頼むよ」

　かなり強引かとも思ったが、キリコが羽は沢さわ高校の制服を着ていたのでは同じ学校の生徒と言って偽いつわるほかない。部外者です。コスプレです。などとは口が裂けても言えない。

「……へえ、そうなんだ」

　姉あね崎さきがいぶかしみながらキリコに視し線せんを投じる。智季の言ったことを疑っているというよりは、キリコの出現に戸と惑まどっているように感じられた。

「ところで智季」キリコはそんな姉崎を無視して智季に接近してきた。「ちょっと、伝えておきたいことがあるのだけれど」

「……ちょっと、こっちこい」

　智季はキリコの腕を摑つかんで渡り廊下の隅すみに移動した。

「何？」

「……何？　じゃねえよ。むやみに動き回るなって言わなかったか？」

「言ってないと思うけれど」

「──だ、だとしても、普通わかるだろ！」

「何な故ぜ、怒っているの？」

「…………」

　こいつは本気で何もわかっていないのだ、と智季はようやく気づいた。

　キリコは人間社会の構造をまるで理解していない。いや、人間の基本的な性質さえ、まだ頭にないのだ。勉強不足なこともあるだろう、昨日きのうまでろくに言葉さえ話せなかったのだから。しかし、それ以上に彼女の利己的な性質が原因しているように思えた。

　気まぐれな猫と同じだ。単独行動を好む猫と。

　きっと、彼女たちは人間の集団性とは無む縁えんな単独で生きる生命体なのだ。智季が錯さつ覚かくしていたのは、キリコが智季にだけ干かん渉しようしてきたからで、それは現状の不可解さと何か関連があるようだが──しかし、そもそもミケに転移してしまうというトラブルが起きなければ彼女は智季を乗っ取っていたはずなのだ。

　得体えたいが知れない。まるで得体が知れない。

　どこからやって来たのかも不明、目的も不明だ。

　人の身体からだを乗っ取るぐらいだから、恐ろしい野望を秘めているのではないだろうか？

　世界征服とか人類抹まつ殺さつとか──さすがにこれは浅せん見けんだと思うが、少なくとも人間に悪あく影えい響きようを与える存在であることだけはわかる。信用には値しない。

「あとで聞くから、今は黙だまっていてくれないか？　よーわからんが、お前、オレがいないと困るんだろ？　だったら、少しぐらいはオレの言うことを聞けよ」

　諭さとすというよりは、半ば命令するような口く調ちようで言った。

　ここで下へ手たに増長させてはいけない。言いなりになってはダメだ。

「ふむ、それもそうね……」

　キリコは含みのある口こう上じようで返答した。感情らしい感情は微み塵じんも窺うかがえなかった。

　しかし、自分の立場をまったく理解していないわけではないらしい。

　智とも季きは一応、納得した様よう子すのキリコから姉あね崎さきの方に視し線せんを移し、

「ごめんごめん。それじゃあ、行こうか。あ、こいつも一いつ緒しよだけど、いいかな？」

「え、は、はあ……」

　姉崎からは生返事が戻ってきた。念頭になかった第三者の出現に戸と惑まどっているのだろう。知らない人間なのだからこの反応は当たり前と言える。

「キリコ、この人はオレと同じクラスの姉崎円まど華かさん」

「そう」

　そっけない返事と共にキリコが前髪を払った。

　こちらは特に興きよう味みはなさそうだった。







　智季の左ひだり隣どなりがキリコ、向かいが姉崎という席の配置になった。他ほかの席はほとんど埋まっていたというのに固まって席を確かく保ほすることができたのは僥ぎよう倖こうだろう。

「あの、キリコさんって何年生なんですか？」

　姉崎の最初の質問はそれだった。

　彼女は人見知りをするタイプではないらしい。智季にとっては都合が悪かった。

「……私のことを言っているの？」

　キリコに答えさせてはまずい、そう思った智季は身を乗り出し、

「ええとね、こいつは一つ上だよ。泣く子も黙だまるセブンティーン。というわけで、オレたちの先せん輩ぱいってことになるね。ちなみに、キリコは今までビクトリアランドという国にいたんだよ」

「ビクトリアランドって南極の地名じゃないですか？」

「うん、今のは冗じよう談だんだから」

　何で知ってるんだろ、と思いながら智季は新たな噓うそを捻ねん出しゆつした。

「アメリカの……えーと何州だっけ？　たしか、ユタあたりだったか？」

　言いつつ、キリコに目で合図を送る。

届け、オレの想おもい！　今こそ、テレパシーを受信しろ！　頼む！　お願ねがいします！

しかし、彼女が智とも季きの気持ちなど汲くみ取れるはずはなく、

「ユタ？」と、疑問の声を上げた。

「……こ、こ、コネティカット州だったな。うん、そうだ。今、思い出した」

　そろそろ厳きびしいかな、と智季が言い訳を考え始めていたとき、

「──あの、冷めないうちに食べない？」

　間の抜けた発言だった。

　姉あね崎さきには得てしてこういうところがあった。特に多人数で会話をしていると必ず今のようなズレたことを言う。一対一だとスムーズに会話は進行するのだが、二人以上になると変てこな発言が目立ち始める。

　仲間内では最初、「迷走女王」などと呼ばれていたが、最近は「姫」と呼ばれている。

　イメージ的には「姫」の方が合致するように智季は思う。「迷走」が抜けたため、ニックネームとして使用しても違和感がない。姉崎は「姫」と呼ばれると嫌いやがるが、それは「迷走」という言葉が連想されるからではなく、単に恥ずかしいからだと言う。いろんな意味で不ふ思し議ぎな子だ。

「あ、そうだな」

　言われて智季はトレイの上の箸はしを握った。隣となりのキリコもそれに倣ならって静かに箸を握る。

　余計な心配だったのかもしれないな、と智季は内心で安あん堵どした。きっと、内情を知っているから、過剰に気にしてしまうのだろう。しかし、秘密事というものは、ただ持っているだけで本人に普ふ段だんとは違う行動を、それも無む意い識しきの内に取らせてしまう。用心することにこしたことはないだろう。

　しばらく三人で談だん笑しよう（かなりぎこちない会話だったが）をしながらの食事が続いた。姉崎が質問を投げかけ、キリコが黙もく殺さつし、智季が答えるという型にはまった会話は、とてもスリリングでありかつ迷惑だった。

　キリコの海外での暮らしぶりについての質問はもちろんのこと、現在の生活状況──主に学校生活についての質問が続いた。

　バイリンガルなのか？　どのクラスに所属しているのか？

　この二つの質問には智季も当惑した。断定できない類たぐいの質問だったからだ。

　しかし、ここではキリコの物もの怖おじしない性格がいいように作用した。前者の問いかけに対しては、キリコが「言語の習得には高度な知ち識しきを必要とはしないわ。習しゆう慣かんよ」と、クールに言い切った。この発言を姉崎はどうやら謙けん遜そんと受け取ったらしく、感心しているようにさえ見受けられた。

　これがある種のアドバンテージ（？）となったようで、もう一つの質問の方は、「進学クラス」という曖あい昧まいな回答で、どうにかうやむやにすることができた。羽は沢さわ高校はクラス数が非常に多い学校だが、さすがに所属クラスを断定的に明言するわけにもいかない。これはあとで対策を練る必要がありそうだ。

　十分ほどすると質問の波は途と絶だえ、会話量も減少し、食事優ゆう先せんに比重が傾いた。

　智とも季きはホッと胸を撫なで下ろした。食欲は失うせてしまったが、修しゆ羅ら場ばはどうにか切り抜けることができた。あとは適当に峠とうげを下るだけである。

「──ん？」

　気づくとキリコが智季の手元をじっと見ていた。何だろうと思って、観かん察さつしているとどうやら彼女は食事の作法を真ま似ねしているらしかった。けっこう箸はしの扱い方は様になっている──彼女は単に理解力が優すぐれているだけでなく、習しゆう慣かんによってしか身につかないようなことまで短時間の内に学べてしまうようだ。言語の習得がいい例である。

「一つ、疑問に思ったのだけれど」キリコが食事を中断し、口を開いた。「何な故ぜ、みんな一様に同じような格好をしているの？　カモフラージュか何かなの？」

　それを聞いた瞬しゆん間かん、智季は箸を床ゆかに落としてしまった。

　……こいつ、何つーことを言うんだ。だいたい、黙だまっていろと忠告していたはずなのに。

　くそ、何とかしないと。智季はどうにかフォローを入れようと考えをめぐらせた。

　と、それより先に姉あね崎さきが──

「あ、アメリカって私服登校が一般的ですよね」

　疑心を抱くどころか、いいように誤解してくれた。日本の文化に戸と惑まどうアメリカ人。なかなかいい配役だ。いや、キリコはどう見たって日本人だから帰国子女ということになるか。

「多少、ひらひらしているのが気になるけれど、機き能のう的てきだと思うわ」

　どうやら制服が気に入ったらしい。

　羽は沢さわ高校の制服は男女共にブレザーだ。紺こんを基き調ちようとしたシンプルなデザインで、夏も冬もネクタイを着用しなければならない仕様になっている。女子のスカートはチェック柄のプリーツスカート、この付近の学校の中ではわりと人気のある制服らしい。智季も別の意味で好きだ（女子の制服姿が嫌いな男子生徒がこの世にいるはずがないと智季は固く信じている）。

　その後もキリコの突とつ拍ぴよう子しもない発言に何度も冷や冷やしたが──幸いというべきか姉崎が、『アメリカ帰りの帰国子女』というキリコの架空のパーソナルデータを信じ込んでしまったらしく、キリコが多少無理のある発言をしても全すべてそこに関連づけて納得してくれた。

　わりと思い込みが激はげしい性格なのかもしれない。

「あ、ごめんなさい。わたし、友達のところに行かないと」

　食事を開始してから数十分後、姉崎がトレイを両手で持ち上げ、慌あわただしく席を立った。

「そうなの？」

　助かった、と内心で安あん堵どしながら、しかし言葉には出ないよう配はい慮りよした。

「うん、ごめんね。キリコさんもすみません」

「特にあなたが謝あやまる必要はないと思うけど」

「あはは、そうですね。それじゃあ、お先に」

　姉あね崎さきはトレイを返却すると小走りに学食を出ていった。

　見えなくなったのを確かく認にんしてから智とも季きは溜ため息いきを漏らした。

「……で、どういうことだ？　なるだけ簡かん潔けつに説明してくれ」

　智季は食事を再開しつつ、問い詰めるような口く調ちようで言った。

「説明とは？　一体、何の話を？」

「だから、お前のその格好だよ。まさか、校舎の中に入ってくるとはな──おかげで、でたらめな噓うそをつく羽目になったじゃないかよ」

　学校の規模が大きいからいいようなものの、そうでなければ危うかった。小さな学校で海外からの転入生なんてことになれば校内で騒さわぎになっているはずだ。羽は沢さわ高校は一学年に十五～二十程度のクラスがある。生徒数は全体で二千人前後、少子化の影えい響きようで年々、入学者は減少傾向にあるが、それでも未いまだにマンモス校だ。それに加えて羽沢高校はけっこう人の出入りが激はげしい学校だ──それで姉崎も深くは怪しまなかったのだろう。

　もっとも、一番の理由は智季が噓をつく理由が見当たらなかったことではないだろうか──というのはつまり、キリコが部外者であるとか、そもそも人間ではない、なんてことが姉崎に想像できるはずがないということだ。キリコはどこからどう見ても人間の姿形をしている。

「智季に用があったから建物の中に入ろうとしたの。だけど、人間の男が私の侵入を快く思わなかったらしく、入った途端とたんに追い出されたのよ」

　キリコは、「あの男、許しがたいわ」と、付け加えた。

「ああ、用務員のおっさんだな。あの人、体育教師並みに厳きびしい人だからなあ」

「私は建物の中に入る方法を考えたわ」キリコは話を続ける。「考えに考えた末、ようやく建物の中を歩き回る人間たちの共通点に気づいたの」

「ああ、それで制服を着て人間の姿で侵入したわけか。たしかに、生徒一人一人の顔を全すべて把握してるわけじゃないもんな、用務員のおっさんも教師だって」

「ええ、そうなのよ」

　キリコがうなずく。絶対、わかってねー。

「まあ、今更怒ったってしょうがないけど。でも、あまり目立つようなことはして欲しくないんだよな」

「それはどういう意味かしら？」

　キリコが不可解な視し線せんをよこしてきた。

「お前にはわからんだろうが、人間ってのは他人を気にする生き物なんだよ」

　汗を制服で拭ぬぐいながら智季は天てん井じようを見上げた。クーラーは作動しているが、食事中のためかあまり涼しく感じられなかった。

「理解不能な性質ね。何の意味があるの？」

　顔色一つ変えずにキリコが反はん論ろんしてきた。

「意味があるとかないとか、そんなのはどうだっていいんだよ。とにかく、お前は目立つんだよ。人目を引くの。わかるか？　むやみに詮せん索さくされたくないだろ？」

　彼女は周囲の目を気にしない──今のところ危き惧ぐすべきはそれだと智とも季きは思った。

「たしかに、邪じや魔ま立だてされたくはないわね」

　キリコはそう言いながら不満げな表情を顔に宿し、前髪を払いながら目を眇すがめた。

「だろ？　だったら、少しは控えめに行動するようにしてくれ」

「ええ、善処するわ。ところで──」キリコが箸はしを置いた。「さっき、一度あなたに呼びかけたのだけれど、聞こえなかった？」

　キリコはそれまでの話題をあっさりと終結させ、何事か問いかけてきた。切り替えが早いのか、それとも智季の提案を軽視しているのか、どちらにしろこちらのペースは乱れる。

「ええと……」

　呼びかけた、というのはおそらく例の意思の疎そ通つうのことを言っているのだろう。

「それっていつのことだ？」

「食事の直前、あなたが西校舎と呼んでいた建物からこの建物へと移動しているとき」

「移動中か……」コップの中の水を口に含み、数十分前の記き憶おくを呼び起こす。「──たぶん、何も聞こえなかったと思うけど。授業中は何度も声が聞こえたけどな」

「そう、わかったわ」

　キリコは軽くうなずくと箸を握り食事を再開した。

「いや、何がわかったんだよ？」

「ああ、そういえば。大事なことを失念していたわ」キリコが再び箸を置いた。「まだ、言葉を交わすという行為に慣なれていないの。不便をかけるわね」

「そうっすか」

　追求せずに素直にうなずいておいた。

「ふむ、そうね──」キリコは視し線せんを窓の外に向け、「──この国でポピュラーな距きよ離り単位で表すなら、およそ二百メートルといったところかしら」

　またもや自分だけがわかっているような、智季にとっては脈絡のない発言。

「何の話だよ？」

「ええ。どうやら──智季と必要以上に離はなれると、こちらの意思が届かなくなるようなの。あなたからの信号も完全に途と絶だえたからこれは間違いないと思うわ。今の智季の証言からも同じことが言える。二百メートルというのはおおよその目安」

「距離、調しらべたのか？」

「目測だけど、おそらくその程度。そして、それ以上、距離を置くと私は危き機き感かんを覚えるにとどまらず、五感の機き能のうが著しく低下し、また身体機能に不具合が発生することがわかっている。具体的に言うと、視力や聴ちよう力りよくの低下、呼吸なども困こん難なんになる。特に酷ひどいのが頭痛、そして眩暈めまいなどの症状。現段階でわかっているのはそれだけよ」

　キリコはひたすら事務的に喋しやべり続けた。他ひ人と事ごとのようにベラベラと。

「……本当なんだろうな？」

　智とも季きは疑いの意味を込めて訊きいてみた。

「噓うそをつくメリットがないわ。我々がこの世界に存在するためには『器うつわ』が必要だけれど、そのあとは人の手を借りる必要はない──必要だとも思わない。この世界で起きるほとんどの事象を我々は自己解決することができる。たとえ不都合があったとしても回かい避ひする方法はある」

　冷れい徹てつな物言い。空気が震ふるえたような気がした。

　智季は他人の意思を考こう慮りよしないキリコの冷酷な本質に触れ、疑問を覚えた。

「なら、どうしてオレの前に現れたんだよ？」

「そうしなければならないと私が思ったからよ」

　キリコが澄すました顔で答えた。

「何だそりゃ」智季は水の入ったプラスチック製のコップを手でなぞった。「で？　結局、お前は何のためにこの世界へ来たんだよ？　まさか観かん光こう旅行だなんて言わないよな？」

「──逃げてきたのよ」

　地の底から漏れ聞こえたような低い声だった。

　周囲のざわめきが一いつ瞬しゆん、遠のいたように感じられた。

「逃げてきたってことは……まさか──」

「追われているの。とある次元で、小こ競ぜり合いのようなものが起きて、もはや話し合いで解決できるような状況ではなくなってしまったのよ。この世界の言語に変換するなら戦争のようなものかしらね」

「マジかよ……」

　戦争と言われてもいまいちピンとこないが、デリケートな話題であるのは間違いない。智季も、テレビや教科書などで知ち識しきとしては得ているが、ただそれだけだ。戦争は国家規模のいわば全体的な問題であり、個人の意思が介入できる余地はない。民族や信仰する宗教によって考え方に差異はあるが、悪と定義されるケースが圧倒的に多いだろう。

「お前を追ってる奴やつらってみんなそういう……えーと、つまり精神体なわけだよな？　それって、相手が人間なのかそうじゃないのか判断がつかないってことじゃないのか？」

　人間の姿をしたキリコがいい例だ。彼女の正体はまだ誰だれにも露ろ見けんしていない。

「『器』は仮宿であると同時に隠かくれ蓑みのとしても機能するから、そう簡かん単たんには見つからないと思うわ」

「そうか、お前らって実体がないんだったな。でもさ、万が一、追っ手がやって来たらどうするつもりなんだよ？」

「大丈夫。あなたの手は煩わずらわせない。何も問題はないわ」

　目め線せんを持ち上げ虚うつろな瞳ひとみで智とも季きを見つめてきた。力強い言葉と共に。

　すでに手を煩わされているような気がしたが、それは言わないでおいた。




　　＊＊＊＊




　それから数日は平へい穏おん無事な学校生活を送ることができた。




　──ということなど一切なく、智季はキリコの予測不可能な行動や言動に四苦八苦した。

　キリコの身体からだはミケのものなので、彼女を家から追い出すわけにもいかず──結局、なし崩し的に飼う（？）羽目になったのだが、それに伴い発生するトラブルは数日間、絶えることがなかった。

　もっとも苦労したのはキリコに人間社会の一般常じよう識しきがなかなか身につかなかったことだ。彼女は自我が極端に強く、人の意見を聞き入れることが少ない。

「頼むからオレの言うことを聞いてくれ」と、話してもすぐには納得せず、「どうして？」と、疑問で返してくる。幼い子供にも似たような性質があるが、彼女の場合はすでに一つの価か値ち観かんを持っているようで、理解はできても納得はしない、ということが殊こと更さらに多かった。

　しかし、知的好奇心は旺おう盛せいで、特に電化製品に強い関心を示した。テレビは言うまでもなく、ラジオ、ケータイ、パソコン──どうやら情報収集が第一の目的のようだった。

　キリコの総合的な知識レベルはたった数日ほどで智季の手に負えない領域に達していた。質問の意味がわからないのである。広く深く、妥協を許さないタイプなのかもしれない。

　また、あるとき、「このケータイというものは、もう一つないの？」と、訊きいてきたことがあったが、さすがに未成年の智季には、猫にケータイ電話を買い与える余裕はなかった。

　ケータイを除けば、パソコンが一番のお気に入りのようで、次点にテレビといった感じだった。テレビはすぐに飽きるのではないだろうか、と思っていただけにちょっと意外に思えた。

　他ほかの電化製品にも興きよう味みを示すことはあったが、衣食に関係のある器具には興味なさげだった。ただ、ドライヤーだけは何な故ぜか気に入ったらしく、智季が風ふ呂ろ上あがりに使用していると、じっと見つめてきた。

　智季は初日の印象から、キリコを合理性だけを重視するロボットみたいな奴やつだとばかり考えていたが、実はそうではなく、ただ単にそういう性質が身についているだけなのだということをこのとき何となく理解した。




　ちなみに、キリコの性別は女だった。どうして精神体に性別があるのかと訊いたら、「よくわからない。生まれたときにそう認にん識しきする」と、いう回答が返ってきた。

　実に奇妙な存在だ。




　　＊＊＊＊




　ある日の夜、キリコは天あま谷や家の一階廊下を歩いていた。もちろん、猫の姿である──この家にとってはごく自然な光景であると言える。

　キリコはまだこの家の構造を完全に熟じゆく知ちしていない。現在、散策中なのである。

　テレビを見たところによると、どうもこの世界では争いが絶えないという。ならば、どんな危険が潜ひそんでいるかわからない。やはり家の内部構造はしっかり把握しておくべきだ。そう思ってウロウロしているのだが──猫の姿だとドアが開けられない。非常に困る。

「ナー」ドアの前で鳴いてみた。

「どうしたミケ。リビングに入りたいのか？」

　いつのまにか天谷家の長男こと葉ようが背後に立っていた。

「ナー」肯定してみる。

「そうか」

　無表情でうなずきドアノブに手を伸ばす葉。

　キリコは、すかさず開いたドアの隙すき間まからリビング内に侵入した。一応、「ナー」と鳴いて感かん謝しやしておく。彼は食事なども毎日、忘れることなく与えてくれるのでキリコは高く評価している（智とも季きは二日目には忘れていた）。天谷一族の中でもっとも合理的な人物だ。

「おやおや、ミケちゃんじゃないですかぁ」

　リビング内を観かん察さつしていると、キリコの苦にが手てな人物がスリッパを鳴らしながら歩いてきた。長女の響ひびきである。彼女は智季以上に理解不能な発言が多く、不必要な発言もかなり目立つ、粗あらの多い人間だ。

「ナー」私に近寄るな、と言ったつもりだった。

「んんー？　ミケちゃん、くちゃいー」

　響はキリコの首根っこを摑つかみ、そのまま持ち上げ、両手で抱きかかえた。

「ナー」キリコは前足で響の胸をひっかいた。否定の動作のつもりだった。

「んでは、お風ふ呂ろにいきまっしょー。最近、洗ってなかったもんねえ」

「ナー」もがいてみる。

「はいはい、暴あばれないの」

　風呂場に連行された。







　まず、シャワーを浴びせられ全身ずぶ濡ぬれ状態になった。生なま温ぬるい温度のお湯だったが、案外気持ちが良かったので、この時点でキリコは抵抗するのを止やめてしまった。

「ほいほい。じゃあ、シャンプーしましょうねー」

　響ひびきがシャンプーの入っているらしい容器を手に取った。

　ひんやりとした液体が背中にかかった。微妙にひりひりする気がする。

「えーと、ブラシはっと……」

「ナー」ひりひりする。

「あったあった。ほいじゃ、擦こするからジッとしてなさいよー」

「ナー」ひりひりする、というか痛い。

「──あら？」響が素すっ頓とん狂きような声を上げた。

「ナー」

　キリコは痛みに耐え切れず、すぐ側そばの湯船に飛び込んだ。

　ザブーン、という音と共に水みず飛沫しぶきが上がる。

　何か変だと思ったら、水ではなく、熱ねつ湯とうだった。

　慌てて飛び出す。

「きゃっ、熱あつっ！」響が反射的に仰のけ反ぞった。「っもう！　智とも季き、また熱湯だけ出してるし！」

「ナー」タイルの上でゴロゴロと転がる。痛い上に熱い。

「ごめんね、ミケちん。わたし、お風ふ呂ろ用の洗剤で洗ってたみたいなのよー」

　響は軽けい薄はくな口く調ちようでそう言うと、温度を下げたシャワーでキリコの身体からだを洗い流し始めた。

「ナー」

　悪意を込めて鳴いてみた。

　この下等な地球人め、と最近読んだマンガのセリフを引用したつもりだった。

　全部、猫の言葉なのでまったく通じていなかった。




　　＊＊＊＊




　七月一日、キリコが天あま谷や家の猫、ミケの身体に転移してから四日目。




　その日の五限目の授業は体育だった。智季は集団に紛まぎれてグラウンドへ続くなだらかな道を下っていた。グラウンドは校門を抜けてすぐ左右に二面広がっていて、校舎はちょっとした高台にある。

　初夏の日差しはくっきりしており、坂道のわきに生おい茂る木々の影かげがコンクリートの地面にまだらな模様を散らせていた。爽さわやかな薫くん風ぷうとは言えない生暖かい風を全身に浴びながら、智季は早くも額ひたいからにじみ出た汗を指先で搔かくようにして拭ぬぐっていた。

「ねえ、天あま谷や」

　呼びかけが聞こえたが無視した。正せい確かくには相手が誰だれなのかを悟ったから無視したのだが。

「ちょっと、シカト？」

　隣となりに並んだ長身の女子生徒が不ふ機き嫌げんな声こわ色いろを発しながら智とも季きの額ひたいを小突いた。

「……何だよ、山やま内うち」智季は面めん倒どうくさそうに頭を搔かいた。「何か用？」

「別に、ただ話しかけただけ」

「オレはお前の彼氏じゃない。寒いからヤメロ」

「あんたさあ。最近、テンション低いね」

　山内が目を光らせながら言った。智季は何も言い返さなかった。

「昨日きのう、円まど華かが言ってたんだけど、あんたこの学校にイトコがいるんだって？」

「え、ああ……まあね」

　智季は内心ドキリとしたが極力顔には出さないよう心がけた。

　彼女は姉あね崎さきと一番、仲の良い女子だ──キリコのことが伝わっていてもおかしくはない。しかし、あまり言いふらさないで欲しかったなあとは思う。もちろん、姉崎はこちらの事情を知っているわけではないので、彼女が口外してはいけない理由などないに等しい。一応、同じ学校の生徒となっているし、それに姉崎はキリコに対してわりと好印象を抱いていたようだったから。

　……嫌ってくれた方がよっぽどマシだったなあ。

「何だよ、山内。お前、女になんて興きよう味みがあったのか？　たしかにそれっぽいけど」

　わざとバカにしたような口く調ちようで言うと、

「んなわけないじゃん」口元を歪ゆがめながら山内が笑う。「天谷ってさあ、相変わらず想像力が貧困だよね。もう少し、まともに考えられないわけ？」

「うっせえです」言い捨てて歩調を速める。「用がないなら行くぞ」

「あんたのイトコって最近、こっちに引っ越してきたんでしょう？」

　山内はしつこく追いすがってきた。

「ああ、そうだけど」智季は適当に相あい槌づちを打った。「前もって言っとくけど、ただのイトコだからな？　三親等内じゃないけど、四親等だし、限りなく家族に近いニュアンスだからな？」

「まだ、何も言ってないし。でも、まあ……そうだよね。何かどうでも良くなってきた」

　山内は、「じゃあね」と言い残し、近くを歩いていた女子の群れの中に身を投じた。

　まったく、何を勘かん繰ぐってるんだかなあ。うざったい女の典型だな、あいつ。

　彼女は智季を嫌っているフシがあるのだが、以前から今のように探りを入れてくることがあった。個人的な興味だとしたら、オゾマシイことこの上ないが、おそらくそれは違う──というか嫌いやだ。

　何となく──本当に何となくだが、山内が詮せん索さくしてくるのは姉崎に関係があるのではないかと智とも季きには思えるのだった。それは彼女の言葉の節々から感じていることだった。山やま内うちのお節せつ介かいな性格を考えれば、ありえることだ。何でも中学時代、陸上部のキャプテンを務めていたらしいし、他ひ人と事ごとに首を突っ込むのが生きがいなのかもしれない。

　……自じ意い識しき過剰な奴やつだ、と思われるのが嫌いやだから山内には言わないけど。

　それでも姉あね崎さきの好意的な態度が本物だという確かく信しんはあった。どこまで本気なのかは本人にでも訊きいてみないとわからないが、今のこの曖あい昧まいな関係が続くのは好ましいとは思わない。

　問もん題だいなのは智季にその気がないということだった。

　女なら誰だれだっていいよ、という奴がたまにいるが、それは絶対に噓うそだ。そんなわけがない（異性を肉欲の対象としか捉とらえられない人間は別）。真剣に迫られたら真剣に悩むのが、普通の人間の心理だ。他人の恋愛はどうでもよく映るが当事者にとっては切実な問題となる──些さ細さいなことが気になって気になってしょうがなくなる。

　智季は恋愛に対してそんな見解を抱いていた。

　そして、今の智季は姉崎とのことを一歩、引いた場所から眺めていた。

　まるで他人事のように。

　熱あつくなれず、ただ冷め切っていた。

　これは、恋愛に限った話ではなかった。

　学校行事だって、部活動だって、何だって、全部全部。

　みんな、気持ちのいい笑え顔がおで笑いやがって気色悪い。

　キラキラしやがって、マジかよ。

　智季はいつも周囲に合わせて笑っていた。

　傍はたから見れば青春を謳おう歌かしているように見えたかもしれない。

　だけど、最初から最後までずっと冷めていた。







　体育の授業はサッカーだった。

　適当にチーム分けがなされ、適当に練習が行われた。

　数十分後、試合開始。

　智季は小・中学生のときサッカーをやっていた。ポジションはフォワード。高校に進学したら部活動はやらないと決めていたので智季はもうやっていないが、軽く練習したところによると、まだまだ勘は鈍にぶっていないようだった。

　そんなわけで、智季は前ぜん線せんに抜ばつ擢てきされた。あまり気乗りはしなかったが。

　相手チームには鉄てつ男おがいた。サッカーの経けい験けんはないと言っていたが、運動神経はいい方だから侮あなどれない──ディフェンダーのようだから対決することになるだろう。

「智季、点はやらないぞ」

「おやおや？　鉄てつ男おさん、オレ様と本気でやり合う気ですか？」

「いや、サッカーやってたって言うからどれぐらい上う手まいのか見てみたくてな」

　そう言って鉄男は転がってきたボールをつま先で持ち上げセンターサークルに向かって蹴けり返した。けっこう上手い。

「まあ、適当になー」

　試合が始まりそうだったので智とも季きは駆け足で持ち場に移動した。

　体育教師の笛で試合が開始される。

　智季は適当に参加することにした。鉄男は、ああ言っていたが本気を出すつもりなんてさらさらなかった。というより──智季は平凡な実力しか持ち合わせていないのでどう頑張っても地味な活かつ躍やくしか期待できない。地味にドリブルして、地味にパスして、地味にシュートすることしかできない。素人しろうとよりはいくらか精度は高いだろうがただそれだけだ。

「天あま谷やー、いったぞ！」

　味方ディフェンダーが蹴り出したポールがセンターサークル付近でバウンドして智季の方へ勢い良く転がってきた。足先で器用にボールを操あやつり、そのままドリブルに持っていく。

　ワントップなので他ほかの味方はまだ上がってきていない。ただ、敵の半分以上は自陣に残っていたのでカウンター気味の攻こう撃げきだった。

　しばらく進むと敵が一人ボールを奪いにやってきた。だが、動きが素人丸出しだったので智季はサイドに大きく流れて敵をかわした。あと一人かわして奪われてやろうか、などと考えてみたが残りはキーパーと鉄男しかいなかった。ああ、面めん倒どうくさい。このままシュートしとくか。そんなことを考えながら進んでいると妙に周囲が騒さわがしいことに気づく。

　女子の黄き色いろい声援──主に鉄男に向けられたものだった。

　横目で確かく認にんすると、女子はグラウンドの端にある砂場で走り幅跳びをやっていた。

　姉あね崎さきの姿は見当たらなかったが、たまたま山やま内うちと目が合った。

　嘲ちよう笑しようというか、含みのある笑えみを浮かべていた。

　……失敬な。

　このまま無ぶ様ざまに転倒して笑いでも取るか、などという自じ虐ぎやく的てきな思考が一いつ瞬しゆん浮かんだが、ここで鉄男に負けると男の沽こ券けんに関かかわるような気がする。もっとも男としては、すでに圧倒的大差で鉄男に敗北しているが──もしかすると、イメージアップのチャンスかもしれない。

　だけど、勝ったら勝ったで調ちよう子しに乗るな、とか言われるような気が。

　いつのまにか鉄男が目の前に迫っていた。もはや勝負せざるを得ない局面だ。

　よし、ここはフェイントを入れて内側に切り込むか──




《智季、私だけれど。先ほど、重大なことが判明したわ》




　そのとき、キリコの意思が智とも季きの頭の中に流れ込んできた。

　ぐぁーん、ぐぁーん、と山やま彦びこのように反はん響きようする声。

　智季は一いつ瞬しゆん、視界の先を見失い──気づいたときには、足元のサッカーボールの上に片足を乗っけていた。途端とたんにバランスを崩し、

「──うあああああ！」

　智季は絶叫しながらグラウンド上を激はげしく転がった。




《あら、大丈夫？　何だか大変なことになっているようだけれど》




　再び耳の奥で響ひびくキリコの声、どうやら近くで見ていたらしい。見ていたのなら、間の悪いタイミングで話しかけてこないでくれ──そう思いながら智季はなおも転がった。

　派は手でに五メートルほど転がり続け、空を見上げる格好で静止した。




《どうやら無事のようね》




　智季は、身体からだを起こしながら周囲に目を走らせた。

「……ん」

　校舎へと続く幅のある階段の中ほどで見み慣なれた猫が一匹、佇たたずんでいるのを発見した。その階段は校舎とグラウンドを繫つなぐもう一つの道で、主に東校舎に教室がある生徒たちが利用している。キリコはそこにいた。猫の姿で。




《何な故ぜ、智季と意思の疎そ通つうが行えるのか、どうして智季と距きよ離りを置くと、私は不安定になるのか──それがついさっき、判明したの》




　キリコが何か言っているようだったが、智季はそれどころではない。どうやら腕を擦すりむいてしまったらしく、赤い血が腕を伝って指先から地面にこぼれ落ちていた。




《どうやら、今は私の話を聞くどころではないようね》




　ようやくわかってくれたらしくキリコの声はそこで途と切ぎれた。

「──ったく、状況を考えろっての……」

　智季は小さくぼやきながら傷口を手で押さえた。ズキっと全身に痛みが染み渡る。

「おい、智季！　大丈夫か？」

　鉄てつ男おが慌てて駆け寄ってきた。

　ボールはタッチラインを割ってしまったらしくプレーは中断しているようだった。

「……たいしたことはない、と思う」

「血、出てるぞ」

「いや、すぐに止まるって、こんなの」

　体たい操そう着ぎに付着した砂や埃ほこりを叩たたき落としていると体育教師がやって来た。

「天あま谷や、とりあえずそこの水道で傷口を洗って来い。問もん題だいがないようならプレーを続行しても構わないが、酷ひどいようなら保健室へ行くように」

　大おお雑ざつ把ぱな性格の体育教師はそれだけ言うと智とも季きに背を向け、「まだ時間はあったがここで前半終了にするぞ！　五分、休きゆう憩けいだ！」と、生徒たちに向かって声を張り上げた。

　その後、智季は近くの水道で流血する腕を洗い流した。転んだときは、かなり痛かったが、幸い打だ撲ぼくや捻ねん挫ざなどはしていないようで、出血も思ったほどたいしたことはなかった。

「はい、天谷君」

　蛇じや口ぐちを捻ひねって水を止め、顔を上げると──いつのまにかそこには姉あね崎さきがいて、パステルカラーの可か愛わいらしいハンカチを差し出していた。姉崎は体操着ではなく制服を着ていた。

「あ、いいよ。汚れるし」

「いいから、遠えん慮りよしないで使ってください。だってほら、まだ血が出てるみたいだから」

　そう言って姉崎は持っていたハンカチを智季の腕の、出血している部分に押し当てた。姉崎にしては積せつ極きよく的てきな行為──ここまでされてはさすがに断るわけにもいかない。

「悪いね。ちゃんと洗って返すから」

　ありがたく受け取った。ハンカチを再度傷口に当てる。見る見るうちに血が布地に染み込んでいく。理由はよくわからないが後ろめたい気分だった。

　智季は再開された体育の授業を横目で眺めながら処理を続けた。隣となりにいる姉崎の存在を気にしながら。

「今日きようも熱あついね」

「ああ……そうだね」

　姉崎の好意は日増しに大きくなっていた。

　一歩、一歩、プライベートな領域に踏み込まれているような──だけど、姉崎はさりげなく外堀から埋めていくような慎重さで接近しているようだった。それはキリコのように土足で上がり込んで来る図ずう々ずうしい態度とは違い、女性的な繊せん細さいさが窺うかがえたが、智季にとってはどちらも同じこと、具合が悪かった。見えるようで見えない姉崎の好意も、見えるようで見えないキリコの存在も、どちらも空気のように捉とらえどころがなく──現時点では、百パーセントを保証するような、確かく信しん的てきな事実は何ら得られない。

　もっとも、目に見えたからと言って、即座に飛びつくわけではないのだが。

　十数秒ほど二人の間に沈ちん黙もくがあった。静かなのは落ち着かない。

　智とも季きは、何か話わ題だいがないかと適当に考え、

「──姉あね崎さきさん、今日きようは見学だったんだね」

　言ってから野や暮ぼな質問だったと気づいた。

　しかし、姉崎は特に動揺せず、

「わたし、貧血持ちなんです。今日は昼休みぐらいから気分が優すぐれなくって」

「あ、そうなんだ」智季は女の事情ではなかったことにホッとしながら、「でも、それだったらこんな炎天下にいないで早く日陰に移動した方がいいよ。今年は紫し外がい線せんが例年よりも多いらしいからさ」

「少しぐらいなら平気です。それより天あま谷や君、保健室に行った方がいいんじゃ？」

「いや、これぐらいなら……」




《智季、やはり今話しておくべきだと思うから、そちらへ移動する》




「──え……っと、やっぱり行こうかな、保健室」

　考えを改めた。これ以上、キリコにペースを乱されたくなかった。一度、釘くぎを刺しておかないと調ちよう子しに乗って行為がエスカレートするかもしれない。智季は内心でいきり立った。

　猫の分際で生意気だ。教育──そうだ、教育してやる！　こ、これは飼い主の務めだ！

「──天谷君、聞いてます？」

　ふと気づくと姉崎が下から顔を覗のぞき込んでいた。

「え？　あ、何？」

「保健室に行くんでしょう？　だったらわたしもついていこうかと思って……」

　顔にかかった栗くり色いろの髪を払いながら姉崎が言った。若じやつ干かん、はにかんだ表情で。

　これ以上、迷惑を掛けるわけにはいかない。そう思った智季は、

「いや……保健室ぐらいは一人で行けるからさ。それに、勝手に抜け出したりしたら先生に怒られるって。オレは了承済みだからいいけど」

「そっか、それもそうですね」姉崎が両手を組んでうなずいた。

　そのとき、太陽が雲に隠れ、一陣の風がグラウンドを駆け抜けていった。

「ナー」

　猫の鳴き声、視し線せんを落とすと──

「あ、猫がいる」

　姉崎が微笑を浮かべ、その場にしゃがみ込み、猫の頭を撫なでた。

　どこにでもいそうな三毛猫。

　だが、おそらくはキリコ。




《ちょっといい？》




　キリコは「ナー」と、鳴きながら智とも季きの頭に呼びかけてきた。そして、姉あね崎さきに尻しりを向け、尻尾しつぽを振り回しながら智季の足元に寄ってきた。

「んじゃ、保健室に行くから」

　智季は、「ハンカチ明日あした返すね」と付け加えてその場をあとにした。







　校舎へと続く階段をゆっくりと上っているとキリコが先に階段を駆け上がり、

《智季、どうも私は精神が乖かい離りしているようなの》

　と、いきなりそんなことを言い出した。

　どういう意味だよ、と言おうと思ったら先にキリコが言葉を紡つむいだ。

《分裂と言った方がいいかもしれない》

　嫌いやな予感が全身を駆け巡り体温を急きゆう激げきに低下させていく。

　夏の日差しが気にならなくなった。

《私は、この猫という動物、あなたが言うところのミケの中に転移したわけだけれど、それは本来の私の七十二パーセントほどでしかない。つまり、転移の最中に分裂したということ》

　智季は階段の途中で足を止めた。

　キリコは智季より上の段からこちらを見下ろしていた。

　鋭するどい猫の目で。




《残りの二十八パーセントは──あなたの中にいる》




　一いつ瞬しゆん、何のことを言っているのかわからなかった。

《よって、私の意思があなたに伝わるのは──分裂した私たちが精神の一部を共有していて、その思考があなたの意い識しきに流れ込んでいるからなのよ。推測だけれどね》

　内容を理解する以前に話を聞いているだけで精一杯だった。

《智季と距きよ離りを置くと私に危き機き感かんが訪れるのは、分裂した精神が統一を望んでいるからだと思われるわ。距離を置くと意思が伝わらなくなるのは、物理的なことが原因でしょうね。そして、残念ながら現状の不具合を解消する手立ては見つかっていない。皆目見当もつかないわ》

　そこまで話すとキリコは階段を一気に駆け上がっていった。

　思考はまだ停止したままだった。

　肌を容よう赦しやなく照りつける太陽の熱ねつがじわじわと全身に広がっていく。

　氷結していた思考が徐じよ々じよに溶けていく。

　ハンカチで押さえつけていた傷口が疼うずき出した。

　それは現実的な痛み──







　状況は智とも季きが思っていた以上に複雑だった。

　キリコは、自分は精神が分裂していると言った。

　自分の一部が智季に転移していると言った。

　意思の疎そ通つうや、距きよ離りの問題は、それによる副次的な作用だと言った。

「小さなコップに大量の水を注ぎ込むと、当たり前だけどその水は溢あふれてしまう」

　要因はいろいろあるが一つは容量の問題だろう、とキリコは話した。

　本来、彼女たちは、対象が知的生命体でないと転移することができないらしい。つまり、彼女がミケに転移することができたのは偶然ではなく、側そばにいた智季が、溢れたキリコの精神を支える、受け皿になったからなのだ。
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　帰り道、智季は後ろからついてくる影かげを気にしながら歩いていた。

　ふと、立ち止まりその場で百八十度回転する。

　日はもはや傾き、空は赤みがかっていた。

　あらゆる物体の影が色いろ濃こく長い。

　智季は自分の胸に手を当てた。

　心しん臓ぞうの鼓動はやや速いが身体からだは正常そのものだ。

　この身体は自分のものだ。他ほかの誰だれのものでもない。

　しかし、今この身体の中にキリコの精神の一部が潜ひそんでいる。

　空気のように透明な、だが寄生虫のごとく不気味な何かが。

　信じられないし、信じたくもない。

　いや、そもそも──事実を確かく認にんする方法がない。

「どうかしたの？」

　人の姿をしたキリコが事務的な口く調ちようで訊きいてきた。

　彼女の顔を見ただけで言いようのない感情が胸の内から浮上してきた。

　智季は何も言わずただ黙だまって立っていた。

　言葉を発するのさえ億おつ劫くうだった。

　人はいつでも正常であろうとする。

　本人がそう思わなくても身体が自動的に処理を行う。

　免疫機き能のうや自然治ち癒ゆ力りよくが働く。

　症状が軽ければ薬を飲まなくても病気は治るし、傷口はいつのまにか塞ふさがっている。

　精神的な打だ撃げきも同様に時間が症状を緩かん和わしてくれる。

　だが、有限な世界に生きる人間には誰だれにでも等しく限界が用意されている。

　それを超えると人は破損する。

　修復が可能なケースも多いが、破損時は必ずと言っていいほど乱れる。

　そして、智とも季きもそうなりつつあった。現実認にん識しき能力は正常に機能しているはずだが、短時間の内に連続して常識外の現象や知識が頭に流れ込んだことで、幼少期から築いてきた常識の一部が崩ほう壊かいしつつあった。さらに、それら不可解な要素が自分の身に影えい響きようを与えているという異常な事態が智季に一時的な錯さく乱らんを招いていた。

　しかし、錯乱しつつもどこか冷静な心を保っていた。

　反抗心。敵対心。そういった気持ちが残っていたからだろう。いや、膨ふくれ上がったといった方が正せい確かくかもしれない。ともかく、キリコに対する不満が限界まで募つのった状態だった。

「立ち止まっていても特に意味があるとは思えないのだけれど」

「──イライラするんだよ」

「いらいら？　それはどういう意味？」

「オレの目の前から消えてくれって意味だ」

「今は無理だと言ったはずだけれど？　あなた状況を理解している？」

　小バカにしたような態度が癪しやくだった。意識が加か熱ねつしていく。

「知るかよ、そんなもん。本気でウザイな、お前」

「おかしいわね。説明に不備はないはずだし、あなたも理解したはず。私の認識が甘かったのかしら。それとも、あなた信じたくないの？　後者だとしたら、大いなる矛む盾じゆんね」

　折り返された彼女の言葉は酷ひどく無感情であまりに合理的すぎた。

「……うるさいんだよ！」

　側そばのガードレールに思い切り鞄かばんを叩たたきつけた。

　閑静な住宅街に奇妙な音が反はん響きようする。

　キリコは理解できない、といった風ふうな顔でこちらを見ていた。

「くそっ……」

　場の雰囲気に耐えられなくなった智季はキリコを置いて駆け出した。

　人の気も知らないで勝手なことばかり言ってくれる。

　智季は全すべてを投げ出すような気持ちでひと気の薄うすい住宅街を疾走した。

《どこへ行くつもりなの？》

　キリコの声──智季は思わず後ろを振り返ってしまったが、すぐにその声が現実に響ひびく声ではないことに気づいた。

　鬱うつ陶とうしい奴やつだ。このまま引ひき離はなしてやる。距きよ離りを置けば──そう、二百メートル以上距離を置けばキリコの意思は届かなくなるはずなのだ。

　どうやらキリコは合理的な思考を重んじる傾向にあるようだ。だから、人間の非ひ論ろん理り的てきな言動を理解できない。キリコとの会話の中で智とも季きは何度かそう感じることがあった。たぶん、間違っていない。

　どうだ、お前にオレの行動の行く末が読めるか？

　智季はなおも住宅街を疾しつ走そうした。途中、何度か後方を振り返ってみたが、キリコは追ってきていなかった。智季の突とつ拍ぴよう子しもない行動に面食らったのだろう。智季も走り出す直前までは目もく論ろみもしていなかったことだから、予測不可能であったに違いない。

《これ以上、離れてはいけないわ。私の話を聞いていなかったの？》

　呼びかけは全すべて無視することにした。

《まさかとは思うけれど、私を脅している？》

　知ったことではない、勝手に死ね。

《私が死ぬというこ────あなたの中にいる──死ぬということな────》

　ノイズ混じりの声になった。

　やはり、距離を置くとキリコの意思が伝わりにくくなるらしい。

　耳障りだ。聞こえなくなるまで走ってやる。智季はそう思いスピードを上げた。

　姿は見えども、声は聞こえてくる──気味が悪いことこの上ない。

　智季は、目に見えない『不ふ確たしかなもの』が嫌いだった。キリコにはそういう性質がある。人の姿をしているが本当は人ではない。精神体だから実体はない。キリコのあの姿は彼女がミケの姿を適当に切り替えた幻──そんなものに惑わされるのはごめんだ。気持ちが悪い。吐き気がする。

《────────と──────────な────》

　キリコの意思がほとんど伝わってこなくなった。

　智季は走る速度を徐じよ々じよに落としていき、最終的には徒歩に切り替えた。

　色いろ濃こくなったアスファルトを眺めながらしばらく歩いていると、その内キリコからのコンタクトが完全に途と絶だえた。

　立ち止まる。

　キリコの現在地が不明なのでどのくらいの距離が開いているのかはわからないが、意思が伝わらないということは、彼女にとって『危険な距離』であると言えるはず。

　でも──果たしてこれで良かったのだろうか。

　罪悪感。

　自分の行いは非人道的な行為に等しいのではないだろうか。蟻ありを踏み潰つぶすような残忍な行為ではないのだろうか。だけど、人間を『器うつわ』にすることにためらいがないキリコの精神は自分にはとうてい理解できないものだし、彼女は明らかに人間とは異質の存在──目で確かく認にんすることすら叶かなわない、色も形もない透とう徹てつした存在なのだ。

　それに、ミケのことがなければ間違いなく自分が『器うつわ』にされていたはず。今、ミケを操あやつっているように自らの意思と意い識しきの及ばぬところで操られていたかもしれないのだ。

　ならば、これは当然の報むくいであると言えるはず。

「…………」

　一いつ瞬しゆん、キリコの不敵な笑えみが脳のう裏りを過よぎった。

　人間の姿をしているから、人間の声で話すから──きっと、この罪悪感はそのせいだ。

　急にあたりが薄うす暗ぐらくなってきた。

　まるで、智とも季きの心を象徴するかのような中途半端な薄暗さ。

　もちろん、そういったこととは無関係──そうではなく雲のせいだった。

　それも大地に恩恵を与える類たぐいの漆しつ黒こくの雲。

　まもなく、大粒の雨が、雨雲から落下してきた。

　夕ゆう立だちだろうか、雨脚は強い。

「……あ」

　そのとき、智季は重大なことを思い出した。

　キリコがミケを『器』にしているということを──

　ミケを支配しているキリコが死滅してしまったら果たしてどうなる？

　ミケも死んでしまう？

　それともミケだけは助かる？

　突とつ如じよ浮かんできたいくつかの想像が智季に重くのしかかる。

　聞こえるはずのないキリコの声が聞こえたような気がした。

　背筋が凍るように感じられるのは降り注ぐ雨だけのせいではないだろう。

　ミケに罪はない。罪はないのだ。そのミケを見殺しにすることはできない。

「……くっ」

　智季は来た道を引き返し始めた。

　誰だれのために？　そんなの、ミケのために決まっている。

　雨のため視界は悪くなっていたが、ことは急を要す。意識的に歩ほ調ちようを速め、キリコのいる場所を目指した。おそらく、さっきと同じ場所にいるということはないだろう。二百メートル以上離はなれると危険だと話していたから、本人もこちらとの距きよ離りを少しは詰めたはずだ。

「──うわっ」

　左右を確認せずに角を曲がってしまったため、ちょうどやって来た車にクラクションを鳴らされた。幸い、ぶつかりはしなかったが、泥水をかけられた。「厄やく日びかよ」と、智季はつぶやきながら再び走り出し──と、そのとき前方に人が倒れているのを発見した。

　血の気がサーッと引く。

　言いようのない不安感に苛さいなまれ、心なしか身体からだが重くなったような気がした。

　あまり広くない路地の地面にキリコは横たわっていた。

　身動きせずぐったりしている。

　顔の半分が地面に溜たまった泥水に浸食されている。

　智とも季きは慌てて駆け寄り、両手で抱きかかえた。

　制服に雨や泥水が染み込み、身体にべったりと張りついていた。

　腕全体に伝わってくるキリコの体温と肌の感触は人間のそれと変わりなかった。

「おい、大丈夫か？」

　呼びかけると、閉じていた目が開き、

《……あら……帰ってきたの》
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　声は弱々しかったが虫の息──ではないようだった。

「……元気そうで何よりだ」

　皮肉を込めてそう言うと、

《二百三十七メートル》キリコはいたって冷静に事態を分析した。《この程度の距きよ離りなら、まだ死には至らないみたいね》

「可か愛わいげのない奴やつ……」

　智とも季きはキリコを抱きかかえたままそっぽを向いた。

《ところで智季。今度、同じような行動に出たら、容よう赦しやしないからそのつもりで。人間の非ひ論ろん理り的てきな行動を私は許さない。あなたの手足を切り落としてでも私は生き延びるつもりよ》

　……もうどうにでもしてくれ。

　智季は天を仰いだ。
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　その日の晩、智季はベッドに転がって状況を必死に整せい理りしていた。本当はとっくに整理できていたが、現実を受け入れたくないという心が働いているらしく──さっきからベッドの上をゴロゴロゴロゴロと何度も行ったり来たりしていた。ただ、帰り道での一件で自分の気持ちをある程度、吐き出したせいかだいぶ冷静さを取り戻しつつあった。

「ねえ、これは何？」

　キリコの呼びかけで現実に引き戻された。

「ん……なんだぁ」

　智季はベッドの上で身を起こした。

　キリコはアクリル製のテーブルの上にＡ４サイズのノートパソコン（智季の私物）を置いてその前に正座をしていた。部屋にいるときはだいたい読書をするかパソコンを触っているかのいずれかだ。

「これよ、これ」

　キリコはノートパソコンの側そばにあった小さな物体を指差していた。

「ああ、シルバーリングだよ。安物だけど」

　そう答えてやると、

「つまり、指ゆび輪わね」

　キリコは納得しながらシルバーリングを手に取り、自らの指にはめ込んだ。が、智季の指に合わせて買ったものだから当然サイズが合わない。

「これ、もらってもいい？」

「え？　まあ、いいけど……何に使うんだ？　てゆーか、サイズ合わないだろ？」

　アクセサリーに興きよう味みがあるとは意外だった。いや、本当にそうなのだろうか？

　彼女が光り物に執着するとは考えにくいような気がした。

「問もん題だいないわ」

　キリコはそう言ってから、シルバーリングを右手親指と人差し指で摑つかんだ。そして、そのまま握りつぶすかのように力を込めた。指元が一いつ瞬しゆん、歪ゆがんだように見えたが、たぶん錯さつ覚かくではない。力を使ってリングのサイズを操そう作さしたのだろう。

　智とも季きは、キリコが操あやつる力を『歪ゆがみ』と名づけていた。

　彼女が猫から人へと姿を変えるのも同じ力のようだった。一度、他ほかにどんなことができるのか訊きいてみたことがあったが、そのときキリコは智季の部屋にあるアクリル製のテーブルに指一本で穴を開けてみせた。基本は『破は壊かい』らしい。

　力を使用すると必ず空間が歪むようだったので、智季はキリコの力のことを『歪み』と密ひそかに呼ぶようになったのだが、本当は別の名称があるらしい──しかし、キリコはそれ以上、具体的なことは教えてくれなかった。理由を尋たずねると「説明しても無む駄だだから」という何とも言えないコメントが返ってきた。

　……遠まわしに『低脳』と罵ののしられたような気がしないでもない。

「こんなものかしら。ところで、これ、もう一つある？」

　キリコはそう言いながら変形させたシルバーリングを左手人差し指にはめ込んだ。

「まだ、いくつかある」

　智季はベッドの隣となりにある机の前に移動し、引き出しを開けた。

「一つでいいのか？」

「ええ、ちょっと貸して」

「ほら」智季は手て頃ごろなリングを一つ取り上げキリコに向かって放り投げた。「壊こわすなよ」

「そんなことしないわ。何なら、好みの形に変えてあげる」

　キリコは先ほど自分の指にはめ込んだものと、今しがた受け取ったものをテーブルの上に並べた。手を伸ばし、二つのリングに指先で触れる。また歪みが発生したが、あっというまに霧む散さんしてしまった。

「はい、返すわ」今度はキリコが指ゆび輪わを放る。「その指輪、いついかなるときも身につけておいて。これは命令よ」

「──はあ？　なんで？」

「これは真ま面じ目めな話よ」キリコの顔がよりいっそう険しいものになった。「私の意思はあなたに伝わるけれど、その逆は不可能──これがどういう意味かわかる？」

　キリコは疑問の声に対して回答ではなく質問で返してきた。

「んーと……意思が伝わったかどうか、確かく認にんできないってことか？」

「そう。あくまで、私からの一方通行の伝達なのよ。それに距きよ離りが大きく開くと私からもコンタクトが取れなくなってしまう。お互いの位置が把握できないと、近づくどころか、最悪それ以上、離はなれてしまうかもしれない」

　キリコは説明しながら器用にキーボードを叩たたく。

「言われてみるとその通りだな」

「そういうわけで、二つの指輪にはある細工を施ほどこしておいたわ」

　パチン、と勢いよくエンターキーを押す。

「細工？」

　訊きき返すとキリコは「ええ」と一つうなずき、

「お互いの距きよ離りが百メートルを超えると特殊な力場が発生するよう仕掛けてあるの。人間には観かん測そくすることのできない、私だけが知覚できる力場」

　キリコはこちらの反応を待たず説明を続ける──ディスプレーからは目を離はなさない。

「力場が発生すると指ゆび輪わは収しゆう縮しゆくする。若じやつ干かん、指が締しめつけられるような感覚を抱くと思うけれど、怪け我がをするほどではないわ。この力場は、先ほども言ったように私だけが感じ取ることができる特別なもの──これによって、智とも季きの居場所が摑つかめる。だから、指輪が反応を示したら智季は動かないで欲しい。こちらで距離を調ちよう整せいするから」

　智季は蛍けい光こう灯とうの光が反射しているシルバーリングに目を落とした。

　……ハイテク指輪だ。細工したとかそんなレベルじゃないだろ。

「それからもう一つ」キリコがさらに説明を加える。「この指輪は光の量を計測することができるの。光の量というのは、主に太陽光のこと。もし突然、光が遮しや断だんされるようなことがあれば、そのことがこちらに伝わるようになってるわ。これで、智季の状況や、意思確かく認にんが行える」

「あ、ああ……」感心を含んだ納得だった。「──ということは、指輪を手で覆おおったり、ポケットに手を入れたりすれば、それがお前に伝わるってことになるのか？」

「ええ。これなら離れた状態でもあなたの意思が私に伝わるでしょう？　そういうわけだから、イエスとノーを決めておきましょう」

　言いつつキーボードを軽やかに叩たたく。

「んー、だったら、光が遮断されたとき、つまりポケットに手を入れたら肯定、ということにしよう」

「わかったわ」キリコが首肯した。

「でも、夜なんかはどうする？」

「逆に何らかの方法で光を照射すればいいわ」

　光と言われても智季には懐かい中ちゆう電灯ぐらいしか思いつかない。あ、携帯があるか。

「……もっとこう、ダイレクトにオレの意思が伝わる方法ってないの？」

「それができたらこんな指輪必要ないじゃない」刺とげ々とげしいコメントが返ってきた。「ケータイ電話というものがあれば問もん題だいは解決するように思うけれど、それは不可能なのでしょう？」

「ケータイ料金とか契約の問題があるからな……」智季はうなだれた。「はあ……今日きようは疲れた」

　智季は疲労を感じ、ベッドに頭から突っ伏した。シーツに顔をつけたまま呼吸をする。

「キリコ……電気消してくれ。寝るから」

「そう。じゃあ、私も休息を取ることにするわ」

　キリコが電灯の紐ひもを引っ張った。室内から光が失われる。

　智季は毛布を頭からかぶった。

　今はもう何も考えたくなかったが、そう考えれば考えるほど、余計なことを考えてしまう。頭の中で自動的に展開される思考はどれもこれもキリコに関連することだった。もはや、受け入れる以外に道はないとわかっているはずなのに希望的観かん測そくで物事を考えてしまう。

　信じられないほど鈍どん重じゆうな脳、融ゆう通ずうが利かない頭だ。

　自分は消極的な人間だ。物事を厭えん世せい的てきに考える傾向にある。

《眠れないの？》

　キリコの呼びかけで目が冴さえてしまった。

　暗がりの中で目を凝こらすと腕の下あたりでキリコが丸くなっているのが目に入った。

　智とも季きにとってはよくある光景だった。

　キリコがやって来る以前から、ミケはこうだったから。

「喋しやべるな。頭に響ひびくんだよ、お前の声は」

《じゃあ、人の姿になってもいい？》

「……それはヤメロ。ますます眠れんから」

《あら、そう》

　キリコが毛布の中でもそもそと動く。フワフワした感触が腕に当たった。

「猫はベッドで寝なくてもいいんだぞ。つーか、床ゆかで寝ろ」

　どうしてそんなことを言ったのか自分でもよくわからなかった。

《なるべく、あなたの近くにいたいのよ》キリコは抑よく揚ようのない声でそう言った。《きっと、一つになりたい、元に戻りたい、という危き機き管理意い識しきのようなものが働いているのでしょうね》

　数秒ほどしてから、ようやくキリコの言葉の意味を理解した。キリコは智季の中にいる自分のことを言っているのだ。「あなたの近くにいたい」とか「一つになりたい」とか、いかにもこちらの動揺を誘うようなセリフだが、彼女に他意はない。羞しゆう恥ち心しんさえも。

「オレはお前に乗っ取られているわけじゃないんだよな？」

　ふいに不安になってきたのでそう尋たずねてみると、

《あなたの中にいる私は完全に智季に制圧されているわ。やはり大部分はこちらに移っているようだから──事実上、操あやつることが可能なのはこの猫の身体からだだけ。しかし、私は智季と離はなれるわけにはいかない。私も自分の命は大切にしたいから》

　全部、お前のせいじゃないか、と言いたかった。

　言いたかったけど言わなかった。
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　高校生にもなって日直に対して日誌を書くことを強要するなんて、まったく義務教育じゃあるまいし、などと心中でぼやきながら智季は職しよく員いん室しつの扉を閉めた。

　すでに放ほう課か後ご、廊下にひと気はない──日誌のコメント欄らん（その日の感想みたいなもの）を埋めるのに思った以上に時間がかかってしまったのだ。智とも季きは早足で西校舎の三階にある自分のクラスに戻った。

「あ、天あま谷や君、おかえりー」

　開きっぱなしだった後方のドアから教室の中に入ると姉あね崎さきに声をかけられた。智季は「日直制度廃止にして欲しいよ」と、苦笑しながら椅い子すを手前に引いて乱らん暴ぼうに座った。

「あー、うちら帰るから」

　円まど華かの席を囲っていた山やま内うちと、彼女と仲の良い友人の一人が席を立った。

「何だよ、スミレちゃん。もう、帰るん？」

「名前で呼ぶな！」山内が激げつ昂こうした。「……ったく、口が減らないんだから」

　彼女は口を尖とがらせながら肩にトートバッグをかけた。

　その隣となりで髪の毛の長い友人が微笑していた。

「じゃあね、円華」「ばいばーい」

　山内とその友人が連れ立って教室を出ていく。

　教室には智季と円華の二人だけが残された。

　作為的に感じられるのは決して気のせいではない。

　やはり前回のときも山内の策略だったのだろうか──

「ったく、山内の奴やつ、毎度毎度うるさいんだよな」

「そうかな？　天谷君には寛容だと思いますよ？」

　姉崎が恐ろしいことを口にした。

「……まさか」

　言いつつ立ち上がる。そして、生なま温ぬるい室内を泳ぐようにして窓まど際ぎわへと移動した。日直なので戸と締じまりをして帰らなければならない──が、これは姉崎に対する遠まわしの意思表示でもあった。この奇妙な雰囲気の中、いきなり帰ると言い出すのも忍びないと思ったのだ。こうやって窓を閉めにかかれば、帰宅しようというこちらの意図が相手に伝わるはずだ。

「手伝おうか」

　姉崎が髪の毛を揺らし、机の間をすり抜けながらこちらにやって来た。

「あ……悪いね」

　何だろう、こういう雰囲気。重たいというか、気まずいというか。

　智季としてはこうして思い悩むこと自体が不毛に思えてならない。お互いの立ち位置を気にするような人間関係は身体からだに毒──もっとラフでいいのに。

「あ、あのね、天谷君」

「何？」

「えーと、いきなりなんだけど──」姉崎は落ち着かない様よう子すで足をモジモジさせ、「──こ、今度の週末暇ひまですか？」

「週末？　どっち？」

「え？　ええと、土ど曜よう日びでも日曜日でもいいのですが……」

　姉あね崎さきは視し線せんを窓の外にやった。やや挙きよ動どう不ふ審しんだった。

　智とも季きは窓まど際ぎわの一席に腰を下ろし、なおも窓の外に目を向けている姉崎に向かって、

「とりあえず土曜日は暇だけど」

　正直に答え姉崎の言葉を待った。

「本ほん上じよう通どおりの方に新しい洋服の店がオープンしたらしくて、あとカフェなんかも」

　姉崎が言う『本上通り』とは羽は沢さわ中ちゆう央おうという駅の近くにある、おじさんが一人で歩くと間違いなく浮くであろう若者が多く集つどう繁はん華か街がいのことだ。歩道を広く取ってあり、ごちゃごちゃした雰囲気はない。今の季節だと街がい路ろ樹じゆが青々としているはずだ。男性よりも若じやつ干かんだが女性客が多いところで、わりあいに上品である。

　鉄てつ男おが好んで足を運ぶため、智季も通い癖ぐせがついてしまっていた。

「詳しいね」

「うん、スミレから聞いたの。事情通なんだよね、あの子。どこで情報仕入れてるのかはわかりませんけど」

　姉崎は窓に寄りかかり苦にが笑わらいを浮かべた。

「人間一つぐらい取り得があるもんだよね。あ、もしかしたら山やま内うちとかも来るの？」

「え……っと、たまには二人で行くのもいいんじゃないかなあなんて思っちゃったりしまして」

　ぎこちない笑いで誤ご魔ま化かそうとする姉崎。よりいっそう気まずさが増長した。

　クラスメイトの何人かで遊びにいったことはこれまでに何度かあった。いわゆる、グループ交際という奴やつだ。しかし、姉崎と二人で、というのははじめてのことだった。

「まあ、いいけど」

　特に断る理由もなかったので、姉崎が望む方の答えを返した。こういう場合、さっさとリアクションを返した方が気まずくならなくていい。

「──あ」

　と、そこで智季は気軽に返事をしてしまったことを猛烈に後悔した。

　やべえ、キリコのこと忘れてた……。

　制約その一、お互いの距きよ離りが二百メートル以上開くと危険。

　この二百メートルという距離は実際に測ってみるとけっこうな長さになるのだが、常にこの範はん囲い内ないで各おの々おのが行動をするためには、お互い気を張らなければならない。

　特に外を出歩く場合──例えば同じ電車に乗れないというだけで、簡かん単たんに二百メートルという距離が開いてしまう。そうなってからでは遅いのだ。

　これを未然に防ぐためにはなるだけ別行動をしないことだ。

「どうかしました？」

「ああ、ちょっと土ど曜よう日びは都合が悪いというか……えーと、先約があったのを思い出してさ」

　今度は智とも季きが顔をそらす番だった。立場が逆転する。

「先約……」姉あね崎さきは口元に手を当て、「もしかしてキリコさんですか？」

　姉崎が妙に殺気立っていたように感じられたのは智季の気のせいではない。

「──え？　あ、うん……実はそうなんだ」

　何でわかったんだろう、鋭するどいなあ──って否定しろよ、オレのバカ！

　智季はそんな戸と惑まどいを表に出さず、なおかつ思考をフル回転させ、

「えっと、それでさ。土曜日はキリコを街に案内することになってて……ほら、あいつまだこの辺の地理には疎うといからさ」

「へえ、そうだったんですか。あ、それならわたしも一いつ緒しよに案内しましょうか？」

「──え」

　予想外の返答に智季は言葉を失った。普通の人間ならここで遠えん慮りよするものだが──

　くそぉ、こんなことなら、恋人という設定にしておくんだった！

「あはは……えーと」姉崎は、智季の反応が思わしくないことを悟ったようだが、「……だ、だって、ほら！　女の子にしかわからないスポットとかってありますし！」

　もう、あとには引けないようで無理やり理由を捻ひねり出し、智季を説き伏せようとする。

「そうだなあ……」

　智季は想像してみた。姉崎とキリコの二人と共に街を歩く姿を。

　ダメだ、何が起きるかまったく想像もつかない。キリコだけでも手に余るというのに、そこに姉崎が加わった日には──待っているのは、身の破滅だけのような気がする。きっとキリコは意味の通らないことをバンバン口にするだろうし（人間としての常じよう識しきがないから）、姉崎も姉崎でキリコに関心を持ってしまったようだから──これはちょっと厄やつ介かいな展開になるかもしれない。

　智季はしばらく思案したあと、

「あのさ、鉄てつ男おとか誘ってもいい？」

「──さ、才さい気き君を？」姉崎は目を見開いて驚おどろいたが、「構わないけど……じゃあ、四人で？」すぐにそう返してきた。

「予定が合えばだけどね」

　鉄男を呼ぶのは危険な賭かけだったが、こうなってしまえば一人も二人も同じことだ。

　むしろ、大人数で行った方が何かと誤ご魔ま化かしやすいはず──それに鉄男の性格からいって初対面の相手であるキリコに対して不ぶ躾しつけな質問は控えるだろうし、場合によっては姉崎とキリコの関係を和やわらげる緩かん衝しよう材ざい的な役目を務めてくれるはずだ。

　そういえば、姉崎は鉄男と同じ中学出身じゃなかったかな、と思い出しながら智季は、

「鉄てつ男おとキリコにはオレから伝えておくから」

「うん、お願ねがいするね」

　どうやら承しよう諾だくしてくれたようだ。

　智とも季きは安あん堵どの溜ため息いきを吐き出したが、安堵するのはまだ早いことを思い出し、さらに溜息を漏らした。
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　数日後、姉あね崎さきとの約束が明日あしたに迫った金きん曜よう日びの放ほう課か後ご──智季と鉄男は羽は沢さわ高校前駅のロータリーを抜けた先の交差点の角にある某ぼうファーストフード店に来ていた。二階席から見下ろせる真向かいの道路は学校に続く国道で、線せん路ろと平行して都市部の方に繫つながっているため車が激はげしく往来している。

「お前にイトコがいるなんて初耳だな」

　行き交う車を眺めながら鉄男が言った。低くてよく通る声だ。

「言ってなかったからな」ソフトドリンクの容器を手に取る。「でも、それを言ったらオレだって、てっちんの家族構成とか知らないっすよ」

「まあ、それは良しとするか」

　鉄男は重々しくうなずくと、ようやく食べ物に手をつけ始めた。

　もう少し追求されるのではないだろうかと考えていたので智季は内心で安堵した。

　二人はボックス席を確かく保ほし、窓まど際ぎわに詰めて座っていた。肥満児育成施設と言い換えても間違ってはいないような気さえする店内には羽沢高校の生徒が多くを占めていた。喫きつ煙えん席せきだからといってタバコの煙が蔓まん延えんしているのはどうかと思うが。

「ところでさ──姉崎さんってどういう性格の人？」

　半分ほど飲み干したドリンクのストローの先端を軽く嚙かみながら智季は顔を上げた。

　以前から訊きこうと思っていた質問だった。

「変な奴やつ」鉄男は即答した。「気をつけろ、あいつは極端な女だ」

　鉄男にしては珍しく女子相手にきついコメント。姉崎とは中学が同じだという話だからわりと親しい間柄なのだろう。そうでなければ鉄男がこんな言い方をするはずがない。

　どちらにしろ、酷ひどい言われようですよ、姉崎さん。

「……そうなのか。えーと、どういう風ふうに極端なんだ？」

　訊き返さずにはいられなかった。

「頭の中で考えていたことを思わず口に出していたり、その場に人が多いと誰だれに話しかけているのかわからなくなったり──そもそも自分でも何を言っているのかわかっていないときがある、と前にそう話していた」

　重症だった。難なん儀ぎな性格をしてるんだなあ──

「でも、それって単に口くち下べ手たな人間の典型ってだけじゃないの？」

「加えて常じよう識しき知らずな上に場の空気が読めない。あと、無理に人の輪わの中に飛び込もうとする癖くせがある。でしゃばりだとか、自じ己こ顕けん示じ欲よくが強いだとか、そういった理由ではないんだがな」

「へえ……」こいつやけに詳しいな。「鉄てつ男おって姉あね崎さきさんと仲いいわけ？　中学が同じだってことは知ってるけどさ、二人が会話してる姿なんて見かけたことないし」

「仲は悪くないが、特に趣しゆ味みが合うわけではない」

「ま、鉄男って基本的に言い寄られる方だしね」

　残りのドリンクを吸い上げにかかる。氷が溶けたのかだいぶ味が薄うすくなっていた。

「あー、てっちん先生。率直な意見を伺うかがいたいんですが、姉崎さんはオレをデートに誘ってきたわけですかね？　つーか、オレ愛されてるわけ？」

　おどけた口く調ちようで訊きいてみた──真剣に言えるわけがない。

「俺おれに訊かれてもな」

「何つーか、不自然なんだよねえ。姉崎さんの性格を把握できていないこともあるけどさ、よりにもよってオレなんかに目つけるかねえ？」

「お前は円まど華かが嫌いなのか？」鉄男が質問に質問で返してきた。

「──ゴホゴホっ」炭酸飲料が喉のどの奥を刺し激げきした。「……へー、鉄男ともあろう者がそんなことを訊いてくるか。自分こそ極端なんじゃないの？　てゆーか、お前は、男友達に向かって『俺のこと嫌いなのか？』とか言うんですか？　うへぇ、マジで勘かん弁べんしてくれ」

「お前は話の論ろん点てんをずらすのが上う手まいよな。だが、今の言い逃れは苦しいぞ」

　鉄男は呆あきれたような顔をしてポテトを口に運んだ。

「別に嫌いじゃないよ、姉崎さんのことは」

　一応、フォローしておいた。もはや誰だれに対するフォローなのかわからないが。

　それに対して鉄男は「そうか」と短くつぶやいただけだった──この友人が何を考えているのかは智とも季きにも汲くみ取れなかったが、キリコよりも姉崎の方に意識が向いているのはたしかなようである。明日あしたもこの調ちよう子しで行けば何とかなりそうだ。姉崎は要注意人物に指定されたが。

　ふと、姉崎のぎこちない微笑を思い出した。そういえば、どこか無理しているように感じられた──あのぎこちなさは彼女の本気を示す片へん鱗りんのようなものだったのかもしれない。

　はあ、女ってわけわかんねー。

「──よおー、鉄男。って智季も一いつ緒しよかよ」

　そのとき、トレイを持った男が二人の席に近づいてきた。薄うす茶ちや色いろの長髪を後ろで一つに縛しばっており、片方の耳にスタッドタイプのピアスを挿さしている。ズボンは腰こし穿ばきでシャツはだらしなく外に出ていた──しかし、日本人にしては足が長く全体的にスタイルが良い。

「ども、ヤスユキさん」鉄男が礼れい儀ぎ正ただしく頭を下げた。

「おやおや、先せん輩ぱいー。また髪が伸びたんじゃないっすか？　どうせ、似合ってないんだから切りましょうよ、鉄てつ男おみたく。でもって、バンド名も『ボウズ』に改名しましょうよー」

　智とも季きは相手が年上であっても基本的には態度を変えない。ただ、相手の反感を買うようなことは決して口にしない──相手が自覚している長所をわざと蔑さげすむことで、冗じよう談だんだと暗に告げることが大半だ。

　ヤスユキと呼ばれた男は不敵に笑いながら、「この髪はもはや俺おれのポリシーだ」と、言いながら鉄男の隣となりに腰を下ろした。鉄男も便乗して、「俺はボウズじゃないぞ」と、弁解なんだか反はん論ろんなんだかよくわからないニュアンスでつぶやいた。

「腹減ったぜぇー。最低一日五食は必要だよな」

　このヤスユキという男は鉄男のバンドのメンバーで、羽は沢さわ商業高校に通う二年生だ。実は智季とは同じ中学出身なのだが、つい最近までお互いそのことを知らなかった。

「ちょっとヤス。あんたが持ちなさいよね！」

　凛りんとしたよく通る声が店内に響ひびいた。
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　智季が通路に視し線せんを向けると、口を尖とがらせ澄すました表情を浮かべた女の子の姿が目に入った。わりと大人おとなっぽい容姿だが、あどけなさが残っているようにも見える。羽沢商業高校指定の涼しげな色のセーラー服を着た女の子は、こちらへ近づいてきて、「しかも、何で私のおごりになるわけ？」と、文句を言いつつ智季の隣にちょこんと腰掛けた。

「お前が携帯いじってるから悪いんよ。それとな、お前のおごりだなんて誰だれも言ってない。サイフ忘れただけなんだから、あとでちゃんと返すって」

　ヤスユキは冷静に反はん論ろんすると、靴を脱いで座席の上に胡坐あぐらを搔かいた。

「──そう言いながら絶対に返さないヤスユキなのだった」

「ホント、智とも季き君の言う通りよ。あんたのはその場限りの言い訳でしょう？　──ありゃ、二人ともいたんだ？」

　彼女、どうやら智季と鉄てつ男おの姿が目に入っていなかったらしい。しっかりしているようで、どこか間が抜けている。それがこの女性の性質だ。

「ども、アイカさん」鉄男が再び頭を下げた。

「久しぶりね、鉄男」

「いや、昨日きのう会ったじゃないですか……」

「え？　そうだった？　ああ、そっか。昨日、練習したんだった」

　彼女──アイカも鉄男のバンドのメンバーだった。そして、鉄男をバンドに誘った張本人でもある。高校は違うが、二人は地元が同じで出身中学も一いつ緒しよなのだ。智季とヤスユキのようにただ同じだったというわけではなく──軽音部に属していたという接点がある。

　ちなみに担当は、鉄男がボーカル。ヤスユキがギター。アイカがベース。もう一人、ドラム担当のサダハルなる人物がいるのだが、彼は羽は沢さわ商業高校の一年生で、これまた鉄男と同じ中学だったという話だ。

　智季は彼ら、バンドのメンバーたちとは間接的な知り合いでしかないのだが、鉄男と頻ひん繁ぱんにつるんでいるため、こうしてたまに遭そう遇ぐうすることがある。最初は敬遠していたが今ではもう慣なれっこだ──ただし、鉄男たちがバンドの練習をしている現場に赴おもむいたことは一度もない。

　ちなみに、ヤスユキとアイカは特に付き合っているわけではないらしいが、だいたい二人でいることが多く、現に智季は彼らと単独で遭遇したことがない。智季の目には二人の関係が理想的に映っていた──異性という間柄を過剰に意い識しきしていないところが特にいい。

「そうそう鉄男。もう聞いたか？　例のバンドのこと」

　ヤスユキが話わ題だいを変えた。向かいに座るアイカは「金返せ」と、まだ文句を言っている。

「ああ、『シケーダ』のことですか？」鉄男が足を組む。「うちのクラスの女子に詳しい人がいたんで、ちょっと調しらべてもらってたんですが。ギター担当で、作詞に作曲もやってるらしいですね。で、実際のところどうなんですか？」

「ははは、ありゃやばいべ。何つーか、高校生にあるまじき感性の持ち主？　つっても、曲の方はいかにも凡ぼん庸ようなんよね──でも、歌詞が激げきヤバ。具体的には修しゆ羅ら場ばを潜くぐり抜けてきた三十二歳企業戦士って感じ。お前、高校生じゃねえだろ！　って叫びたくなること必至」

　ヤスユキはいかにも興こう奮ふんした様よう子すでハンバーガーの包みを手に摑つかんだ。

「知り合いのバンドの奴やつらなんて、固定客とられたー、ってマジに悩んでんの。あんなん小屋に入れんなって言ってさ。ま、僻ひがみだよな。所しよ詮せん、この世界は実力主義だからな」

「私も今回ばかりは感服、ヤスの意見に全面的に賛さん同どうするわ」

　アイカが腕を組み、うんうん、と意味ありげにうなずいていた。

「へえ、アイカさんって評価、辛口でしたよね？　プロでもアマでも関係なく」

　智とも季きが横から口を挟むとアイカは大きな目を輝かがやかせて、

「彼はすんごいわよー。きっと近いうちにデビューするわね。この『アイカさんレーダー』がびんびんに反応しているから百パーセント間違いないわ！」と、豪語した。

　智季の判断が間違っていなければこのアイカという女性はミーハーではないが、誠実というわけでもない。頑固で純粋なのだ──あとちょっと天然入ってて忘れっぽい。

「なるほど。ライバルの出現というわけだな」

　鉄てつ男おが意味ありげに顎あごをさすった。残りの三人は押し黙だまった。

　誰だれも突っ込めなかった。むしろ突っ込んではいけない。鉄男の作詞に対する情じよう熱ねつは半端ではない。もし、それを損なうようなことを言えば、普ふ段だんは寡か黙もくな鉄男も饒じよう舌ぜつになり、説教くさくなる──まるで同じ話を連綿と繰くり返す酔っ払いのように。

　だから誰も突っ込みません。

「鉄男ー、食べないんならくれやー」

　ヤスユキが鉄男の返事も聞かずに片手でフライドポテトを大量に摑つかみ、そのまま口の中に放り込んだ。それを見ていたアイカが「下品」と小さくつぶやき顔を顰しかめたが、彼女も先ほどからハイペースでパクパクと食していたりする。

　この二人いいコンビだよなあ、と智季は心の中で思った。

　その後、先刻話わ題だいにあがった『シケーダ』というバンドについて話が戻り、徐じよ々じよに智季が入り込めない専門的な会話に発展していった。智季を除く三人はバンドを組んで日々活動しているわけで、音楽は共通言語──話題がそういう方向に傾くのは至極当然と言える。

　あーあ、つまらんな。

　オレには理解できねーよ。

　どうしてこの人たちは音楽にこれほどまで情熱を注ぐことができるのだろう──

　自分にはとても真ま似ねできない。

　音楽に限った話ではなく、何かに熱中するという行為自体が。

　そろそろ帰ろうかな、そんな風ふうに智季が思い始めた頃ころ、

「智季」

　聞き覚えのある声が耳に入り智季は反射的に顔を上げ──その瞬しゆん間かん、青ざめた。

「……げっ、キリコ」

「あまりに遅いから来てみたんだけど」

　キリコは他ほかの三人には目もくれず智季だけを見ていた。

　それとなく周囲の様よう子すを窺うかがうと、鉄てつ男おは相変わらず憮ぶ然ぜんとした表情を保っていたが、ヤスユキは口を半開きにさせて突とつ如じよ出現した美女に見とれており、キリコにもっとも近い位置にいるアイカは、「どなた？」と、智とも季きにお伺うかがいを立ててきた。

「いやー、まあ、何というかねー」智季は引きつった表情で頭を搔かきながら、「すんません」とアイカにささやき通路に出してもらい、瞬まばたきもせずその場に突っ立っているキリコの腕を引っ張って通路の隅すみへと移動した。

「強引ね、智季は」

「表情とセリフがあってないっつの。それ、漫画で覚えただろ？」

「ええ、智季の本棚の二段目にあった少女漫画の三十四ページの四コマ目からの引用よ」

　キリコは完かん璧ぺき主義者のごとく正せい確かくに引用元を述べた。彼女は、全すべての情報を映像的に、立体的に記き憶おくしているので発言に齟そ齬ごはありえない。

「あー、一応、弁解しておくとあの漫画は姉ちゃんからの借り物だから」

「誰だれに対する弁解なの？」

「……いや、もういい」

　うなだれる智季。ちょっと虚むなしい。

「今日きようは電車の乗り方を学ぶついでに市立図と書しよ館かんへ連れていってくれるという約束だったはずだけれど、これでは話が違うわ。もしかして、私の存在を忘れていたんじゃないの？」

　オッシャルトオリデス。

　智季は無言でコクコクと何度もうなずき、「すまんかった」と謝あやまった。

　明日あしたのことがあるから、さすがに電車の乗り方ぐらいは教えておくべきだろうと思い、前日の夜、そう約束しておいたのだった。しかも、今日の昼休み、昼食を共にしたときにも再度確かく認にんしていたはずなのだが──放ほう課か後ご、いつもの調ちよう子しで鉄男を誘い、「腹減ったなー」「何か食うか」という流れになり、この店に入り、飲み食いし、そしてヤスユキとアイカがやって来た時点で、キリコのことは忘却の彼方かなただった。日常的な習しゆう慣かんが、非日常の一部であるキリコという存在を希き薄はくにさせたのかもしれない。

「でもさ、図書館なんて行く必要あるのか？　パソコンを活用すりゃ情報は得られるだろ？」

「たしかにウェブは情報の取得が容易でストレスも少ない。けれど、その反面、情報の氾はん濫らんが酷ひどくて信頼性も低いわ。古い情報も手に入れにくい。一方、印刷物はウェブのデメリットを補っている。そういった意味においても書物は利用価値があると思われるわ」

「そうですかい」反はん論ろんできやしない。「にしても、わざわざここまで上がってこなくても連絡してくれれば良かったのに。おかげでまた知り合いにバレたぞ。まったくよぉ……」

「一いつ緒しよに歩いていればいつかは知れることでしょう。それに私だって一日中、猫のままでいるわけにはいかないから。人間の姿の方が何かと行動しやすい」

「オレはそれが嫌いやなんだけど」

「私との約束を破るからこうなったのよ」キリコが壁かべに寄りかかり腕を組んだ。「最初は外で待っていたのよ、猫の姿で。遅いから連絡をつけようと思ったのだけれど、そこへちょうど別の猫が現れたの」

「別の猫？」

「そうよ。しかも、オス。私は身の危険を感じたわ。そこで人の姿になろうと思ったのだけれど、この店の前は国道で駅もすぐ側そば、当然人通りも車の数も多い。目もく撃げきされると厄やつ介かいだから、その場からの移動を余よ儀ぎなくされたの」

「お前、賢かしこくなったなー。で？　それから、どうなったんだ？」面おも白しろい展開になってきた。

「裏路地に入ったの。オス猫は『みゃあみゃあ』言いながら執しつ拗ように追いかけてきたわ。発情していたものと推測する」

　たしか、普通はメス猫が先に発情し、そのニオイなんかをたどってオスが寄ってくるはずだけど──もしかしてミケは発情期だったのだろうか？

「撒まくのは難むずかしい状況だったから、ひと気がなくなったのを見計らって、そのオス猫の前で人の姿に戻ったの。さすがに猫も驚おどろいた様よう子すだったけれど──そこからが問もん題だいだったわ」

「どうしてだよ？　人の姿になればさすがに猫も引いていくだろ？」

「いえ、なおもまとわりついてきたの。さらにそこへ別の猫が現れて」

「現れて？」

「追い払おうとしたところへさらにもう一匹」

「お前、モテモテじゃないか」

「ええ、本当に」キリコは虚うつろな目で店内を観かん察さつしていた。「というわけで、店内に逃げ込むしか方法がなかったのよ」

「大変だったな」

　とりあえず納得した。このあたりは飲食店が多いので野良猫が目立つ──そんな話を智とも季きは耳にしたことがあった。それも人間を恐れない、と。

「それじゃあ、その猫たちに見つからないよう電車に乗らないとな。じゃあ、悪いけど、先に下へ行っててくれ。店からは出なくていいから」

「当然よ」

　キリコはいつものように平坦な口く調ちようでそう返答すると階段の方へ歩いていった。

「さてと……」

　鉄てつ男おたちがいるボックス席に目を向ける。

　三人ともハッとしたような顔つきになり、露ろ骨こつに智季から目をそらした。

　どうやら動向を探っていたらしい。店内は動物園並みの騒さわがしさなので会話が筒抜けということはないだろう──もっともキリコと話していたのは猫に追われていたとか、そんな意味不明な内容でしかないが。

　智とも季きは鉄てつ男おたちのいる席に戻り、「ちょっと用事があったのを忘れてて～」と、おどけながら切り出し、まずは場の空気を弛し緩かんさせた。そして、反応を待たずにすかさず自分の荷物を手に取った。先せん輩ぱい二人は、「さっきの女は何者なんだ？」といった感じの説明を求めるような目で智季を見上げていた。

「用があったのか。それは誘って悪いことをしたな」

　一方、鉄男は非を感じる必要はないというのに申し訳なさそうな顔をしていた。それに対して智季は、「オレが忘れてただけだから」と返し、三人とそこで別れた。







　智季が見えなくなったのを確かく認にんしてから才さい気き鉄男は飲み物を口に運び喉のどの渇きを潤うるおした。鉄男は無口な男である、そのことを知っているヤスユキは、

「鉄男ちゃーん、智季の奴やつ、彼女持ちだったん？」

「いえ、たぶんイトコだと思います」鉄男はかぶりを振った。「俺おれも昨日きのうの夜、電話ではじめて聞かされたんですけど──」

「ちょっと……いや、かなり美人だったじゃない。あれが智季君のイトコねえ……」

　アイカが携帯をいじりながら溜ため息いきを漏らした。

「羽は沢さわにあんな女いたっけ？　俺、見た瞬しゆん間かん、鳥肌立ったぜ。テレビとか雑誌でしか見たことなかった芸能人を生で見たときの衝しよう撃げきに似てたなあ」

　ヤスユキも同様に溜息を漏らしたが、アイカとは別の種類の溜息のようだった。

「最近、こっちの方に引っ越してきたらしいですよ。歳としは先輩たちと同じだそうです」

「なるほど」ヤスユキが顎あごをさすりながら首をかたむけた。「前から思ってたんだけどよ、智季って自分のこと滅多めつたに語らないよな？　そこんとこどうよ、親友の鉄男君」

「俺も高校からの付き合いですよ。先輩こそ、中学同じだったんでしょう？」

「あー、これはアイにも言ってないんだけど──」

　ヤスユキはそこで一いつ瞬しゆん逡しゆん巡じゆんした様よう子すを見せたが、「言ってみてよ」とアイカが促うながしたのをきっかけにして喋しやべり出した。

「──実を言うとさ、俺って智季の姉貴の天あま谷や響ひびきと同級生だったんよ。あ、中学のときの話な。つーても、三年になるまで存在自体知らなかったんだけどよ。で、三年に上がって同じクラスになって席がたまたま前後してさ、世間話程度に話す機き会かいがあってよ。そんで、俺は巧みな話術を用いてだな、いろいろ聞き出しにかかったわけだが──」

「話、脱だつ線せんしてませんか？」と、鉄男が口を挟んだ。

「あんた、昔から女おんな癖ぐせ悪かったのね」冷たい目でアイカが睨にらむ。

「あー、いいから聞けって」ヤスユキは頭を搔かいた。「──で、話は戻るけど。それから天谷とはまあそれなりに話すようにはなったんだけど、こう……何ていうの？　入り込めないっつーか、これは智とも季きにも共通してると思うんだけど、秘密主義っていうのか？　特定の話わ題だいに敏感でさ、彼女。とにかく、それ以上は踏み込めなかった。結けつ論ろん、天あま谷や一族は謎なぞが多い」

　ヤスユキはそこまで話すと満足げにうなずいていた。

　語り癖ぐせがあるのだ。親父おやじ臭くさいと言ったら落ち込むというようなことをアイカから散さん々ざん聞かされていたので鉄てつ男おはそのことには触れず、

「で、智季のお姉さんとは結局どうなったんですか？」

　興きよう味み本位で尋たずねてみると、アイカがちょっとムッとした。どうやら失言だったようだが、ヤスユキは、「どうにもなりませんでしたー」と笑いながら答えた。

　一いつ瞬しゆん、間まがあってから、

「智季君って……他人を煙に巻くのが上う手まいわよね。自分のペースに持っていくことに長たけてるし、こちらに間を与えてくれないし、いつのまにかいなくなってたりとかね」

　アイカの分析は的まとを射ているな、と鉄男は思った。そして、それ以上に──

「俺おれも同感です。ただ、最近は秘密主義にますます拍車がかかっているような気がします」
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　真夜中に『外部』から信号が届いた。同種からのものだった。

「…………」

　彼女は無言でベッドから起き上がった。

　カーテンを滑らせ、窓の外を眺める。闇やみの中にオレンジ色の光がいくつも散見できた。

　スリープモードに移行していた精神の一部を目覚めさせ、半ば強引に展開させる。『器うつわ』との接続率を高め、受信した信号を言語変換する。この世界の物理レベルに合わせなければ、『外部』からの信号の内容を完全に理解するのは難むずかしい。

　波形パターンから相手の『形』を、転移座標と経過時間から『現在地』を算出する。

　転移座標はほぼピンポイントであると言えた。

　地図を針で突き刺したような空間の重複。

　自分の出番というわけだ。

　各地に点在する同種の数を考こう慮りよすれば、これは偶然ではなく必然の合致だ。

　彼女は受信した信号を次々と変換していく。

　標的は隔世転移が行えるほど自由度の高い存在のようだった。

　真っ向勝負を挑んでも返かえり討うちだろう──『駒こま』にすぎない彼女では。

　だが、削除するべきなのだ。そうしなければ危険なのだ。

　本能が告げている。奴やつらは『膿うみ』である、と。

　理解しようという気がない連中は全すべて削除、もはや議ぎ論ろんの余地はない。

　この実存世界に戦いのフィールドが移りつつあるのは、敵が物理レベルを落とすことで戦いを複雑にしようと企くわだてたことが原因だった。

　実に厄やつ介かいなことをしてくれる。

　しかし、この戦いは彼女たちにとって必要な過程なのだ。

　邪じや魔ま者ものを排除することで次のステージに進むことができると彼女は信じている。

　つまり、進化だ。『無のゆらぎ』から漠然と発生する名もない己おのれの進化である。

　この実存世界では、絶対的な『無』は物理的にも論ろん理り的てきにも存在しない。

『無』とは思考上の産物である。

　だから定義することもできない──いや、定義することに意味はない。言葉をいかように駆使しても説明することは不可能である。言葉を使うとどうしても何らかの意味合いが生じてしまうからだ。『ないもの』が『あるもの』に掏すり替わってしまう。言葉で説明するとはそういうことなのである。

『無』を語るのは、宇宙が始まる以前や死後の世界を語るのに似ている。

　始まる前と終わった後、どちらも人間には知覚不可能な領域だ。

　だが、自分たちは踏み込みつつある。

　ゼロであり無限でもある自分たちには可能性がある。

　最弱であり最強でもある自分たちには可能性がある。

　弱さを克服し、進化を遂げるのだ。

　そのためにも、そのためにも、奴やつらを──
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　駅の構内を抜け、大通りに出た。視界の多くは無む機き質しつに建ち並ぶビル群、青空は覗のぞけるが学校周辺ほどの青みは広がっていない。

「蒸し暑いな、学校の方はもっとカラッとしてるのに」

「あっちは熱ねつ源げんがないからな」

　鉄てつ男おが陽光を手で遮さえぎりながら上空を見上げる。

「あの、これからどうする？」

　真横に立っていた姉あね崎さきが上うわ目め遣づかいの仕し草ぐさで訊きいてきた。

「何か食べようよ。もう一時だし」

　智とも季きがそう促うながすとキリコ以外の二人がうなずいた。

　先日の約束通り、智季たち四人は街へ出ていた。全員、制服のままだ。

　残念ながら羽は沢さわ高校は完全週五日制ではなく、土ど曜よう日びも学校があった。智季は入学するまでこの事実を知らなかったのだが、土曜日の放ほう課か後ご特有の開放感は嫌いではなかった──もっとも、休みの方がいいに決まっているが。

　当初は姉崎からのお誘いにより、二人で遊びに出ることになっていたのだが、智季にしてもキリコにしてもそういうわけにはいかず、結局この四人で、という運びになった。

　キリコが猫の姿でついて回るという手も考えられたが、建物の中に猫の姿のまま侵入するわけにもいかない。店員に見つかったら追い出されるのは目に見えているし、特に飲食店などは入った瞬しゆん間かんにアウトだろう。また、仮に見つからなかったとしても、猫にとって障害となるものは多い。自動ドアは良しとしても、開閉式のドアは猫には開けられないし、エレベーターなんかはボタンが届かない。

　それに、別行動を取るとしたら常に連絡を取り合わなければならなくなる──そうなると姉崎と鉄男に何らかの不信感を与えてしまう可能性がある。

「そういえば、姉崎さん。新しい店がオープンしたって言ってなかったっけ？」

「あ、うん。じゃあ、せっかくだからそこに行きます？」

　先を歩いていた姉崎がくるっと回転し、智季たち三人に向き直った。

「俺おれもそこでいい」まず鉄男が賛さん同どうを示した。「智季はどうだ？」

「いや、ここは反はん論ろんするところじゃないっしょ。キリコもいいだろ？」

「ええ」

　キリコは無感動につぶやいた。昨日きのうの夜、「とにかく全部肯定しとけ」と、智とも季きが言い聞かせておいたのだ。たぶん、何を言われたのかもよくわかっていないだろう。

　一行は大通りを西に進み、交差点を左折した。ここからが本ほん上じよう通どおりだ。

　駅前のように雑然とした雰囲気はなく、一つ一つの店が整せい然ぜんと建ち並んでいる。量販店も中にはあるが、ほとんどが何らかのブランドに準ずる店だった。しかし、若者が萎い縮しゆくするほどの高級感が漂っているわけではない。中高生でも手が出せるような店が大半だし、その中に外がい観かんからは想像もつかない個性的な店が混じっている。また、横道にそれると古着や雑貨などを扱っている店が目立つ。

　道行く人々の半分ほどは制服を着た学生だった。私服でうろついている人間も間違いなく十代から二十代前半、他ほかの年代の人間はあまり歩いていない。近辺にいくつか高校があるにも拘かかわらず羽は沢さわ高校の生徒を多く見かけるのは、生徒の数が頭一つ飛びぬけているからだろう。ただ、全体的な人の数は控え目だった。通りを埋め尽くすように人が歩いているわけではない。

　駅前通りに乱立する大手デパートの方が集客力は圧倒的だからだ。それに、駅から離はなれるに従い、人の数が減少するのはしごく当然のことだ。夏場で屋内の方が動きやすいということもあるだろう。

　本上通りは客層がほぼ若者で構成されており、リピーター率の高さでそれぞれの店は成り立っている。集客力を高めるか、固定客の確かく保ほに努めるか──という戦略の違いだろう。

「場所わかる？」

　一歩先を歩いていた姉あね崎さきにそう声をかけると、

「えっと、横道には入らないって話だったから……たぶんこの辺だと思うんですけど」

「ところでどういう店なんだ？」これは鉄てつ男おが訊きいた。

「カフェレストランみたいな感じかな、洋食メインだね」

「鉄男はジャンクフード大好き人間だからそういう気取った店は入んないよなあ？」

「それはお前のことだろ」

「んだこらー。小学生みたいにハンバーグが好物のくせによー」

「お前なんて牛ぎゆう丼どんだけが生きがいだろうが」

「ぎゅ、牛丼をバカにするなよぉ！」

　幼稚な言い合いに発展した。もっとも、本気で言い合っているわけではない──こういう場所に来ると普ふ段だんよりもテンションが高くなるのだ。田舎いなか者ものの証あかしである。

　そんな二人を暖かい目で見守っていた姉崎がキリコに向かって、

「キリコさんのお好きな食べ物って何ですか？」

「……私？」キリコはやや遅れて反応した。「あまり食事に興きよう味みはないわ」

「あ、そうなんですか……」

　思いがけない回答だったのか姉崎が戸と惑まどったように視し線せんをさまよわせた。

「あー、そいつ菜さい食しよく主義者なんだよ」

　適当にフォローしてみたが、言ってから猫が肉食動物であることに気づいた。

　……ま、どうでもいいけどさ。

　まもなく姉あね崎さきが話していた洋食屋に到着した。

　真新しい看板には英語なのかフランス語なのかよくわからない文字が、しかも妙な書体でぐにゃぐにゃと描かかれていた。まったく読めません。

　入り口の大きな木製の扉にオープンの札が掛かっている。開店したばかりのわりにはやけにひっそりと営業されていた。ところが、中に入ってみると店内はかなり賑にぎわっていて、席はほとんど埋まっていた。しかし、幸い四人掛けのテーブルが一つ空いていたようで、智とも季きたちは渋い男性ウェイターに案内されてその席に移動した。

「けっこう雰囲気がいいな」

　鉄てつ男おが内装を眺めながら誰だれに言うでもなくつぶやいた。

「……天あま谷や君はどう？」

　姉崎が何な故ぜか強こわ張ばった顔で尋たずねてきた。牛ぎゆう丼どん、牛丼って連呼してたから気を遣つかってるのかなあ、と思いながら智季は、

「いいんじゃない？　オレこういうところあんま来ないから新しん鮮せんな感じ」

　そう返してやると姉崎はホッとしたような顔で溜ため息いきをついていた。

　智季は隣となりに座るキリコの様よう子すを窺うかがった。特に表情に変化は見られないが、わりと周囲の様子を気にしているふうだった。

「いらっしゃいませ」

　適当に雑ざつ談だんしていると、別のウェイターが現れ、テーブルに水の入ったコップを四つ静かに置いた。そして、人数分のメニューを差し出してきた。

　ふと、ウェイターがこちらを凝ぎよう視ししているような気がして智季は顔を上げた。

「……ありゃ？」一いつ瞬しゆん、人違いかと思ったが身内を見間違えるはずがない。「兄貴……何やってんの？」

　そこに立っていたのは智季の兄、葉ようだった。

「ご注文がお決まりになりましたら、お手元のベルでおよびください」

　兄は丁てい寧ねいにそう告げ、「家族だろうと客は客だ」と、付け加えかすかに微ほほ笑えんだ。

「そういやバイトだって言ってたな」

　兄は、黒いズボンに白いシャツ、そして胸元には赤い蝶ちようネクタイをつけていた。ウェイターの典型的なユニフォームである──スタイルが良いのでよく似合っていた。

「どうも、お久しぶりです」

　鉄男が頭を下げた。何度か智季の家に遊びに来たことがあるため面めん識しきがあるのだ。

「才さい気き君か。いつも智季が迷惑をかけてすまないな」

「ウェイターさん、とっとと注文頼みまーす」

　嫌いや味みな口く調ちようで言ってやった。だが、兄は落ち着き払った表情でわずかにうなずいただけだった。

　と、そこで姉あね崎さきが顔色を変えて、

「あ、あのわたし……名前が姉崎円まど華かと申しまして、それでその……クラスメイトでして」

　兄に向かって文法的に問もん題だいのありそうな日本語で自己紹介をした。一方、兄は、「よろしく」と、短く挨あい拶さつの言葉を述べ、嫌味のない微笑を浮かべた。兄は、家では徹てつ底てい的てきに無愛想だが、外ではけっこう社交的だったりする。真ま面じ目めなところだけは変わらない。
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「えと、えーと……」

　姉崎がまだ何か言おうとしている。面おも白しろそうだったから少し黙だまって観かん察さつしていると、その隣となりの鉄てつ男おが姉崎に何事が耳打ちしていた。奇異な光景に感じられた。二人が会話をしている姿をあまり見たことがないからだろうか。

　その後、姉崎はおとなしくなった。この二人、実は仲いいんじゃないかなあ、と智季は思ったが口には出さないでおいた。

「…………」

　ふと、隣を見るとキリコがじっと兄を見つめていた。その視し線せんに兄も気づいたらしく、窓まど際ぎわに座っているキリコに一いつ瞬しゆんだけ視線を投じた。

　智とも季きは「しまった」と心の中で舌打ちした。

　兄とキリコは面めん識しきがあるようで面識がない。キリコは兄のことを智季の家族だと認識しているが、兄は人の姿のキリコとは顔を合わせたことがないのである。一応、キリコには言い聞かせてあるので妙なことを口走ることはないと思うが──もう一つ重大な問題があった。

　それは、姉あね崎さきたちがキリコのことを智季のイトコだと思い込んでいることだ。

　智季のイトコであるということは、必然的に兄の葉ようにとってもイトコとなる。しかし、兄はキリコと面識がない。自らが作り上げた架空の人間関係だが、少々厄やつ介かいなことになってきたようだ。

　この偽いつわりの人間関係が露ろ呈けんしてしまったらどうなるか？

　想像してみた。

　智季、彼女もクラスメイトか？（兄貴）→え？　キリコさんってイトコじゃないんですか？（姉崎）→一同の視し線せんが智季に集まる→重苦しい沈ちん黙もく→智季、どういうことなんだ？（鉄てつ男お）→どういうことと言われても（智季）→必然的にキリコへ視線が集中→…………（キリコ）→ノーリアクション→再び智季に視線が集まる→どういうご関係なんですか？（姉崎）→智季、説明してもらおうか？（兄貴）→疑いの眼まな差ざし×３→絶体絶命。

　うわあああ！　逆ギレするか居直るか開き直るぐらいしか選択肢がねえ！

　懊おう悩のうの極みだった。

　とにかく兄の気をそらさなければ──そう考えた智季は、

「兄貴がバイトとなると、だいたい本ほん上じよう通どおりだよな。でもさ、ギャラリーのバイトとかもしてなかったっけ？」

「大学の友達のお姉さんがここを経営していてな、どうしてもと頼まれた」

「……へえ、顔のいい奴やつは何かと得っすね」

「ご注文はお決まりですか？」

　兄貴は何事もなかったかのように接客モードに戻った。

「じゃあ、俺おれはこのパスタランチというのを──」

　すでに目星をつけていたようで鉄男が真っ先に注文した。

　これに釣られるようにして智季も同じものを注文し、当然のようにキリコもそれに倣ならった。姉崎は散々悩んだ末に（二分ぐらい）結局、みんなと同じものを頼んだ。ちょっと申し訳なさそうに俯うつむきながら。

「それではご注文を繰くり返させていただきます──」

　兄はよどみのない流りゆう暢ちような日本語でマニュアル通りに接客を行い、

「料金は俺が持つ」と、去さり際ぎわ、智季だけにそっと耳打ちした。

　……お兄様、あなたは神様です。

　一時間ほど経たって店を出るとき料金のことを三人に告げると、キリコはきょとんとしていたが、姉あね崎さきと鉄てつ男おは驚おどろいたような顔をしていた。智とも季きは誇らしげな気分だったが、

「兄貴はバイトと散財が趣しゆ味みだからいいんだよ」と、言っておいた。

　その後、姉崎が「せめて一言お礼を」と、言ってそわそわしながら店内を見回していたが、結局、兄は見つからなかった。二時を過ぎ、お客が一段落したようだから休きゆう憩けいにでも入ったのだろう、と智季は思い、「オレから伝えとくから」と、言って姉崎を外に促うながした。

　ちなみに、キリコは食事に三分の一ほどしか手をつけなかった。彼女は人間の食事も猫の食事も両方いけるが、基本的に猫の身体からだだから一日の食事量は人間と比べると微々たるものなのだ。具体的には人間のコブシ程度の量である。







　再び炎天下を歩くこととなったが、街がい路ろ樹じゆやファッションビルなどが多く建ち並ぶ地帯なのでけっこう日陰になる場所が多く、気温が高い時間帯であるにも拘かかわらず、それほど暑さは気にならなかった。

「何かさ、歩いてるのって、うちの学校の奴やつらばっかじゃないか？」

　智季が歩きながら鉄男に話しかけると、

「本ほん上じよう通どおりはうちの学校の生徒に人気があるからな」鉄男が訳知り顔で答えた。

「たしかに、学校ってのはある意味で閉へい鎖さ的てきな場所だしな。人気スポットが偏かたよるのもわかるような気がする」

「そういえば、ヤスユキさんたちも買い物に来るって言ってたな」

　鉄男が思い出したように言った。

「『たち』ってことはアイカさんも？」

「ああ、むしろヤスユキさんはアイカさんの荷物持ちだと思う」と、答えた瞬しゆん間かん、鉄男が急に立ち止まった。「噂うわさをすれば影かげって奴か──」

「──おー、おー、やっと見つけたぞ、鉄男ちゃん」

　前方からヤスユキがニヤニヤしながら近づいてきた。

　彼は、色落ちしたブルージーンズにタンクトップ姿という微妙な格好で、しかし違和感なく着こなしていた。筋肉質なせいだろうか、似合っている。

「ちょっと、ヤスー。もう少し待ってって言ってるでしょう」

　遅れてアイカもやって来た。彼女はストライプ柄のノースリーブのカットソーにロングスカートを穿はいていた。こちらも文句なく似合っている。

「──あらあら、みなさんお揃そろいで」

　ちょっとオバサンくさい口く調ちようでアイカがヤスユキの隣となりに並んだ。

「ヤスユキさん。もしかして、俺おれたちのこと探してたんですか？」鉄男が訊きいた。

「そうなのよー。こいつ探す探すってうるさくってさー」

　ヤスユキが反応するよりもワンテンポ早くアイカが答えた。

「ふっ、コンビニで監かん視ししてた甲か斐いがあったぜ」

「そんなことしてたんすか？　んなことしなくても、ここ遭そう遇ぐう率りつ高いっすよ？」

「あ、智とも季き君じゃない、久しぶりー」

「昨日きのう、会いましたよ」

　一応、突っ込んでおいた。アイカさん、おいしい人だなあ……。

「そうだったっけ？」アイカがそこで姉あね崎さきに視し線せんを向けた。「あら……もしかして円まど華か？」

「──え？　あ、はい。その、アイカさん……ですよね？」

　まるで生き別れの姉にでも再会したかのようだった。

「ええ、アイカさんよ」

「自分でアイカさん言うな」ヤスユキがアイカを小突く。「まあ、何つーか。えーと──どういうアレですかい？」

　ヤスユキが智季の肩に手を回し、小声でささやいてきた。

「アレというか、まあ……成り行きみたいなもんすよ。てか、ヤスユキさん……鉄てつ男おから今日きようのこと聞いてました？」

「はっはっはー、だから俺おれがここにいるんよー」

　ヤスユキは意地の悪い声で笑いながら回した腕の力を強めた。毎日、鍛きたえているだけあって腕力は相当なものだ。智季はこういう攻こう撃げきに弱い。体育会系的なノリに対処する方法は持ち合わせていないのだ。

「マジで勘かん弁べんしてくださいって……」

「んな、固いこと言うなや」ヤスユキはさらに智季に密着し、「──ところで、お前のイトコって何者なん？　てゆーか、俺に紹介してくれ──いてててて！」

「それじゃあ、みなさんさようならー」

　アイカがヤスユキを引きずりながら去っていく。

「痛い、痛い！　裂ける、裂けちゃう、大事なところが裂けちゃうぅぅぅ！」ヤスユキ絶叫。

「──ああ、もう！　洋服引っ張らないでよ！　弁べん償しようさせるわよ！」

　二人は夫婦めおと漫まん才ざいを繰くり広げながらコンビニの角を曲がり、まもなく姿を消した。

　あれで付き合ってないなんて信じがたいよなあ、と智季は思った。

「騒さわがしいわね」

　キリコがボソッとつぶやいたが智季以外には聞こえていなかった。

　一行は気を取り直して歩き出した。

「そういえば、姉崎さんってアイカさんと知り合いだったんだ？」

　智季は何気なく尋たずねてみた。

「中学が同じだし、地元ですからね」姉崎は前を向いたままそう言った。「でも、久しぶりに会いました。ところで、天あま谷や君の方はどうして？」

「え？　アイカさんのこと？　そりゃ、鉄てつ男おと一いつ緒しよにいれば知り合いもするよ」

「あ、そっか」姉あね崎さきは納得顔でうなずいた。「アイカさん、全然変わってなかったな……」

「へえ、あの人って昔からああなんだ」

　智とも季きは二人が顔見知りというのは何だか意外な気がした。同じ中学だからそういうことはありえる話ではあるが、上級生と知り合う機き会かいはあまり多くはない。同学年の生徒とだって同じクラスにならなければ親しくなりにくいものだ。

　きっかけとしては、部活動や委員会。あとは家が近所だとか、それぐらいだろう。

　余計な勘かん繰ぐりかもしれないが鉄男に繫つながりがあるのではないだろうか、と智季には思えた。

「おーい、智季。ここ入るってさ」

　鉄男の呼び声で我に返った。

「あ、ああ。悪い悪い」

　慌てて鉄男たちの許もとに向かう。

　清せい潔けつ感かんのある白い四階建ての雑居ビルは周辺の建物の中では一ひと際きわ目立っていた。

　智季はビルを見上げて、うーん、と唸うなった。

　早くも団体行動に飽き始めている自分を自覚していたが、自覚したからといってどうなるものでもない。

　時刻は午後二時三十二分。

　さすがにまだ帰るわけにはいかない。







「高いなあ……」

　智季はその階のフロアの中央に設置されている透明なガラスケースの中に飾られていたアクセサリー群をまじまじと眺めながら溜ため息いきをついた。

「そういうの好きなの？」姉崎が肩越しにケースを覗のぞき込んできた。「天谷君。最近、学校に指ゆび輪わつけてきてるよね？」

「ん、よく見てるね」

　この世には、男女問わず、服装やファッションに敏感な反応を示す人間が存在する。

　髪型、アクセサリー、化粧──とにかく何らかの変化が窺うかがえたらそれを話題にしてくる。女性に多く見られる傾向ではないだろうか、と智季は思う。

「そういえば、キリコさんも指輪つけてませんでしたっけ？」

「……ん、ああ。そうだったかな」

　智季は曖あい昧まいに相あい槌づちを打ち、店内を見回した。

　キリコは窓から通りの風景を眺めていた。相変わらず表情のバリエーションが乏しい。

　智とも季きが身につけている指ゆび輪わは、キリコの『歪ゆがみ』によって細工が施ほどこされているもので──百メートル以上距きよ離りが開くと特殊な力場が発生するようになっている。キリコはこの力場を感知することで、智季の所在を摑つかむ。また、力場が発生すると指輪が連動して収しゆう縮しゆくするようになっていて、それが智季にとっての警けい告こくとなる。この程度の距離なら何の反応も示さない。

　キリコが視し線せんに気づいたのかこちらを振り返った。

《智季、退屈》

　頭にそう呼びかけてきた。

　まったく同感だったが、露ろ骨こつにそういう態度を見せるわけにもいかない。智季は姉あね崎さきの方を振り返り、「他ほかのフロアに行ってみない？」と、誘ってみた。かったるいと思いながら。

　歩きながら思考する。全すべてに否定的な頭で思考する。

　今日きようという日の無意味さを。日々の積つみ重ねという無む駄だな行為を。

　どうしてこんな性格になってしまったのやら──思い当たるフシがないわけでもないが、今更悩んでも仕方がない。過去は過去。大事なのは現在だ。

　現在──そう、現在の悩みのタネはキリコだ。

　心配事は全てキリコから派生する。

　彼女は──逃げてきたと言った。追われていると言った。戦争なのだと言った。

　これ以上、厄やつ介かいごとが増えると言うのだろうか？

　それはいつ起きるのか？

　一週間後なのか？

　一ヵ月後なのか？

　それとも明日あしたなのか？




　　＊＊＊＊




　雑居ビルを出ると空は薄うす雲ぐもがかかっていて太陽は拝めなかった。といっても雨が降り出しそうな気配けはいはない。夏はこれぐらいの空模様がすごしやすい。

「さて、次はどこに行く？」

　智季がみんなに問いかけながら後ろ歩きで通りに出ようとすると──

　ドン、と背中に衝しよう撃げきが走った。

　バランスを崩しかけたが転びはしなかった。

　後ろを振り返る。

　智季は相手の表情からすぐに状況を悟り、

「あ、すんません」

　すかさず謝しや罪ざいの言葉をかけた。この場合、後ろ向きで歩いていた自分が悪い。

　相手は女性、偶然にも羽は沢さわ高校の生徒だった。上級生だろう、大人おとなっぽい容姿をしている。短く切りそろえられた髪はいかにも色素が薄うすく、顔つきはやや日本人離ばなれしていた。ミステリアスな雰囲気が漂っていて、いかにも近寄りがたい感じだ。背は智とも季きより低いが女性にしては高い方だろう。

「…………」

　女性は虚うつろな瞳ひとみで智季を睨にらみつけると、何も言わずに去っていった。

　ホッと一息。

「さっきの人って──」姉あね崎さきが突然口を開いた。「須す藤どう先せん輩ぱいじゃないかな？」

「知ってるのか？」鉄てつ男おが訊きいた。

「うん、女子の間では有名な人だよ。三年生で、名前は須藤みゆきさんって言って、すごく素そ行こうが悪い人なの。いろいろ噂うわさがあるんだけど……男を飼ってるとか、変な薬売ってるとか、高級マンションに一人で住んでるとか」

「うわ、怪しさ全開だなそりゃ」

　智季がそうコメントすると、

「二年生の頃ころまでは真ま面じ目めだったそうなんですけど、今年に入って急に素行が悪くなったらしいんです──半年ぐらい前ですね。本当のことかどうかはわかりませんけど。えっと……全部、スミレに聞いた話だから信じないでね？　信しん憑ぴよう性せい薄うすいと思うから」

　そう話をまとめた姉崎は「あはは……」と、力なく笑った。

「あんだけ生徒がいれば、中には変わった人間もいるよな。うちの学校って、流れ者とかもけっこう多いしね」

「流れ者かあ……」姉崎が溜ため息いきをついた。「流れ者かあ……」二度繰くり返した。

　……言ってはいけなかったのかな。

　羽沢高校は名門校だが、それは名ばかりだ。生徒の数が多いだけで近年は学力が低下しつつあり、部活動に関しても目立った実じつ績せきを上げていない。

　滑り止めとして受じゆ験けんする生徒も多い。

「ええと、ほんじゃ、次行こうか」

　姉崎の背中を軽く叩たたき一人先に歩き出した。

「なあ、思ったんだが」そこで鉄男が改まった口く調ちようで、「今日きようは、キリコさんを案内するために街に出たんじゃなかったのか？」

「……あー、忘れてたな」

　当初の目的はそれだった。

　と言っても、姉崎を説き伏せるため、口から出まかせを言っただけなのだが。

「ほいじゃ、これからはそういうスタンスでいきますかー」

「そうだな」鉄男がうなずく。

《智とも季き、話があるのだけれど》

「……ん？」

　そのとき、キリコに呼ばれたような気がして智季は後ろを振り返った。

《大事な話なの。手短に済ませるから、お願ねがい》

　彼女は口を動かしてはいない。

　それは肉声ではなかった。

　頭に直接響ひびき渡る声、姉あね崎さきたちには聞こえていない。

　大事な話？　どうしたのだろうか？

　とにかく無視するわけにはいかないだろう。命に関かかわることだったら大変だ。キリコは冗じよう談だんなど口にしない。それは身をもって体たい験けんしている。

　智季は一いつ旦たん、姉崎たちに向き直り、いかにも今思いついたような顔で、

「悪い、ちょっとトイレ」

「そこの一階にあったぞ。行って来いよ」鉄男が先ほど出てきた雑居ビルを指差した。

「そうか、それなら……」智季は再びキリコに向き直り、「ん、何だ。お前も行くのか？」

「……ええ、行くわ」キリコが同意を示した。回りくどいと思っているに違いない。

「すまん、すぐに戻ってくるから」

　そう二人に断ってからキリコと連れ立って雑居ビルへ向かった。

　あざとすぎたかなあ、と思いながら。







　雑居ビルの一階を通り抜け、裏手の路地に出た。

　薄うす暗ぐらい場所だったが、風通しは良く涼しかった。

　キリコはスプレーで落書きされたブロック塀べいを背にしてその場に座り込んだ。そして、苦しかったのか、首を傾けネクタイを緩ゆるめ始めた。

「で、何の話だよ？」

　智季は、キリコの真向かいにある自じ販はん機きにもたれかかった。

「さっき智季がぶつかった女性なのだけれど」

「ああ、姉崎さんが言ってた？　須す藤どうさんだったっけ」

「彼女は私と同種よ」

「──はあ？」

「私と同じような精神体。つまり、さっきの彼女の中に同種が転移しているのよ」

　平然と言ってのけるとゆっくりとした動作で右足を左足の上に重ねた。

「そんな……あれが人間じゃないだって？」

　信じがたい事実だった。先ほどの女性は無愛想ではあったが、智季には人間としか捉とらえられなかった。いや、身体からだは人間で合っている。違うのは中身だ。キリコたちは精神体なのだから。

　だとしても実感が湧わかない。不ふ明めい瞭りような存在だから──確かく認にんのしようがないのだから仕方がないのかもしれないが、確認できないということは見分けることができないということだから、キリコの言葉を疑ってしまうのは当然の帰結と言える。

「あちらは私の正体に気づいていないように見えたけど──去さり際ぎわに一いつ瞬しゆん、目が合ったからちょっと気になったの」

「どうしてお前はわかったんだ？」

　疑問を投げかけるとキリコは一つうなずき、

「精神波よ。私たちにも一応それぞれに『形』があるの。もっとも、それは個人の情報を抽象化した信号のようなものでしかないのだけれど──私たちは精神世界の住人だからそういった信号で個体を区別するしかないというわけ。この三次元世界で言えば人の目に見える部分、つまり外見のようなものね。私たちはそうやって同種を識しき別べつしているの」

「信号か……」生なま唾つばを飲み込む、急に喉のどが渇いてきた。「んー？　でも、それなら相手もお前の存在に気づくはずじゃないのか？」

　智とも季きはポケットをまさぐり、小銭をいくつか取り出した。百円玉が一枚と五十円玉が二枚。五十円玉の片方をポケットに戻し、残りの二枚を自販機のコイン投入口へ。

「日が浅いからよ──私がこの世界にやって来てから。実は、この猫の身体にも百パーセント定着できているわけではないの。接続の問もん題だいもあってね。完全に定着していない状態だと、信号はあやふやだし、何よりも弱い」

「お前が猫に転移したからってこともあるんじゃないのか？」

　適当な炭酸飲料を選びボタンを押した。ガタンゴトン、と音を立てて飲み物が落ちてくる。その音が裏路地に案外響ひびいた。

「それもあるかもしれないわね。ところで、それは？」

　キリコが智季の手に持っている缶をまじまじと見つめてきた。

「自動販はん売ばい機きだ。無人販売って奴やつかな」

「そう、それが自動販売機なのね」興きよう味み深ぶかそうに見つめてきた。

「ちなみに、この缶の中には飲み物が入ってる」プルタブを引っ張るとプシュっと炭酸の抜ける音がした。「飲みたいなら買ってやるぞ」

「いえ、けっこうよ」

「あっそ」キンキンに冷え切った液体を喉のどに通す。「ふう……んで、さっきの話だけどさ、あの女はお前の敵なのか？　前に言ってただろ、追われてるとか何とか」

「わからない」

「わからんのか」

「ええ、ただ注意するにこしたことはないと思って。彼女、智季と同じガッコウに通っているのでしょう？　制服を着ていたわ」

「けど、学年からして違うからなあ。第一、オレも姉あね崎さきさんの話を聞いて、はじめて存在を知ったわけだし。でも、学校に通うだなんて──それって人間社会のことをある程度理解していないと難むずかしいはずだよな？」

「いえ、驚おどろくべきことではないわ。私たちの適応能力を考こう慮りよすれば」

「言われてみると……そういう奴やつがいてもおかしくはないか。そういや、追われてるって、お前、何か犯罪でもやったのか？」

「そういうわけではないわ。私自身は中立的な立場にいるつもりなのだけれど、私を追っている連中はそうは思っていない。ただそれだけよ」

「はあ？　それって冤えん罪ざいってことか？」

　智とも季きはそう言ってちびちびと炭酸飲料を飲む。

「戦争だって言ったでしょう。もはやそういう問もん題だいではないの。私を追っているのは過か激げき派はの連中だから、理屈は毛ほども通用しない」

「過激派って……そいつらお前を捕まえてどうしようってんだ？」

「消去するのが目的でしょうね」

　当然と言わんばかりの返答。智季は寒気を覚えた。同時にキリコが自分とは別次元の存在であることを強く実感した。

「私がこの世界に完全に定着してしまったら、さすがにあちらも気づくはずよ。さっきので勘づかれた可能性もなくはないけど」

「どのくらいで定着するんだ？」

「わからないわ。状況が状況だから。今ようやく二割、と言ったところかしら」

「まだ、そんなもんなのか」

「ええ。まだ、そんなもんよ」智季の口く調ちようを真ま似ねして返してきた。「ところで、いつまで無意味な散策を続けるつもりなの？　今日きようは、有益な情報がほとんど得られていないわ。私は、図と書しよ館かんというところに行きたい」

　すっくとその場を立ち上がる。

「あー、お前にウインドウショッピングなんて意味わかんねーよな」

「ういんどうしょっぴんぐ？　聞き覚えのある言葉だわ。意味は調しらべていないけれど」

「辞書で意味調べても実感できなきゃ、ただの文字の羅ら列れつだよな。お前にとっては」

「知っておくべきなのなら努力するわ」真しん摯しな目で見つめてくる。

「へえ、キリコさんにしては珍しい心がけですなあ」

　智季は、一気に缶の残りを飲み干すと側そばのくずかごに放り投げた。

「あ、やべぇ。そろそろ行かないと、さすがに待たせすぎだな」







　雑居ビルの前に二人の男女が立っている。

　才さい気き鉄てつ男おと姉あね崎さき円まど華かだ。二人の身長差は軽く三十センチを超えている。

　鉄男は隣となりの円華がさっきから、「うー、うー」と唸うなっているのに気づいていたが、そ知らぬ顔で通りの風景を眺めていた。

「遅いよぉ。遅すぎるよぉ。ねえ、遅くない？」

　円華が鉄男を見上げながら同意を求めるような言い方で訊きいてきた。

「そうだな」

　そっけなく返すと、

「絶対に遅いよ」少し怒ったような顔つきになった。「ねえ、鉄男。あの二人、どういう関係なのかな。知ってる？」

「知らない」

「うー、鉄男ってば使えない」

「お前は子供か……」鉄男は呆あきれたようにつぶやいた。

「……だってさ、お揃そろいの指ゆび輪わとかしてるし」ブツブツ言い始めた。「たまに目と目で会話とかしてるように見えるし。キリコさん、天あま谷や君の方ばっかり見てるし。それに二人でトイレとか行ってるし。天谷君も何考えてるのかわかんないよ」

「相変わらず独り言が多いな」

　鉄男は額ひたいの汗を拭ぬぐいながら街がい路ろ樹じゆの陰に移動した。円華も側そばによってくる。

「背、伸びたね」

「お前はずっと変わってない気がする」

「うー、失礼な」

「冗じよう談だんだ」

　こうしてまともに言葉を交わすのは久しぶりのことだった。数年ぶりではないだろうか。

　円華とは小学生の頃ころからの付き合いだった。

　家もわりと近所だが、家族同士の付き合いはない。小学校と中学校が同じ校区で、特に小学生の頃、クラスが一いつ緒しよになることが多かったため必然的に仲良くなった。女子の中では一番、仲が良かったと断言できる。

　しかし、中学に上がるとその関係は一転して疎そ遠えんになった。

　理由はいろいろあった。本当にいろいろあった。

　鉄男は、その理由の中の一つを思い出すたびに自分が嫌いやになる。

　愚かな自分が嫌になる。偽善者くさい、とさえ思う。

「あ、そうだ」円華がふと思いついたような顔で、「ねえ、鉄男。隙すきを見て、キリコさんと二人で天谷君とわたしから離はなれてくれない？　さりげなく」

　鉄てつ男おは衝しよう撃げきを受けたような顔で、

「……お前、いつからそんなに腹黒い女になったんだ」

「う、うるさいなあ。恋する乙おと女めは何をしても許されるの！」

「……お前は度が過ぎるんだ」自然と溜ため息いきがこぼれた。「だいたい、今日きようはキリコさんを案内するのがお前の役目じゃないのか？」

「だってキリコさん、わたしが何を言っても、『ええ』とか『特に』とか『別に』とか、そんなことしか言わないんだよ？　絶対にバカにされてるよ」

　円まど華かは昔から直情的だった。中学を経て、さらにパワーアップしているように感じられる。ありのままの感情をありのままの言葉で表現できる──大いに齟そ齬ごはあるが、鉄男はそんな円華の噓うそ偽いつわりなき心が美しいと思う。純粋だと思う。自分には真ま似ねできないことだから。

「だったら、俺おれに言うみたいに智とも季きにもガツンと言ってやれよ」

「えっと……それはさすがに無理というか、無理というか、無理だから」

　円華は学校では猫をかぶっている。

　意図的にではない。

　それは中学時代に築き上げた彼女の処世術だった。鉄男は、今の彼女の恋愛への熱ねつの入れようが、中学時代の反動から来るものなのだということを感覚的に理解していた。

「冗じよう談だんだ」鉄男はさすがに言いすぎたなと思い、「わかった。何とかやってみよう」

「え？　やるって何を？」

「智季と二人になりたいんだろ？」

「え、えっと……それはそうなんだけど」円華が伏し目がちにつぶやいた。

「何とかしてみる」

「……あの、本当にいいの？」

「それぐらいの義理はあるだろう。いや、せめてそれぐらいはさせて欲しい」

　数すう瞬しゆんの間があってから、「義理なんてないよ……」と、消え入るような声でつぶやき、「わたし、鉄男のそういうところ嫌い」と、今度は明めい確かくな口く調ちようで言った。

　再び間。

「……でも、お願ねがいしようかな」変わり身の早い円華だった。

「どっちだよ」

「えっと、やっぱりお願いするかも」

「はっきりしろ」

「お願いします！」

　懐なつかしいやりとりだな、と鉄男は心の隅すみで思った。







「いやー、すまんかったねえ。キリコの奴やつがトイレから二十分ぐらい出てこなくてさあ。まさか、あんなことになってるとは思わなかったぜぇ」

　智とも季きは待っていた二人に向かって笑いかけた。

　言い訳のネタにされている当のキリコは緩ゆるんでいたネクタイを結びなおしている。その動作が待っていた二人によからぬ想像をさせてしまったようで、姉あね崎さきは引きつった笑えみを浮かべ、鉄てつ男おは知らんぷり──キリコは無表情を維持していた。

「うおーい、引くな、引くなぁぁ！　冗じよう談だんに決まってるだろうが！」

「本気だろうと冗談だろうとセクハラには違いないんじゃないのか？」

　鉄男が鋭するどい指摘を、というかしごくもっともなことを言ってきた。

　この四人の中でもっとも常じよう識しきがあるのは彼だ。

「いや、相手がセクハラだと思わなければ万事オーケーだから。てか、セクハラちゃうし」

「セクハラ？」キリコが首を傾かしげた。

「客きやつ観かん的てきにはアウトだ。なあ、円まど華か？」

「わ、わたしに振らないでよ……」

　姉崎が赤面しながら俯うつむいてしまった。うーん、姉崎さんって、けっこう純粋なのかなあ──というより、下ネタは普通引くよな……。

　だが、オレは反省なんかしない。むしろ、意図的に引かせるもんね！

「キリコも姉崎さんみたいに恥じらいを持てよ。正直つまらん」

「そう言われても」

　キリコには下ネタどころか、そもそも冗談自体が通じない。全すべて真まに受けてしまう、無む垢くな子供のように。だから、質問も突とつ飛ぴなものが多く智季はここ最近、戸と惑まどってばかりだ。

　……子供の育児に悩まされる人妻三十歳ってこんな気持ちなのかなあ。

「天あま谷や君、向かいのお店に入ってもいいですか？」

　いつのまにか姉崎が隣となりに立っていた。

「ん？　ああ、別にオレはいいけど……」視し線せんを残りの二人へ。

「キリコさんもいい？」

　鉄男がそう尋たずねると、

「ええ、構わないわ」機き械かい的てきな動作で首肯し、《智季、時間の無む駄だ》と、智季の意い識しきに呼びかけてきた。だいぶ、退屈しているようだ。いや、さっきの女のせいかもしれない。

　智季もあの須す藤どうという女のことが気になっていた。

　同様にキリコが同種に追われているという事実も。もちろん、今すぐどうこうなるというわけではないだろうが、あんな話を聞かされると、暢気のんきにウインドウショッピングなんてやっている場合ではないような気分になってくる。

「たぶん、今度はキリコさんも気に入ると思うんですよ」

「ん？　どういうお店？」

　先に歩き出した姉あね崎さきの隣となりにつく。

「わりと大人おとなっぽい洋服が多いお店ですよ」

「ああ……」

　……そりゃ、キリコが普通の女子高生だったらの話だよな。

　たしかに、キリコは羽は沢さわ高校の制服は気に入っていたようだったが、それは機き能のう的てきという評価であって、デザインが好みであるという意味合いではない。実用的なものを好むのだろう、電化製品などにも同じことが言える。もはやパソコンで情報収集を行うのが彼女の日につ課かとなっている。

「やっぱり、店内はどこも涼しいですね」

　姉崎が一番に店の中へ足を踏み入れた。智とも季きたちもそのあとに続く。

　しばらく店内を見て回った。

　智季は、姉の響ひびきに買い物に付き合わされることが多々あるので、女の買い物の長さは重々承知しているが、姉崎があれこれ解説するのでそれほど退屈はしなかった。

　次第に姉崎は真剣に服選びに没頭し始めたが、智季に対する気配りは決して忘れなかった。しかし、妙に気合が入っているような、饒じよう舌ぜつすぎるような──そんな不自然さをにおわす違和感の残ざん滓しのようなものを智季は感じ取っていた。

　数十分後、店をあとにすると、今度もまた姉崎の提案に沿って移動することとなった。

　しばらく通りを歩いていると、

《智季。聞こえる？》

　キリコの声が届いた。例によって意思の伝達だ。智季はさりげなくキリコに目を向けた。

《あなたの友人が妙に不自然な態度で接してくるのだけれど？　作さく為いを感じるわ》

　友人──鉄てつ男おのことだ。今度はその鉄男に目をやった。

　なるほど、妙な配置だ。

　鉄男はキリコの隣についていた。あれこれと話わ題だいを振っているが、どこかぎこちない。彼は基本的に言い寄られる方なのでこういう光景は貴重だ。と、感心している場合ではない。何のつもりだ、鉄男の奴やつ？

「天あま谷や君、どうかしたの？」

「いや、何でも」

　智季はがっちり姉崎にマークされている。これでは動くに動けない。キリコたちは後方を並んで歩いており、すでに数メートルほどの開きがあった。自然とこうなったというよりは鉄男が意図して生み出した状況のように智季には思えた。

　キリコに興きよう味みを抱いた、というのは鉄男の様よう子すを見る限り怪しい。

　ということは──まさか連携プレー？

　鉄てつ男おめ、オレの味方じゃなかったのかよ！　何ということだ、まさかの姉あね崎さき派！

男より女を取るというわけか！　姉崎さんに恩を売ろうとは、この偽善者めえええ！

《智とも季きどうするの？　距きよ離りが開いてきたわよ？》

　キリコが冷静に状況を知らせてきた。

「ほらほら、天あま谷や君。あれ、見てよ。すごく可か愛わいい」

　姉崎が智季の腕を引っ張り、顔を寄せてきた。

「ああ、うん」

　女性に接近されるとさすがの智季も照れる。

　何だかスキンシップの頻ひん度どが増えているような──って、早くどうにかしないと。

　このままだとキリコと離はなれ離ばなれになってしまう。彼女にとっては命に関かかわる問題だ。

《あなたが友人に勘かん繰ぐられたくないのはわかっている。しかし、状況は切迫してきているわ。早くどうにかしなさい。早くしないとあなたの友人は無事ではすまないわよ。わかった？》

　脅しかよ──智季は内心でビクビクしながら右手をポケットの中に突っ込んだ。

　肯定の合図である。

　智季が指にはめている指ゆび輪わは自分の居場所を知らせるだけではなく、意思表示の確かく認にんを行うことができる。キリコは智季の意思を信号として感知できるらしいが、それがどういった種類の感情を示すものなのかまでは判別がつかないらしい。よって、指輪に頼るしかないのだ。

「あれ？　鉄男たちは？」

　やや演技くさい調ちよう子しで姉崎に尋たずねた。

「……えーと」口元が一いつ瞬しゆん、引きつったように見えた。「ど、どこかにいるんじゃないかな？」

「ケータイ鳴らしてみようか？」

　左のポケットから薄うすっぺらなケータイ電話を取り出す。

「え、ええとそうですねえ」

　姉崎は困ったような顔をした。鉄男に何か言われているのかもしれない。これは、電源を切っている可能性も考えられるな。智季は作戦を急きゆう遽きよ変更し、鉄男に電話をかけるフリをして、わざと着信音を鳴らした。流行の音楽が通りの喧けん騒そうに紛まぎれて響ひびき出す。

「あ、何か鳴ってる」智季は、いかにも電話がかかってきたように振る舞まい、「もしもし？　ああ、親父おやじ？　んん、はあ？　何でだよ？　へえ……ってなんだそりゃ？　まあ、わかったよ。じゃあ、キリコを連れて来ればいいんだな？　はいはい、んじゃそういうことで」

　通話（演技）終了。

　我ながら迫真の演技だな、と思いながら智季はケータイをポケットにねじ込んだ。

「あの、今の電話──」

「父親からだった。何か帰って来いってさ。まったく、勝手な父親だよ」

「そ、そうなんですか……」残念そうにつぶやく姉崎。

「うん……悪いけど、そういうわけだからさ」

　後ろめたさを感じながら智とも季きは一いつ旦たん、道路わきに寄った。道行く人々の中にキリコたちがいないか見回すがそれらしい姿は見当たらなかった。

　しかし、その後、キリコからの連絡で居場所が判明した。

　智季は適当に歩くフリをして二人の許もとへ向かった。その間、姉あね崎さきとは会話らしい会話はなかった。どちらかと言えば姉崎が喋しやべらなくなった、という感じだった。別わかれ際ぎわになりようやく口を開いたが、ぎこちないことこの上なく、残念がっているのは目に見えて明らかだった。

　疑われていないだけ、マシだったかもしれないが。
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　地元の駅が近づくにつれ乗客の数は少なくなっていった。

　円まど華かは、シートに余裕があるというのに膝ひざの上へ律りち儀ぎにもバッグを置き、見るともなしに車内に吊つるされている広告を眺めていた。

「疲れたか？」

　右みぎ隣どなり、一人分の座席スペースを置いた場所に深く腰掛けていた鉄てつ男おがこちらを向いた。

　円華はうなずいて見せた。張り切りすぎて喋りすぎたからだろうか、喉のどが若じやつ干かん痛かった。

「急ぎすぎたな」

「そんなことないよ」

　即座にそう返すと奇妙な間が生まれた。だが、やがて鉄男が、

「どうして智季なんだ？」

「鉄男ってデリカシーないよね。そういうの気持ち悪い」

　昔から高い位置から見下ろすようなモノの尋たずね方をしてくるのだ。

「言い方が悪かったな」鉄男が顎あごに手をやった。彼の癖くせだ。「あいつが恋愛事にあまり興きよう味みを示さないって知ってたか？」

「うん、何となく」円華は首肯した。「でも、それだけじゃないと思うな。天あま谷や君ってさ……休み時間とか昼休みによく寝てるんだよね。あと、ベランダとかで外の風景眺めてたりとか。だから、入学した頃ころは暗い人なんだろうなって思ってた。でも、話してみるとそうじゃないってわかったの」

「お前は、昔から変人に興味を抱くからな」

「天谷君は変人じゃないよ」円華は語気を強めて言った。

「失言だった。悪い」

　鉄男が押し黙だまる。再び奇妙な間が訪れた。

　一定のリズムで揺れ動く電車の中で円華は静かに目を閉じた。世界が闇やみに転じる、しかし太陽の光が瞼まぶたを通り抜け、暗くら闇やみの中にオレンジ色の光が拡散した。

　ふと智とも季きの顔が浮かんできた。

　憂ゆう鬱うつそうな、やる気のなさそうな表情──円まど華かは何な故ぜだか彼の鬱屈した表情が好きだった。退廃的というか、一度この世に絶望してしまったかのような影かげのある表情──しかし、余裕があるようにも感じられるから不ふ思し議ぎだった。後者は性格が作用してのことだと思うが、とにかく円華は智季の得体えたいの知れない部分が知りたくてしょうがないのだ。

「円華、着いたぞ」

「……あ、うん」

　目を開くと過剰な量の光が網膜を刺し激げきしてきた。何度か瞬まばたきをしながら座席を立ち、電車を降りる。生暖かい空気が全身を包み込んだ。車内と屋外の温度差は激はげしい。途端とたんに額ひたいから汗が滲にじみ出てきた。

「さっきの話だが、あまり焦らない方がいい」

「何の話？」あえてわからないフリをしてみた。

「智季のことだ。俺おれもできる限り協力してやる」

　鉄てつ男おは片手をポケットに突っ込み、駅舎に繫つながる通路を歩き出した。

「いいよ……もう鉄男には頼らないから」

「お前さ」鉄男が途中で振り返った。「まだ、中学のときのこと気にしてるのか？」

「…………」

　特に返答せず、鉄男の横をすり抜けて先に駅舎へ向かって歩き出した。心しん臓ぞうが鼓動を上げているのがわかった。嫌いやなことも思い出してしまった──全部、鉄男のせいだ。

　足音が一定の距きよ離りを保ったままついてきた。

　深い溜ため息いきが出た。何に対する溜息なのかはわからなかった。

　円華は多少、依存体質的なところがあった。

　誰だれかを拠より所にすることで自分は安定する。その方が楽なのだ。昔は鉄男が依存先だったが、そのせいで中学時代、痛い目に遭った。本当に酷ひどい目に遭った。最悪な中学時代を過ごした円華は、高校受じゆ験けんのとき、女子校である常盤ときわ学院高校を選んだ。

　しかし、見事に落ちた。

　その上、またしても鉄男と同じ学校に入学してしまった。呪のろいかと思う。

　でも、鉄男が悪いわけではないということぐらいわかっている。全すべては主体性のない自分が原因、そのせいで鉄男に要いらぬ心配をかけた。何度も何度も数え切れないほど。それなのに鉄男は嫌な顔一つせずに協力してくれる。今日きようだって。心苦しいと思う反面、鬱うつ陶とうしくもあった。

　だから、円華は高校に入ってからはあえて鉄男に冷たく接している。そうすれば、呆あきれ果てて離はなれていくだろう──そう思って。

「じゃあ、協力してよ」円華は改札口を抜けた頃ころになってようやく口を開いた。半ば、無む意い識しきの内に出た言葉だった。「精せい々ぜい、利用させてもらうから」

　自分は最低の女だな、そう思いながら辛しん辣らつな言葉を吐き出す。もはや取り消しは不可能。

「ああ、お前にはその権利がある」

　まるで、それが義務であるかのような言い方だった。

「はあ……気にしてるの鉄てつ男おの方じゃない」

　円まど華かは溜ため息いきをついた。急に力が抜けてきた。

「そうでもないだろ」

「そうなの！」

「そうか？」

「そ、そうだってば」

「そうなのか？」

「そ、そうじゃない？」

　お互い顔を見合わせる。次の瞬しゆん間かん、バカバカしくて笑いがこみ上げてきた。

「あははっ──もう、何でもいいよ」

　久しぶりにちゃんと笑った気がした。

　鉄男の素すっ頓とん狂きような顔を見ていると何な故ぜだかホッとする。

　智とも季きに抱く感情よりは若じやつ干かんヌルイ、だけど心地ここちよい感覚。鉄男に対する依い存そん癖へき、未いまだになおっていないのかもしれないな、と円華は思った。

　よくない習い性、本当によくない。こんな自分は嫌いだ。

　でも、今は中学の頃ころとは状況が違う。自分をある程度、許容してくれる友達だっているし、それなりに上う手まくやっていけていると思う。猫をかぶっているところがあるが、それは自分の性格を考えると最低限必要なことなのだ。今はとにかく智季にぶつかって、ぶつかって、ぶつかるのみだ──それでどうなるかはわからないが、それ意外に円華は恋愛の仕方を知らない。それ意外に方法があるとも思わない。

　だけど、鉄男が言う通り焦らずに行こうと、その日は考えを改めた。
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　智季の主しゆ観かんによると、その場にいる五名は全員家族同士であった。

　しかしながら、彼らはそう思っていない。無理もないことだが、智季としては笑いを抑えるので精一杯──もとい、彼女が余計なことを言わないかと気をもんでいた。

「まあまあ、遠えん慮りよせずにどうぞ。つまらん料理ですがねえ」

　父親の仁ひと志しも今日きようばかりは下しも座ざに移動し、上かみ座ざの客人を持ち上げていた。

「…………」

　上かみ座ざに座り、無言の佇たたずまいで通しているキリコは、遠えん慮りよをしているわけでも人見知りをしているわけでもなかった。人の姿で智とも季きの家族に対してどう接していいのかわからずにいるだけだ。彼女は、ただただなすがままに料理を口にしていた。

「ほらほら、どんどん食べてー、キリコちゃん。ってキリコちゃんって感じでもないけどさー。てか、ホントに高校生？　見えねー」

　姉はいつも以上にテンションが高かった。物もの怖おじしないキリコのことがいたく気に入ったようで、さっきから彼女のことを褒ほめちぎっている（たまに失礼な発言も挟まれるが、それは口数が多すぎるがためである）。

　兄の葉ようだけが黙もく々もくと食事を進めていたが、それでもたまにキリコに目がいく。兄とは昼間に一度、会っているがキリコが何者なのかは話していないし紹介もしていなかった。




　──さて、どうしてこのような事態に陥ったのかというと、それは今を遡さかのぼること一時間、自宅付近で姉の響ひびきと遭そう遇ぐうしてしまったのがことの始まりだった。早く猫の姿に戻っていればこのような面めん倒どうなことにはならなかったはずなのだが──昼間にいろいろ気を遣つかうことが多かったため疲れがピークに達していたようで、すっかりそのことが頭から抜け落ちていた。

　姉は隣となりを歩くキリコに目を留め、驚おどろいたような顔つきで、「えーと、カノジョさん？」と、控え目につぶやいた。

　智季が返事に窮きゆうしていると再び姉が、「もうすぐ夕飯だからいらっしゃいよ。せっかくだし」と、いつもの軽い調ちよう子しでキリコに話しかけたが、当然ながらキリコはだんまり。そして、例によって智季を見つめてきた。

　その後は姉の本領発揮。二人を否いや応おうなしに自宅に連れ帰った。で、珍しく早く帰っていた父親に速攻で見つかり、そこへちょうど兄も帰ってきたものだから逃げるに逃げられない。

　天あま谷や家には滅多めつたにお客が訪れないからみんな珍しがってキリコを帰すまいと（主に姉と父親が。特に父親は女子高生が大好きだからどうしようもない）頑張った。

　頑張らなくてもいいのにねえ──




　賑にぎ々にぎしい中での食事が続く。騒さわがしいのは姉と父親のせいである。地声からしてでかい。

　遺伝なのか育った環かん境きようのせいなのかはわからないが、智季もこの二人と同系の資質を持っている。ただ、キリコがいるこの場では自分を抑えなければならなかった。

「そういや、兄貴。今日きようは悪かったな」

　昼食をご馳ち走そうしてもらったことを思い出した智季は、一人黙々と焼き魚の解体作業に没頭していた兄に向かって礼を告げた。あとでキリコにも礼を述べさせるべきだろう。

「構わん」兄は短く答えた。クールである。

「いや～、それにしても智季が彼女を連れて来る日が来るとはなあ～」

　父親が感慨深くうなずきながらビールの入ったグラスを握り、「あははは～。お父さん、参っちゃったなあ～」と、ぶん殴ってやろうかと思えるほど気色の悪い喜色を浮かべ気色の悪いセリフを吐いた。

　糞くそ忌いま々いましい親父おやじめ！　糞食らえ！　もとい、ウンコを食べろ！　兄貴を見習え！

　この軽けい薄はくで薄うすら寒い男が自分の父親なのだと思うたび、智とも季きはやり切れなくなってくる（智季はよく父親に似ていると言われるが、それは絶対にないと信じている。しかし、この父親にしてこの子ありであることは明白である）。

「で、どうなのよ智季ちゃん？」「そうだー、そうだー。吐けー、正直に懺ざん悔げしろー」

　言葉数の少ないキリコからは具体的なことは何も聞き出せないだろうと悟ったのか、姉と父親は矛ほこ先さきを智季に変えてきた。

「おいおい、だんまりですかい？　智季ちゃん？」「吐けば楽になるぞ、智季」

　姉と父親がタッグを組んで（超仲良し）なおも追求してくる。

　執しつ拗ように茶ちや化かされ、さすがの智季も頭にきて、

「吐け吐けってお前こそ吐けよ！　飲んだビール吐き出せ！　この、酔っ払いが！　家にいるときまで刑事面づらしてんじゃねーよ」

　テーブルをダンッと叩たたいて怒りを露あらわにした。

「あらあら、智季きゅん逆ギレですかぁ？」「ははははっ、この無気力ぶち切れ高校生め。国家権力の恐ろしさを教えてやろうか？」

　二人は、一転して冷めた目つきで智季を煽あおってきた。

　どんだけ捻ひねくれてんだこいつら！　もう勘かん弁べんならん！

　智季はいきり立ち、乱らん暴ぼうに席を立った。こうなりゃ乱らん闘とうだ。

　そう思って顔を真まっ赤かにさせて笑っている父親に近づこうとすると、

「食事中だ」兄に制止された。「響ひびき、悪ノリしすぎだ。父さんも大人おとな気げない。だいたい、お客がいる前で何をわけのわからないことを言っているんだ」

　兄は天あま谷や家の秩序だ。それはもう秩序、秩序の塊かたまりと言っても過言ではない。

　一方、姉と父親は恥の塊、智季を軽く凌りよう駕がする勢いである。

「お父さん、二時間前から飲んでるからしょうがないってー」

　姉のフォローはフォローになっていなかった。

「ああ……それでか。どうりで、無む駄だにテンション高いわけだ。って寝るな糞親父！　脊せき髄ずい反はん射しや的に寝るな！」

　父親の間抜けな鼾いびきが室内に響ひびき渡った。

　その後、兄が父親を部屋へ担いで行き、姉が後片づけを引き受け、智季はキリコを送っていくと言って家を出て──しばらく時間を置いてから再び二人で自宅へ引き返した。




　　＊＊＊＊




　寝返りを打つ、寝返りを打つ、寝返りを打つ、寝返りを、寝返りを、寝返りを、寝返り、寝返り、寝返り──数えてみたら三十分の間に十七回も寝返りを打っていた。

　肉体的にも精神的にも疲労を訴えていたはずなのにどうしても眠れない。

　智とも季きは十八回目の寝返りで身体からだを起こした。

　物音。

　真っ暗な室内で断続的に聞こえてくる音があった。

「お前、まだ本読んでるのか？」

《いけない？》キリコが間かん髪はつ入いれずに反応した。

「闇やみ夜よなのに、よく文字が読めるな」身体を横にし、肩かた肘ひじをついた。「それも力か？」

《身体が猫だからよ。夜よ目めが利くの。嗅きゆう覚かくだって人間の数万倍以上の効果を発揮するわ》

「夜目は利くけど視力はあんまり良くないんじゃなかったか？」

《力を使って視力の精度を補正しているから、人間並みと見て差し支えないわ。ただ、猫は人間のように視覚ばかりに依存せず、聴ちよう覚かくと嗅覚を有効に使う動物ではあるわね》

「なるほどな」

《そろそろ休むわ》

　そう言ってキリコがいつものようにベッドの上に飛び上がってきた。

　アーモンド型の猫の目がキラリと光った。

「お前さ、他ほかの部屋で寝ない？」

《何な故ぜ？》

「なんつーかさ、落ち着かないんだよ。お前がこの部屋にいるってだけで」

《ストレス？》

「ああ、それもあるだろうな……」

　再び寝返りを打ち、キリコに背を向ける。

《しかし、智季はこれまで、この猫と一いつ緒しよに寝ていたという話ではなかったの？》

「お前、猫じゃないじゃんか」

《よくわからないわね。私の身体は猫そのもののはずだけれど》

　ふさふさとした被毛が背中に当たる。

　奇妙な感覚──これはミケがミケではなくなったからなのだと智季は思った。猫は人間の言葉を話さない。だから、猫の考えていることなんて普通はわかるはずがないのだ。それが可能になった瞬しゆん間かん、猫は別の『何か』になる。そして、それは人間が備え持つ『何か』だ。

　手紙やメールは相手の顔が見えないし、声も聞こえない。文字だけだ。しかし、相手の存在と意思を確かく認にんすることができる。見えない相手が少しだけ見える、またはそのように錯さつ覚かくする。面めん識しきのない相手からのメールであっても同じようなことが言える。仮にコンピューターの仕業だとわかっても、想像の内で擬ぎ人じん化かすることは可能だ。人間味を感じることはできる。

　この奇妙な感覚の正体はまさにそれなのだ──智とも季きにはキリコが人間であるとしか思えなくなってきているのだ。もちろん、それはキリコが人の姿に変身できることが大きく作用しているが、そうでなかったとしてもキリコに対して人間的な『何か』を感じ取っていたのではないだろうかと思うのだ──それこそ擬人化という錯覚によって。

　つまり、智季としては『猫と一いつ緒しよに寝ている』という感覚ではないのだ。

　……そら、眠れないに決まっとるわ。

《智季。この世界にやって来て、いくつかわかったことがある》あれやこれやと考えているとキリコの意思が伝わってきた。《人間は思考が鈍どん重じゆうで矛む盾じゆんに満ちている》

「酷ひどい言われようだな」

《矛盾しているからこそ、これだけ繁はん栄えいしたのでしょう。いい意味で評価しているのよ》

「何が言いたいんだ？」

　問いかけると一いつ瞬しゆんの間もなく、

《私は智季と一種の共存関係を築いている。だから、この世界にとって──あなたにとって不自然に映るような行動は控えようと考えているわ。しかし、あなたに危害を加えようと目もく論ろんで近づいてくる人間がいたら、私は容よう赦しやしない。絶対に。それだけは言っておくわ》

「誰だれがオレなんかを狙ねらうかよ。こう見えても善良な一般市民だぞ？　それよりもさ、お前を追ってる同種たちの方が厄やつ介かいなんじゃないのか？　ほら、今日きよう会った須す藤どうみゆきって女だって敵か味方かわからないんだろ？」

《もちろん、それが一番の懸けん案あん事項だと思うわ。『器うつわ』から出られない今の状態では、『器』が機き能のうを果たさなくなれば私は消滅する。どちらにしろ、『器』に百パーセント定着できていない状況では離り脱だつできないのだけれど》

「ってことは、こういう時期を狙われるとまずいわけか？」

《そうね。転移時と離脱時──この二つが一番、狙われやすい。でも、私は──私たちはもっと状況が悪い。何な故ぜなら、あなたが死ねば私も死ぬ。私が死ねば──》

「──オレも死ぬのか？」

《可能性は限りなく低いわ。だけど、命の保障はできない》

　あっさりとそう宣告された。

「……誰か味方に連絡とか取れないのか？」

《私に味方なんていないわ。欲しいとも思わない》

「両親は？　兄弟とか」

《私たちは『無のゆらぎ』から漠然と発生する曖あい昧まいな存在なの。家族という概念がそもそも私たちにはない。利害関係での結びつきはあるにはあるけれど》

　キリコは無情に告げた。

「その、『無のゆらぎ』ってのは？」

《ゼロであり無限でもある、ということよ。人間の認にん識しき外がい、宇宙の始まる以前のようなものね》

　そこからのキリコの説明はまさに理解不能だった。

　ゼロなのに無限だとか言われても智とも季きにはわけがわからない。ただ、彼女たちが人間の理解を超えた領域に踏み込んでいるのだということだけはわかった。

　理解できなくて当然だ。

　住む世界からして違うのだから。

　わかりあえるはずがない。

　最後にキリコはこう言った。

《私という個体は、一人で生まれて、一人で生きて、一人で死ぬのよ》

　闇やみの中で刃物を思わせる猫の鋭するどい目が光っていた。
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　七月某ぼう日じつ、羽は沢さわ市し中ちゆう央おう区く東ひがし本ほん上じよう五丁目──




　彼女は「殺す」とも「死ね」とも言わずにその人間を事務的に始末した。

　理由は邪じや魔まだったから、というのが一つ、もう一つは金を得るため、そして、もう一つは現段階で自分の力をどこまで引き出せるのか、という一種の実じつ験けん的てきな行為だった。幸い、相手は社会的に有益とされていない人種のようだったから、問もん題だいは少ないだろう。どちらにしろ彼女にとって人間などというものは、私欲を満たすための道具でしかない。

　つまりものだ。その程度の感覚しか持っていない。

　彼女は、奇妙に捻ねじれた人間の腕を眺めながら、薄うすく微ほほ笑えんだ。

　しばらく経たってから静かに歩き出す。裏路地にコツコツ、という彼女の足音だけが響ひびいていた。その日は闇やみ夜よだったので街灯のない裏路地は文字通り真っ暗。ボディは人間のそれなのでさすがに視界は明るくない。こういうとき、どうしようもなく不便に感じる。

　表通りに近づくにつれて周囲は明るくなっていった。人通りの多い場所に出る前に自分の身なりを確かく認にんすると、制服のスカートにわずかに血が付着しているのを発見した。

　彼女は血が付着した箇所にそっと右手で触れた。

　揺れる水面に手を差し込んだように指先が歪ゆがみ、スカートも同様に歪んだ。

　次の瞬しゆん間かんには血が付着した形跡は綺き麗れいになくなっていた。

　対象を元の状態に戻す、『復元』の力は非常に高度な能力だ。通常の物理現象を超越した反転事象だからだ。同種の中には複雑に変形した物質や、崩ほう壊かいした細胞などを修復することができる者もいるが、彼女はそこまで高度なことはできない。

　車が激はげしく往来する表通りに出た。歩ほ調ちようを速め駅へと向かう。終電までもう少し時間があるからなのか人通りはそれなりにあった。酔っ払いの姿もちらほら見かけた。

　まもなく駅ビルが見えてきた。彼女は北口からその駅ビルの中に入り、そのまま南口に向かった。そして、約束していた場所までやって来た。

「遅れてすまない」

　彼女は南口付近に立っていた白い帽子を深く被かぶった男に声をかけた。本当に遅れたわけではない、そういう接触の仕方を約束していただけだ。

「あ、えっと──リトスさんですよね？」

　振り返った男が彼女に話しかけてきた。

「何も言わなくていい。私の名前も呼ぶな。結果だけ知りたい」

　彼女はこういった取引をするとき『リトス』という名を使っていた。

　もちろん、偽名である。たまたま目についた文字を適当な法則で並び替えたに過ぎない。

　取引は独自に用意した専用の回かい線せんを通すことが多く、彼女のこの名は一部の界かい隈わいでしか知られていない。

「……は、はい」

　男が重々しくうなずいた。

　彼女は、この男のことを『Ｂ』という一文字のアルファベットで認にん識しきしていた。何な故ぜ、『Ｂ』なのかと言えば以前、情報収集として利用していた男を『Ａ』と呼んでいたからだ。しかし、『Ａ』はもうこの世に存在しない。始末してしまったからだ──彼女は『Ａ』に恐怖感を与えることでコントロールしていたのだが、それはあまり賢かしこい選択ではなかった。結果として始末するしか方法がなかったのである。

　人間は時として非ひ論ろん理り的てきな行動に出る。それを彼女は学習していた。

「で、どうなんだ？」威圧的な口く調ちようで尋たずねた。

「恐らくですが、実在しないかと」

「恐らく？」彼女は男に詰め寄った。

「い、いえ……ほぼ間違いないと思います」

「断定はしないのか？」

　イライラしながら彼女は男の肩に手を置いた。このまま壊こわしてしまおうかと思ったが、利用価値があるうちは生かしておくのが彼女の流りゆう儀ぎだ。

「苗みよう字じがわからないとのことでしたので、名前のみで調査するしかありませんでした。その結果、合致したのが三人。ですが、容姿の特徴から考えると該当者はいないのではないかと」

　しばし間があってから、

「わかった」彼女はそう返答し、踵きびすを返した。

「あ、あの……ちょっと」男が慌てたように追いすがってきた。「ほ、報ほう酬しゆうは？」

「ああ、それか」

　彼女は懐ふとろから財布を取り出した──よくある男物の長財布だった。男が意外そうな目で彼女の手元を見ていた。

「足りるか？」

「……約束ではあと二枚ほどなんですが」

　男は周囲の視し線せんを気にしながらつぶやいた。まさか、こんな場所で渡されるとは思っていなかったのだろう。

「そうか」彼女はさらに二枚抜き取った。手渡す。「では」

「あ、はい……」

　男は軽く会え釈しやくを残すと足早に去っていった。わかりやすい男である。

　彼女は人間を利用する場合、金を使う。

　金を使った方が、スムーズに計画を実行に移すことができるし、腕のある人材を集めるのにも適している。彼女は短期間の間に人間社会の仕組みと金の有用性を学んでいた。

　ただ、たまに法外な金きん額がくを要求してくる者がいたり、口先だけで実行力も特殊な能力も備えていない人材に当たったり、中には身体からだを求めてくる輩やからもいる。そういうときは力を使うことも止やむを得ない。

　彼女は男の姿が完全に見えなくなったのを確かく認にんすると、駅ビルの二階にある私鉄の電車乗り場に向かって歩き出した。ホームへと続くエスカレーターに乗り、後方の巨大なスクリーンを眺めながら、明日あしたの予定を頭に呼び出す。

　不安要素はいくつかあったが、危き機き感かんはまったくない。これまでにも似たようなケースがあったからだ。それに不安要素があるにしても、それはあくまで計画を実行に移す上で支障を来きたす可能性があるものだ。どのような危険があったとしても死ぬことはない。

　彼女のボディは人間の女のものだ──男の方が身体能力という点では勝まさっているが、それに気づいたのはこの世界にやって来てだいぶ経たったあとだった。

　この自由度の低い世界で己おのれが存在するためには『器うつわ』が必要不可欠だ。物理的制約を許容しなければ世界に適応できないというのは、非常に不便であったが、実は利点もいくつかある。

　一つは──死ににくい、ということだ。

　敵がこの利点を生かし、いくつもの世界を転々としていることを彼女は知っていた。

　そして、付け入る隙すきがあることも知っていた。

　彼女の目的は反逆者を狩ることだ。

　全体の意思にそむく者を野放しにしておくことはできない。特に今回の相手は先々、脅威となりかねない──それだけの素質を持っている。速すみやかに消去しておくべきなのだ。

　放っておくのは危険だと本能も訴えている。ほとんど嫌悪に近い感情だ。もしかすると、一番の理由はそれかもしれない。

　しかし、反逆者を狩るのは容易なことではない。

　確かく実じつに狩るためには、世界と世界を繫つなぐ『溝』と呼ばれている空間にいる同種に助けを借りなければならない。それもピンポイントで待ち伏せしなければ仕留められないし、だからといって仕留められるとも限らない。そもそも、そこまで持っていくためには最低でも『器』を破は壊かいする必要があった。『器』は本体を守る殻なのだ。

　ただ、今回は『器』を破壊するだけで任務は完了する。

　ターゲットが転移してまだ間もないからだ。

　そして、彼女のような『駒こま』が格上の同種を狩るには今が好こう機きなのだった。それでも可能性は低いのだが、彼女の力を使えば決して不可能なことではない。

　三番ホームからちょうどやって来た急行に彼女は乗り込んだ。

　シートに腰掛けると同時に電車は走り出した。

　電車がぐんぐんスピードを上げていく。

　彼女は街に点在する明かりを眺めながら、思考作業に没頭した。

　ふと、自分は何者なのかを考える。

　それは最近の彼女のテーマとも言えるものだった。

　この世界に来るまでは考えもしなかったことだ。

　何な故ぜこのような内面的思考作業に執着するようになったのか？

　これは──退化だ。

　彼女はそう断言することができた。

　レベルを落としているのだから退化に違いない。

　これは彼女にとって許せないことだ。

　弱くなっているようで気に食わない。

『次は東ひがし本ほん上じよう、東本上。お降りの際にはお忘れ物の──』

　車内アナウンスが流れた。

　そのうち電車がスピードを落とし始めた。まだ降りる駅ではない。

　停車し、まばらだった車内に若じやつ干かんの人が流れ込んできた。

　彼女は目を閉じた。

　一いつ瞬しゆん、周囲から人が消え失うせたような錯さつ覚かくを覚えた。

　自己の精神の波形が乱れる。

　急に自分がどうしようもなく無意味な存在に思えてきた。

　環かん境きようのせいだろうか、ここのところ精神の一部が不安定な気がする。自分たちは人間と比べるとはるかに高度で合理的な存在だ。しかし、絶対的な強さを持っていると同時に絶対的な弱さも抱えている。

　単独で生きていけるはずなのに、未いまだにそれが実現できていないのだ。

「…………」

　周囲が騒さわがしく感じた彼女は、目をおもむろに開いた。

　向かいのシートに顔を真まっ赤かにさせた酔っ払いの中年男性三人組が、何が面おも白しろいのか手を叩たたきながら笑い声を響ひびかせている。その隣となりに座っている女性二人組みが嫌悪感丸出しの顔で、だが非ひ難なんするわけでもなく何事かささやきあっていた。

　彼女は雑音を遮断し、静かに目を閉じた。

　どうして人間は馴なれ合あいを好むのか。

　どうして自力で生きることを選択しないのか。

　それが彼女には理解できない。

　何故こういった疑問が湧わいてくるのかも理解できない。

　やはり、このような不自由な世界にいるからいけないのだ。

　このままでは、自分は今まで以上に退化してしまう。

　一刻も早く戦いを終わらせなければならない。

　そして──先へ、もっと先へ進むのだ。

　単なる『駒こま』にすぎない自分にだって可能性はあるのだから。




　彼女は自分が孤独であることを知らない。

　しかし、それを知ったところで考えを変えるつもりはないだろう。

　欲するは絶対的な強み。それ以外にない。

　ゼロでもあり無限でもあるがために抱えた脆ぜい弱じやくな精神。

　これをいかにして克服するか？

　全すべてはそこから始まったことなのだ。
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　その日の放ほう課か後ご、キリコは羽は沢さわ高校の図書室で読書に精を出していた。

　机の上に積つみ上げられた本の数は、尋じん常じような量ではない。室内にいる幾人かの生徒たちは一様に目を丸くしており、「何の冗じよう談だんですか？」とでも言いたげな顔つきで、しかし、触らぬ神に祟たたりなしといった感じで誰だれもが傍ぼう観かん者しやに徹てつしていた。

　キリコは一冊の本を平均三十秒で読み切ってしまう。速読術を駆使しても不可能な領域だ。今日きようはすでに五十冊以上を消化している、それも三十分ほどの短時間でである。

　読む、読む、読む、ひたすら読む。

　ページをめくる速度は人間以上──キリコは今まさにマシーンと化していた。

「…………」

　ふと、右指に違和感を覚えたキリコは席を立った。そして、積み重ねた本を置きっぱなしにして図書室を出ていく。ドアを閉めたところで、本を棚に戻さなければならないことを思い出したが、まあいいか、と思いそのまま廊下を歩き出した。最近、毎日のように智とも季きから後片づけのことで注意を受けるのだが、なかなか習しゆう慣かんが身につかない。

　キリコは指ゆび輪わに導みちびかれるままに廊下を歩いた。

　智季の指輪が力場を発生するのはお互いの距きよ離りが百メートル以上離はなれたときだ。

　渡り廊下を抜け、西校舎に入った。智季はこの西校舎の四階あたりにいるようだった。

　智季は授業が終わるとだいたい真まっ直すぐ帰宅するのだが、教師や友人に呼び止められたり遊びに誘われたりすると、どうもそういうわけにはいかなくなるようだった。なるべくキリコを優ゆう先せんするように彼は動くが、周囲の人間に違和感を与えないためにも適度に付き合う必要があるらしい。

　この学校という空間では、彼自身の意思とは無関係に学校側が定めたカリキュラムというものがあって、キリコもそれに沿って動かなくてはならない。ただ、これは予あらかじめ知っておくことができるため、突発的な移動を強しいられることが極端に少ない──彼女としては予定が事前に計画されていた方が動きやすいので、これは非常に助かる。頭の中にはすでに一週間分の時間割が記き憶おくされていた。

　しかし、予定外なことも起きる。そんなときのため、二人は昼休みと放ほう課か後ごの二回、必ず屋上で待ち合わせをするようにしていた。キリコがいくら呼びかけても智とも季きのリアクションはイエスかノーだけだ。それだけで上う手まくいくこともあるが、実際に会って話さなければわからないこともある。

　今日きようは教師に用事を頼まれたらしく一時間ほど帰るのが遅くなるということだった。

　キリコは西校舎の一階から階段がある方へと歩いた。それまで雲に隠れていた太陽が窓を貫き廊下に差し込んできたが、特に気にせず廊下を歩き続けた。

　彼女は物理的な空間を移動する、ということにそれまで馴な染じみがなかった。

　自分が生まれた世界は自由だったから。

　合理性を重視した無む駄だのない世界だったから。

　物理的な制約を排除した世界では精神活動にのみ没頭すればよい。

　それに比べてこの世界の人間たちはどうか？

　向かう先は自分たちと同じのような気がするが、発展途上であることには違いない。

　しかし、この身体からだ全体にまとわりつく重い感覚は何なのだろうか。

　やはり、束そく縛ばくされているからだろうか、それとも『器うつわ』に問もん題だいがあるのか。

　過か激げき派はの連中が躍やつ起きになる理由もわからないでもないな、と彼女は思った。

　それでも──キリコは人間にある種の期待感を持っていた。

　意見が対立したのはそのせいだ。

　追われる身になったのも同じ理由である。

　どちらにしろ、結けつ論ろんを出すのはまだ早計──彼女はそう考えている。

「ねえねえ、ちょっとキミ」

　男の声が廊下に響ひびき渡った。

　高くもない、低くもない、何の特徴もない声だった。

　キリコは現実世界にピントを合わせた。

「あ、ごめんね。ナンパじゃないから安心してね」

　胡う乱ろんな男だった。

　顔が笑っていて細長い眉まゆ毛げは下がっている。目も細いが二ふた重え瞼まぶたなので目つきは悪くない。男は、紫むらさき色いろのメッシュが入った黒い髪の毛を搔かきながらこちらに接近してきた。

「何の用？」腰に手を当て直立不動の姿勢を崩す。

「キミさ、アロマテラピーとかに興きよう味みない？」

「あろまてらぴー？」聞き覚えのない言葉だった。「いえ、そもそも知らないわ」

「え？　マジで知らないの？」

　男は驚おどろきに満ちた顔で、「なるほどね～」と、意味ありげにうなずいていた。

　違和感──キリコは男の口元が一いつ瞬しゆん、歪ゆがんだのを見逃さなかった。

「それで、あろまてらぴーがどうかしたの？」

　男の口く調ちようがはっきりしないため、『あろまてらぴー』を正せい確かくに発音することができない。

「ごめんごめん、説明が遅れたねー。僕はアロマテラピー研究会の会員をやっててね、こうやって放ほう課か後ご、暇ひまそうにしてる人たちに声をかけて会員を集めてるんだよ。いやー、もう何ていうか必死でさあ。ほら、部に昇格しないと部費が入んないからね」

「そうなの」

　常人ならば、この時点で怪しさ百パーセントを軽く振り切って、何か別の思おも惑わくがあるとしか考えないのだが、キリコには一般常じよう識しきが備わっていない上に、人間が平気で噓うそをつくことを知らない。さらに彼女は、『あろまてらぴー』なる未知の言葉に完全に気をとられていた──もちろん、先ほど感じた違和感のことは忘れていないので警けい戒かい心しんは完全に解いていない。

　しかし、『あろまてらぴー』とは一体、いかなるものなのか？

　知的好奇心旺おう盛せいな彼女はそればかりが気になっていた。

「興きよう味みあるなら、とりあえず部室に来てみない？　ああ、大丈夫。半分以上は女子で構成されてるからさ。あ、時間の方は平気だった？」

　男が爽さわやかな笑え顔がおを振りまきながら勧誘を推し進めていく。

「少しだけなら構わないわ」

　幸い、智とも季きとの約束まであと二十分ほどある。それに『あろまてらぴー』の誘惑には逆さからえなかった。特に語感の響ひびき具合が絶妙なのだ。よくわからない理由だった。

「ホント？　それじゃあ、行こうか」

「ええ」

　促うながされるままに移動を開始する。

　とりあえず『あろまてらぴー』が何なのかわかったら帰ろう、とキリコは思った。
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　その頃ころ、智季は西校舎の四階にある資料室にいた。日が差し込むのは廊下側の方なので、室内は熱ねつがこもっておらず、窓から入ってくる風も涼しげだった。

「天あま谷や君、終わった？」

　巨大な事務用ロッカーの向こう側から姉あね崎さきの声が聞こえてきた。

「だいたいね。そっちは？」

「わたしもあと少しで終わるから、ちょっと待ってください」

「手伝うよ」手に持っていた色あせた冊子を棚に戻しロッカーの裏側に回る。「何かすっごく狭いね、ここ」

「そうだよね。わたしは小さいから大丈夫だけど……あまり無理しないでもいいですよ？」

　姉あね崎さきが薄うつすらと笑えみを浮かべた。

「んー、でもオレの方は特にすることないし」

「あ、だったらこれを反対側のロッカーに入れといてください」

　ロッカーの上に不安定な角度で置いてあった小さな箱を、姉崎が背伸びをして片手で引き寄せ両手で抱え、智とも季きの目の前に差し出してきた。片手で受け取ろうとしたが、意外と重かったので結局もう一方の手も使った。

「……何だこれ？　変なのが入ってるけど？」

「土ど偶ぐう？」姉崎が智季の肩越しに覗のぞき込んできた。

「土偶……っぽいな。日本史あたりの資料かな。まあ、ガラクタだよな……」

　後ろにいる姉崎を気にしながら狭い通路から抜け出す。女の子はいつもいいニオイがしすぎるので困る。しかも、作業をしていたせいか姉崎は微妙に汗ばんでいて、絶妙にいやらしい香りがするのだった。

　智季は受け取った箱をロッカーの中に仕し舞まい込んだ。これは、あとで担任に報告しておくべきだろう。そう思いながら閉まりの悪い扉を力ずくで閉めた。

　二人は、部活動をしていないという理り不ふ尽じんな理由で担任教師から資料室の整せい理りを命じられていた。本当は一人では無理だから資料室まで教材を運ぶのを手伝ってくれと言われただけだったのだが──とっ散らかった資料室の惨さん状じようを懸け念ねんした担任様が、「これは少し整理しといた方がいいな」と、気まぐれなことを言い出した。しかも、自分は職しよく員いん会かい議ぎがあるとかないとかでとっとと退場。結局、二人でやることになった。

　最初、智季は早々に試合放棄することを提案したが、「どうせ、わたし暇ひまだからやりますよ」と、姉崎がこちらの意図を解さず一人やる気を出した。そんなことを言われては男としては任せっ切りで帰るわけにもいかない。ないやる気を根性で絞り出した。

　しかし、智季は内心ではホッとしていた。

　姉崎は、先週の土ど曜よう日び、四人で街に遊びに出かけた日以来、智季に対して積せつ極きよく的てきに話しかけてこなくなっていたのだ。特に一対一で対話をする機き会かいが極端に減った──目に見えてわかるほどにである。いよいよ嫌われたかな、と思ったが、ここでの様よう子すを見るにどうやらそういうわけではないらしい。

　それにしても、いよいよもって姉崎の考えていることがわからなくなってきた。と、同時に微み塵じんも付き合う気がないくせに、彼女に嫌われることを極端に恐れている自分がどうしようもなく卑ひ怯きよう者ものに思えた。その上、どちらにしろキリコのことがあるから今は付き合えない、などという自分の意思とは無関係な外部からの理由で自分自身に言い訳して、それで納得しようとしている。

　それだけではない。

　智とも季きは今の状況を作った原因を全すべてキリコに押しつけようとしている。

　自己解決を図ろうともせず、全てをうやむやにしようと考えている。

　自分は、集団の中に身を投じつつも、本当の意味では誰だれとも関係していない。

　近づきすぎて傷つくことも、一人で孤独に苛さいなまれることも、どちらに転ぶことも恐れている。

　誰とも関係せずに生きていくことなど不可能だということぐらい知っているはずなのに。

　何者にも影えい響きようを受けずに生きていくことなど不可能だということぐらい知っているはずなのに。

「終わったよ」

　姉あね崎さきがふぅ、と小さく息を吐き出しながらハンカチで額ひたいの汗を拭ぬぐっていた。

「あ、帰る？」

「うん、もう時間も時間だし」

「そうだね」

　智季たちは資料室の窓を閉めて西日の差し込む廊下に出た。

「……ん」

　鍵かぎをかける姉崎の後ろ姿を眺めていると、突然シルバーリングが収しゆう縮しゆくし始めた。どうやらキリコと離はなれすぎたらしい。先ほど、この資料室に足を踏み入れたときもわずかに反応があったのだが、そのときはすぐにおさまった。今度は少し長い。

「どうかしたの？」

　姉崎がこちらを見ていた。やや挙きよ動どう不ふ審しんに映ったのかもしれない。

「あ、いや。何でもないよ」

　そう言って廊下を歩き出す。移動すれば反応もおさまるだろう。

　オレンジ色に染まった廊下を姉崎と並んで歩く。

　と、階段に差し掛かったとき、

《智季、用事は済んだ？　済んだのなら、今すぐに北校舎の一階廊下に来て欲しいの。急いで》

　キリコからの連絡だった。

　何だか胸むな騒さわぎがした──彼女の口く調ちようがあまり思わしくないように感じられたからだ。普ふ段だんあれほど冷静な彼女だから、なおのこと心配だった。智季は右手をポケットに入れた。

「あの……天あま谷や君。このあと予定ある？」

　姉崎が控え目な口調で尋たずねてきた。逆光で彼女の表情はよくわからなかった。

「ごめん、用事があるんだ」

　迷わずそう口にすることができた。

　今の智季は何があろうともキリコを優ゆう先せんしなければならない。

　それがもっとも現実的な選択だ。

「あ、そうなんだ。じゃあ、わたし……先に行きますね」

　姉あね崎さきの申し訳なさそうな表情が頭に焼きついてなかなか離はなれなかった。
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　北校舎は西校舎よりはいくらか涼しかった。

　智とも季きは、足早に廊下を進んでいき、北校舎の上手にある学食へと続く通路に出るための出入り口付近でキリコを見つけた。彼女は腕組みをして壁かべにもたれかかっていた。

「来たわね」

　あたりにひと気は感じられない。北校舎は特別教室が並ぶ棟とうだから当然といえば当然だ。

「何かあったのか？」

「ええ、歩きながら説明するから」と、言ってキリコは学食の方に向かって歩き出した。

「学食はもう閉まってるだろ？」

　そう進言するがキリコは淡たん々たんとした口く調ちようで、

「違う」と、返してきた。「学食の裏手に行くのよ」

「はあ？　何で？」

　学食の裏手は搬入口になっていて車が数台止められるスペースがある。

　その先は林だ。特に何があるわけでもない。以前、クラスメイトに聞いた話では、林を抜けると崖がけがあって、その下を流れの速い川が流れているということだった。

「まさか、誰だれか待っているのか？」

「智季と会う数十分ほど前にある男と遭そう遇ぐうしたの」キリコはこちらの問いかけを無視して話し始めた。「その男は巧みな話術で私をこの建物の裏に誘い込んだの」

「は？　お前、ナンパされたのか？」

「智季の言っていることはよくわからないけれど、とにかく私はその男の誘いにまんまと乗ってしまったわけよ。今考えてみると愚かだったと思うわ」

「お前、簡かん単たんに誘ゆう拐かいされそうだな……」超不安になった。「にしても、校内でナンパなんてやるアホな奴やつがうちの学校にいるかぁ？」

　生徒の数が数だからそういった軽けい薄はくな人間がいたとしてもおかしくはないが、智季は入学してからこれまで、校内で黒い噂うわさを聞いたことがなかった。羽は沢さわ高校はここ数年、表立って不祥事が起きていない──ごくごく平均的な高校のはずなのだ。

「で、肝かん心じんな話、お前その男に何かされたのか？」

「彼は私の両肩を強引に摑つかみ、一言こう言ったわ。『やらせろ』と」涼しい顔で説明した。

「……直球じゃねーか。バカだろ、そいつ」

「言動と行動から身の危険を感じた私は、手を振ふり解ほどき、全力で突き飛ばしてやったの。そして、蹴けった。十五回ぐらい蹴ったわ」

「……十五回も蹴ったのかよ。ま、当然の報むくいだな。そんなアホたれは」

「ええ、私もそう思うわ。しかし、その後──問もん題だいが発生したの」

　キリコはそう言って前髪を払った。

「問題？」

　智とも季きがそう疑問の声を上げたとき、学食の裏手に出た──と、そこでキリコが立ち止まり、

「あれを見て」彼女は林の手前にある茂みを指差した。「どうした方がいいと思う？」

「あれって……」

　智季は茂みに接近し、その中に横たわっている男を凝ぎよう視しした。顔は腫はれ上がっていて、部分的に痣あざができていた。シャツとズボンがところどころ破けているのが目に入る。気を失っているように見えたが、傍はた目めには生死が確かく認にんできない──確認する勇気もなかった。

　血ちの気けが引いた。

「……ま、まさか殺したのか？」

　言葉に出してみると現実味のある想像が瞬しゆん時じに脳のう裏りを過よぎった。

「そのつもりで蹴ったのだけれど、しつこいことにまだ息があるわ」

「お前なあ……」智季は表情を強こわ張ばらせながら叫んだ。「どういうつもりなんだ、お前は！　ていうか、犯罪じゃねーか。どうすんだよ！　だいたい、こういうことはやんないって自ら宣言したじゃねーか！」

「私は、私の身を守るためにこうした。ただ、それだけよ。自分の身が一番大切」

　キリコは冷淡な態度を崩さない。崩したことは今までに一度もない。

「一応、正当防ぼう衛えいだろうけど……これじゃあ過剰防衛だ」

　もはや怒る気にはなれなかった。それにいくら怒っても無む駄だだ。

「じゃあ、元に戻せばいいのね？」

「元に戻す？　そんなことできるのか？」

「できるわ。力を使えばね」そう言ってキリコは指先に例の『歪ゆがみ』を発生させた。「私たちが行使できる力に『復元』の作用を与えるものがあるの」

「復元ってことは、壊こわれたものを元の状態に戻せるわけか」

「平たく言えばそう。ある種の保存則を破った非対称性の性質を備えた力と言えるわね」

「よーわからんが、とにかく頼むぜ」男から顔を背そむけながらキリコに向き直る。「治したらとっととこの場を去ろう。どうせ、こいつが悪いんだし」

「わかったわ」

　キリコはうなずきながら地面に片かた膝ひざをつき、男の身体からだに片手を伸ばした。

　早くも紫むらさき色いろに変色している、過剰に腫れ上がった顔が局所的に歪んだ──顔が、というよりは空間を含めた一部が歪んでいるような感じだった。

　しかし、歪ゆがみはすぐに消失した。

「ダメね」キリコが男に視し線せんを落としたままつぶやいた。

「……何がだ？」

「力が使えないみたい」

「どうしてだよ？」

「猫の身体からだに転移してしまったから。私の精神が分裂しているから。転移してまだ日が浅いから。考えられるのはこの三つぐらい」

　智とも季きはしばし思案し、

「それって原因がその三つのうちのどれであろうと、解決は難むずかしいってことじゃないのか？」

「その通りよ、どうしようもないわ」

　あっさりと言い捨てるとその場で立ち上がった。何の感慨もないかのようだ。罪の意い識しきさえも。彼女に人間性が欠如しているのは、人間ではないのだから当たり前だが、智季には良心がある。直接手を下したわけではないが、罪悪感もある。

「智季、下がって」急にキリコの顔が険しくなった。

「どうした？」

　智季はキリコの忠告に従わず一歩前に出た。彼女は無残な姿で転がっている男の全身を神妙な顔つきで眺めていた。

「この男から──人間の認識能力では知覚できないものを感じる」

　吐き出した言葉と共に智季の意識の中に彼女の緊きん張ちようが伝わってきた──ように思えた。

「どうして今まで気づかなかったのかしら。智季、少し下がって、危険があるかもしれない」

「ああ……」言われるままに智季は一歩後ろに後退した。「それで何があるんだ？」

「馴な染じみ深いもののような気がするけれど、詳細はわからないわ。でも、もしかすると同種の仕業かもしれない」

「──どういうことだ？」

「この男、最初から怪しかったのよ。質問の内容も妙だった。私から何らかの情報を引き出そうとしているように感じられた」

　男は下心があってキリコに近づいたわけではない？

　別の目的があった？

　キリコから情報を聞き出すため？

　男は利用されていた？

　誰だれが男を利用していた？

　キリコを知っている人物がいる？

　彼女を追っている敵？

　様々な疑問が浮かんでは消えていく。どれも推測の域を出ないものだった。

《智とも季き、黙だまって私の言うことを聞いて》

「ん？　急にどうしたん──」キリコのしなやかな手が智季の口をふさいだ。

《喋しやべってはダメ。可能性は低いけれど、何らかの方法で会話が盗み聞きされているかもしれないわ。私とあなたの関係を同種に知られてはいけない。智季は私にとっての弱み。あなたが死ねば私も死ぬ。彼らは人を殺すことに躊躇ためらいなど持っていないのだから》

「…………」

　無言でうなずく。

《間接的に接触してきたという事実から、私たちが二人でいるところはすでに目もく撃げきされている、と考えられる。今、私たちが注意すべきなのは、これ以上、相手に情報を与えないこと》

「…………」

　智季は再び黙もくしたままうなずくと、ケータイをポケットから取り出し、メールを打った。そして、それを誰だれに送信するでもなく、ディスプレーの文字をキリコに見せた。

「一いつ旦たん、この場を離はなれた方がいいんじゃないのか？」という内容だった。

　キリコは自分の髪を撫なでながら返答してきた。

《敵は一人とは限らない》

　下へ手たに動かない方がいいということだろうか？

　では、どうするつもりなのか？

　智季はキリコの指示を待った。

《やはり──どこまで情報を探られているかが問もん題だいね。もっとも最悪なケースは、私たちの関係が知られていることだけれど、それはまずないでしょう。智季が我々の存在を知っていることに関してはそれほど危険視されないはず。同種たちは普通の人間になど興きよう味みはない。標的は私だけ》

　智季は首肯し、再びメールを打った。

「どちらが狙ねらわれるにしても、オレたちは離れられない」

《そうだったわね。どうしたものかしら》キリコが頭を搔かく。《ひとまず、この男から感じる違和感の正体を確たしかめてみるわ。それから、相手の出方を見ましょう。もしかしたら、全すべて私の思い過ごしかもしれない》

　だといいんだけどな──そう思いながら智季は提案を受け入れた。

　キリコが茂みの中で横たわっている男の方へと向き直り、膝ひざをついた。

　そして、丹念に男の身体からだをまさぐり出した。

　何とも言えない光景が目の前で展開され、思わず智季は息を吞のんだ。

　と、急にキリコが動きを止め、おもむろに右手を広げ、その手のひらを見つめた。

　次の瞬しゆん間かん、何の前触れもなく指先に歪ゆがみが発生し、キリコの右手全体をぼかした。彼女は数秒間、何かを考えるようにして自分の手を見つめていたが──そのうち結けつ論ろんを導みちびき出したのか、機き械かい的てきな動作でその歪ゆがんだ手を男の身体からだに差し向けた。

　徐じよ々じよに接近し、男の胸元に指先が触れた瞬しゆん間かん──

　パーン、という耳をつんざくような激はげしい破裂音が周囲に響ひびき渡った。

　智とも季きは咄とつ嗟さに両手で耳をふさぎ、その場にかがみ込んだ。

「──痛っ！」

　頰ほおに何かが当たった。

　目を細めたままあたりを見回すと、コンクリートの地面に無数の穴が開いていた。

　破裂音はどうやらコンクリートが弾はじける音だったらしい。何が起きているのだろうかと頭の片かた隅すみで考えるが、それ以上、その奇妙な現象を観かん察さつする余裕などあるはずもなく──自分の命の心配をするだけで精一杯だった。

　智季は恐る恐る顔を上げた。

　地面にいくつもの亀き裂れつが入っている。

　まるで大だい地じ震しんの直後であるかのように。

「なあ、今のは一体──」

　智季はキリコの状況を確かく認にんし、言葉を失った。

「……迂う闊かつだったわ」

　巨大な球形の歪みがキリコの全身を包んでいた。

　自然現象ではないだろう、こんなものは見たことも聞いたこともない。

　その不ふ可か思し議ぎな光景からは一切、現実味は感じられなかった。

　わかるのは、それがキリコの使う『歪み』の力に酷こく似じしているという一点のみ。

　キリコの傍かたわらには先ほどの男が横たわっていたが、こちらには目立った変化はなかった。

　異常な屈折を起こしたその空間は触れただけで皮ひ膚ふを切り裂くのではないだろうかと思えるほど、激しく揺れ動いていた。心なしか先ほどから呼吸がしづらいような気がする。これもあの歪みが原因だろうか。空気の密度を変化させるほどに？

「お、おい、キリコ！　大丈夫か！」

　思わずそう叫んでいた。それは彼女の身を案じて、というよりは得体えたいの知れない敵を退しりぞけるための切り札を失うことに対する恐怖感だった。

　どのくらいの時間が経たっただろうか。

　徐々に空間の歪みが弱まってきた。

　湾曲した空間は正常状態に戻りつつある。

「大丈夫か？」

　歪みがおさまり、キリコの姿がはっきり視認できるようになったのを見計らって智季はキリコに駆け寄った。

「……まさか、こんな単純な罠わなに引っかかるとはね」

　キリコは右肩を抑えながら地面に両りよう膝ひざをついていた。外傷はどこにも見当たらなかったが、何らかのダメージを受けているのはたしかなようだった。

「な、何か仕掛けてあったのか？」

「見ればわかるでしょう……」

　痛みに耐えながらどうにかして立ち上がろうとするが、すぐに膝をついてしまう。口く調ちようにもいつもの覇は気きが感じられない。あの自信に満ちた表情は完全に失われていた。

「立てないのか？　どこをやられたんだ？」

「どうやら……身体からだの内部に直接働きかけるような力だったみたい。右腕全体と……あと内ない臓ぞうの一部が損傷してしまったようね。もっと状態は悪いかもしれない」

　そう言いながら再び立ち上がろうとする。緩かん慢まんな動作で。

「おい、無理するな」智とも季きはキリコの身体を両手で支えた。

「無む駄だだ。その『器うつわ』はじきに機き能のうを停止する」

　背後からの声に智季は敏感に反応した。

　俊しゆん敏びんな動作で後ろを振り返る。

「やっぱり……あんたの仕業だったのか」

　建物の陰から現れた女子生徒の姿を認めた智季は低い声でつぶやいた。

　須す藤どうみゆきは、何の感情も抱いていないような態度で静かに佇たたずんでいた。

「我々の正体を知っている人間がいるとは驚おどろきだ」

「……お前……キリコに何したんだ」

　智季は恐る恐る尋たずねた。

「キリコ？　ああ、この世界での名前か」

「あんた……須藤みゆきだよな」

「その名は、この『器』のものだ。我々には名前などないが、人間に区別させるために『リトス』という名を使っている。もっとも貴様に知る必要があるとは思えないが」
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　リトスと名乗った女（もっとも、女かどうかはわからないが）は男性的な威圧的な喋しやべり方で智季に迫ってきた。

《智季、何も喋らないで。私は大丈夫。あなたや彼女が思っているほど私はダメージを受けていないわ。それより、相手は油断している──今は相手の情報を少しでも多く得る努力をしなさい》

　その言葉を聞いて智季は少しだけ冷静さを取り戻した。

　キリコが強がりを言っているとは思えない──つまり、本当に大丈夫なのだ。彼女は反はん撃げきの機会を窺うかがっているに違いない。

「思った通り、この世界に完全に定着できているわけではないようだな」

　リトスが距きよ離りを保ったまま淡たん々たんとした口調で言った。

「さっきのは、あなたの固有の力かしら？」

「そうだ。力に反応して『破は壊かい』の作用を与えるものだが──実はあまり使い勝手は良くない。だが、貴様は、まだ完全に力を操あやつることができない。感知能力も低い。だから、単純な偽装にも気づかなかった。今を狙ねらって正解だったぞ。この世界に完全に定着したお前を相手にするのは少々──いや、勝ち目がない」

「あら……それは褒ほめているの？」

「貴様、やはり同種とは思えぬ。異端だな……」

　智とも季きは固かた唾ずを吞のんで二人の会話の行く末を見守っていた。同時にリトスの一挙手一投足に注目することも忘れなかった。

「私のことを知っているようね」キリコが右腕を抑えたままつぶやく。

「強者の精神波は全すべて記き憶おくしている。しかし、転移状況が悪いせいか微弱な信号しか感知することができなかった。確かく信しんを持ったのは貴様が力を使ったとき──その瞬しゆん間かん、はっきりとわかった。貴様が何者なのかをな」

「人間まで利用してご苦労なことね。いいわ、褒めてあげる」

「強がりはよせ。もはや立ち上がることすらできないはずだぞ？」

　リトスが冷静に告げた。もはや構えを解いている。

「それとも、止とどめを刺して欲しいのか？　いずれにしろ、もうその『器うつわ』は機き能のうしない」

「あら、本当にそう思っているの？」

　余裕ある態度でキリコがその場をすくっと立ち上がった。

「本当に？」

　キリコは同じ声の調ちよう子しでそう繰くり返した。威圧感があった。

《智とも季き、今すぐ後ろに下がって》

　声が聞こえた。

　智季は彼女の意図を読み取った。さりげない動作で後退する。

　キリコは風になびく黒髪を押さえつけながら対たい峙じする女を睨にらみつけた。

「貴様……まさか余力が残って──」

　リトスが何か言いかけたとき、彼女が立っている数センチ後ろの地面が弾はじけ飛んだ。

　コンクリートの破片が上空へ、打ち上げ花火のごとく飛んでいく。

　その数秒後、舞まい上がった破片が地面に次々と落下してきた。

「五パーセント」キリコが指を立て、リトスを指差した。「今の私は、この程度の力しか行使できない。だが──雑ざ魚こには十分。あなたは所しよ詮せん『駒こま』なのでしょう？」

　威圧的な口調で質問する。気の利いたセリフだと智季は思った。

「なるほど」リトスはそれでも顔色を変えなかった。「予想外だ。まさか、これほど力の差があるとは思ってもみなかった──」

　無表情にそう言い放つと、キリコの立っている地面付近に局所的な湾曲を発生させた。

　その歪ゆがんだ地面に大きな亀き裂れつが入り、心しん臓ぞうを圧迫するような強烈な破裂音が生じた。

　ほぼ同時に、ヒュン、と建物に反はん響きようした破裂音が智季の鼓膜を震ふるわせた。

　そして、歪みがおさまったときにはもう──

　リトスは消えていた。

「逃げた──ということは単独による犯行と見てよさそうね」

「……何なんだよ……一体」

　智季はその場に座り込んだ。足が竦すくんでいることに今更のように気づいた。

　日常を逸いつ脱だつした一連の出来事が全すべて夢のように思えてならない。

「休んでいる暇ひまはないわ。あとを追うわよ」

「……追う？」智季はのそのそと立ち上がった。

「『器うつわ』を破は壊かいすれば相手も出ていかざるを得ない。彼女にはこの世界から去っていただくわ」

　さも当然のように言った。身体からだの方は本当に何ともなさそうだ。

　キリコの機き械かい的てきなロジックが今は頼もしく感じられる。

　いつも通りとは言えないが、恐怖感がいくらか薄うすれ、気持ちが落ち着いてきた。

　智季はリトスが立ち去った方向を見つめながら、

「……でも、学外に逃げられたんじゃ探しようがないんじゃないのか？」

「問もん題だいない」

「……あ、もしかして、例の信号で居場所が？」

「それは無理な話ね。あれは人間で言うところの姿形を示すもの、精神体である私たちの本質を一定の波形の精神波として具体化した信号──個体を区別するための信号なのよ。それは意図して発せられた信号ではない、そして、目に届く範はん囲い内ないにしか届かない」

「じゃあ、どうする」

「ここを使う」キリコは指を立て鼻先にちょんと触れた。「私は鼻が利く。聴ちよう力りよくも優すぐれている。彼女の『器うつわ』は所しよ詮せん、人間でしかない。それも女。身体能力ではこちらが圧倒的に有利なのよ。彼女のニオイはすでに記き憶おくしている」

　キリコはそこで言葉を区切り、わずかに顔を上空に傾けた。

「わりと近いわね。五十メートルほどしか離はなれていない」

「五十メートルっていうと……西校舎か東校舎の外側の通路あたりか？」

　学外へ行くにはそのどちらかしかない。校舎の中を通り抜ける方法もあるが。

「いえ、位置から判断すると建物の中。おそらく、高い位置からこちらの様よう子すを窺うかがい、そのままやり過ごすつもりなのでしょう。闇やみ雲くもに逃げるのではなく。賢けん明めいな判断ね──こちらには筒抜けだけれど」

「お前らの合理的な性格を考こう慮りよするとそれがもっともらしい行動パターンだな」

「それは言えてるわね。では、行きましょう」

「──あ、ちょっと待て。こいつ、このまま放置しといて大丈夫か？」

　智とも季きは茂みの中で横たわっている男を指差した。

「彼は他人でしょう？　どうして気にするの？」

「そりゃ、面めん識しきはないけどさ……」男の真横で膝ひざをつく。「殺人犯にはなりたくない。それに校内で騒さわぎになると厄やつ介かいだ。お前だって面めん倒どうごとは少ない方がいいだろ？」

「そういえば──人間とはそういうものだったわね。すっかり忘れていたわ」

「さて、と」智季は男の顔を軽く突っついてみた。「──ん？　何か……」

　男の顔に触れた瞬しゆん間かん、指先が熱ねつを帯びたような気がした。

「どうかしたの？」キリコが近づいてくる。

「いや、ちょっと指先に違和感が……」熱あついような冷たいような、そんな二に律りつ背はい反はんした奇妙な感覚だった。「あれ？　なあ、こいつの怪け我がってたいしたことないんじゃないのか？」

「おかしいわね。殺すつもりで蹴けったのに」

「……冗じよう談だんでもそういうことは言うな」

「もういい？」

　こちらに背を向けて立っていたキリコがそっけなく言った。

　彼女は校舎の方を見ていた。相手の正せい確かくな位置を探っているのだろう。

「ん……あ、ああ。無事ならそれでいいんだ」

　智とも季きは、「どうせ自業自得だしな」と、言い置いてからその場を立ち上がった。

「ここからは別行動にするから」

「別行動？　どうしてだよ？」

　男から離はなれ、キリコに接近する。

「私の側そばにいると巻き添えを食うかもしれない。智季には死んでもらっては困るの。だから、離れて行動する──一定距きよ離りを保ったまま。彼女と直接対たい峙じするのは私だけ。あなたは、私の指示に従って動いていればいい」

「……役立たずは引っ込んでろってことか」

「当たり前のことを言わないで」キリコがスカートを翻ひるがえしながら回転した。「あなたとは、そもそも住む世界からして違うのだから、あなたが私の役に立つはずがない。あなただって、私が役に立っているとは思っていないのでしょう？」

「……あ、ああ」

　思わぬ回答に智季は言葉を濁にごした。

　冷静な分析、酷ひどく客きやつ観かん的てきな解釈だった。

　智季は感かん情じよう論ろんでのみキリコの言葉を推し量ろうとしていた自分が恥ずかしくなった。

　しかし、それと同時にキリコの今後の行動に対する懸け念ねんが浮かんできた。

「お前、あの女をどうするつもりなんだ？　まさか……殺すのか？」

「そうしないと彼女は『器うつわ』を放棄しないと思うけれど？」

　たしかにそれはそうだと思う。

　だが、認めるわけにはいかない──完全に譲じよう歩ほするわけには。

「あのリトスっていうお前の仲間は、須す藤どうみゆきの身体からだを操あやつっているだけなんだろ？」

「仲間ではないわ。後半は、その通りだけど」キリコは視し線せんを校舎から動かさない。

「姉あね崎さきさんが言ってたよな？　須藤さん、今年に入って、急に素そ行こうが悪くなったって……それって本人の意思とは無関係ってことだろ？　あの人自身には罪はない。悪いのは全部──」

「──私は人間の味方ではない」

　キリコが智季の言葉を遮さえぎりこちらを振り返った。

　ズキリと心に染み渡る思いだった。

　しばらくお互い無言で見つめ合っていたが、そのうちキリコが、

「私は人間の味方ではない。同種の肩を持つつもりもない。誰だれの味方をするつもりもない」

　残酷な口く調ちようでそう言ったあと、「だけど──今だけは智季の味方」

「──はぁ？」声が裏返った。

「提案通り殺さず何とかしてみるわ。心しん臓ぞうが停止するようなことさえなければ、『器』の『復元』は可か能のうだと思う。それに『器』の機き能のうが完全に停止してしまったら、さすがに脱出は不可能だから──そこに活路が見みい出だせるかもしれない」

「あ、ああ。そうだな……」

　生返事をするので精一杯だった。どうして、こちらの提案を受け入れたのか──その理由を必死に考えているところだというのに、キリコはもう次の作戦に移ろうとしている。その異常なまでの切り替えの早さに智とも季きは啞あ然ぜんとするしかなかった。

「さあ、行くわよ」

　澄すました顔がそっぽを向いた。




　　＊＊＊＊




　東校舎の一階、ひと気のない廊下に智季はいた。

　時刻はすでに六時を回っているため生徒の姿はほとんど見当たらない。

　窓から差し込む夕日のせいで廊下は熱ねつがこもっていた。昼間なら窓が開いているからまだマシだが今はもう施せ錠じようされている窓が大半だった。

《彼女は、西校舎のどこかにいるようね。私は現在、西校舎の一階──彼女は上の階にいると思われる。智季は東校舎から移動しないように》

　はいはいわかりましたよ。智季はポケットに手を突っ込み合図を送った。

「にしても暑いな……」

　智季は額ひたいに滲にじんだ汗を手で拭ぬぐうとひっそりとした廊下を歩き出した。

　上の階に行こう、そう考えた。

　一階からでは他ほかの校舎の様よう子すが確かく認にんできない。キリコが定期的に連絡をよこしてはくるが、自分にできることは最大限やっておきたい──というのは建前で、本音を言えばキリコに頼りっきりの無力な自分が情けないだけだった。

　そして、悔しい。

　悔しい？

　智季は階段を駆け上がりながら失笑した。

　悔しいなんて思ったのは何年ぶりだろうか。

　母親が死んだとき以来かもしれない。

　ふと、過去の記き憶おくが如によ実じつに蘇よみがえった。

　多重のパノラマが脳裏に広がる。

　胸に強い圧迫感、物理的にではない。

　この痛みは、誰だれの痛みだろうか。

　母親の痛みではない。

　そう、自分だけが感じているものだ。

　全すべて、自己の脆ぜい弱じやくさからくるものだ。

　全て、幻想に過ぎない。

　全ては、可か哀わい想そうな自分、を守るため。

　そう、自分の本性はそれだ。

　他人のことなど一切、考えていない。

　自分を第一に考えている。

　姉あね崎さきや鉄てつ男おのことだって、それにキリコのことだってそうだ。

　智とも季きが、キリコに人を殺すなと言ったのは、自分が痛まないため──

　二階の廊下に出た。

　ふと、人の気配けはいがして、咄とつ嗟さに後ろを振り返った。

　女子生徒が二人、智季のわきをすり抜け階段を下りていった。揃そろって怪け訝げんな顔を浮かべて。

　智季は、額ひたいを手で押さえつけ大きく溜ため息いきをついた。

　体内で煮えたぎっている憤いきどおりが今にも爆ばく発はつしそうだった──それは自分に対する憤り。

　そのとき、頭に声が響ひびいた。

《────聞──る──どう──身──調ちよう子しが悪いような────あの女──所──正せい確かく──は摑つかめ──なって────おそ──器うつわ────か──────》

　キリコの意思は途と切ぎれ途切れだった。

《あ─────動き────回────い───危────》

　再び聞こえてくる理解不能な飛び飛びの音声。

　その断片的な言葉からは、彼女の意思を明めい瞭りように推測することはできそうもない。

「……どうなってるんだ？」

　智季は夕日を反射している銀ぎん色いろの指ゆび輪わに目を落とした。

　特に大きく反応しているわけではない。距きよ離りの問もん題だいではなさそうだった。

　キリコ自身の問題だろうか？

　そういえば、『器』との接触が悪い、と日ひ頃ごろから話していた。

　どちらにしても、彼女からリトスの情報を仰あおぐことはできないことになる。

　一体、どうすればいい？

　どうすればキリコと連絡が取れる？

「……くそっ、こんなときまでオレは」

　智季は下唇をかみ締しめながらこぶしを握った。

　全身を力ませる。身体からだが熱ねつを帯びる。

　だが、苛いら立だちは払ふつ拭しよくできなかった。







　智とも季きがキリコから途と切ぎれ途切れの意思を受け取る数分前──

　姉あね崎さき円まど華かは西校舎の二階を歩いていた。

　手で庇ひさしを作り日差しを遮しや断だんしながら廊下を進む。

　日差しがかなりきつい。

　円華は数十分ほど前に学校を出ていたのだが、途中で引き返してきたのだった。

　その理由は忘れ物。

　体たい操そう着ぎを持って帰るのを忘れていたのだ。

　今日きようと明日あした、二日連続で体育の授業があるので、さすがに今日は持って帰って洗わないと何かと不都合がある。夏場だからなおのことだ。

　まもなく自分の教室に到着した。

　時間も時間なので教室には誰だれもいなかった。何だか長居したくない不気味な雰囲気があったので、円華は自席の横にかかっている体操着の入ったショッパーを手に取り、すぐに廊下に引き返した。

　無人の廊下を歩く。

　階段に差し掛かったとき──下の階から見知った人物が駆け上がってきた。

「あれ、キリコさん？」階段の途中で立ち止まる。

「…………」キリコが踊り場で立ち止まった。「……ああ、あなたは」

「こんにちは、久しぶりですね。まだ学校に残ってたんですか？」

　踊り場まで下りた。キリコの前に立つ。

「ええ、用事があってね」無表情だったが、しきりに何かを気にしているようだった。

「あ、そうなんですか」

　円華は何だかホッとした。

　智季の用事がキリコに関係のあることだとばかり考えていたからだ。忘れ物をしたのは、ある意味で正解だったのかもしれない。戻ってくる間、ずっと同じような思考を繰くり返していたから──あのまま帰っていたら夜中まで泥沼の思考を繰り返していたに違いない。

「あれ？　でも、二年生の教室って東校舎ですよね？」

「…………」

　キリコは答えない。踊り場の窓を凝ぎよう視ししている。

「あ、あの……聞いてます？」

「まずいわね」口をほとんど動かさずつぶやいた。

「え？　な、何がですか？」

　癇かんに障るようなことでも言ったっけ？　円華は内心でヒヤッとした。

「何でもないわ。あなたには関係ないこと」

　そう言ってキリコが円華を見た。

　物もの憂うげだったが妖あやしい魅み力りよくで満ち溢あふれていた。

　作りたての人形のように粗あらのない美び貌ぼうが手の届くところにある。その浮うき世よ離ばなれした彼女に思わず触れたくなってしまった──同性を相手にしてそんなことを思うのははじめてのことだった。

　目の前のキリコは微動だにしない。

　静かに佇たたずんでいる。

　この人は天あま谷や君の何なのだろう──

　これまでにも何度か考えたことがあった。

　友人の山やま内うちスミレの分析によると、智とも季きはキリコに対し、家族に近いニュアンスで接しているとのことだった。自分の感情を隠すのが上う手まいから、もしかしたら別の感情を持っているかもしれないが、円まど華かが考えているようなことはないだろう、と断言していた。円華もそうかもしれない、と納得した。

　しかし、キリコの方はどうだかわからない。

「じゃあ、私先を急ぐから」

　キリコが真横をすり抜けていく。

　と、階段の途中でピタと足を止め、機き械かい的てきな動作でくるりと振り返った。そして、一言。

「忠告しておくわ──智季にはあまり近づかない方がいい」
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　毅き然ぜんとした態度で、威圧的な口く調ちようでそう言った。

　タンタンタン、とキリコが階段を駆け上がっていく。

　その後ろ姿は逆光のため、影かげしか捉とらえることができなかった。

　円まど華かはキリコの言葉の意味を解析した。

　智とも季きには近づかない方がいい→智季に近づくな→私の智季に近づくな！

　見事な勘違いにより結けつ論ろんが導みちびき出された。

　何てことだろう、キリコさんのあの捨てゼリフはわたしに対する宣戦布告だったんだ！

　円華はわなわなと震ふるえた。

　心の奥底も奮ふるえた。

　負けられない、そう思った。

　最近あえて智季にそっけなく接していたから──なおのこと燃もえた。

　魂たましいがメラメラと燃える。

　煮えたぎる。

　高揚感が全身を駆け巡る。

　円華は上うわ履ばきを鳴らしながら階段を駆け下りた。

　勢いよく、それはもう二段抜かしで駆け下りた。

　最後の四段は一気に飛び降りた。

　しかし、着地に失敗し、リノリウムの床ゆかの上をツーっとスライドした。

　あやうく尻しり餅もちをつくところだった。

　冷や汗が出た。

　ホッと安あん堵どの溜ため息いき。

　交通事故に気をつけて帰ろう、と円華は思った。







　智季は屋上へと続く階段を上っていた。

　あれから何度かキリコの意思を受信したが、周波数の合っていないラジオのようにノイズ混じり、ほとんど何も聞き取れなかった。智季は仕方なく独断で動くことにした──じっとしていると不安に押しつぶされそうだったから。

　そして、考えた末に屋上へ向かうことを決めた。

　屋上からなら他ほかの全すべての校舎が一望できるし、外の様よう子すも把握することができる。リトスが校舎の外に逃げた場合も、それを確かく認にんすることができるはずだ。

　智季は、薄うす暗ぐらい階段を駆け上がりながら自分の思いつきを内心で絶ぜつ賛さんしていた。

　何て自分は頭がいいのか。

　天才ではなかろうか。

　能動的な頭脳、誰だれにも束そく縛ばくされない自由な思考。

　ほくそ笑えみながら最後の数段を力強く駆け上がった。

　一いつ旦たん、扉の前で停止する。

　風の抵抗か、屋上の鉄製の扉は極端に重かった。

　それでも片手で開けることができた。

　たてつけが悪いのか扉は、ぎぃ、と耳障りな音を立てた。

　屋上に出る──そのとき、自分の考えがいかに浅はかであったかを思い知った。

　ちょっと考えればわかりそうなことだ。

　校舎や屋外の様よう子すを視認できる場所が、相手にとっても好都合であることぐらい。




「何な故ぜ、貴様がここに？」




　須す藤どうみゆきが──いや、須藤みゆきに転移している形のない存在が口を開いた。

　疑惑に満ちた声、だが冷静沈着で敵てき愾がい心しんは感じられない。

　灰はい色いろのフェンスに寄りかかっていたリトスが能面のような表情を維持したまま屋上の中央付近まで歩いた。

　バタン、と鉄の扉が風の力で閉まった。

　ドキッとした。

　心しん臓ぞうの鼓動が速くなる。

　強く、激はげしく、波打つ。

「解げせんな、貴様の行動は不可解だ」

　簡かん単たんにバレた。そして、勘かん繰ぐっている。

　ここへたどり着いたのは全部が全部、自分の意思ではない。途中まではキリコの誘ゆう導どうがあった。それは人間を超越した嗅きゆう覚かくと聴ちよう覚かくの恩恵。キリコは猫の肉体に転移している──リトスはそのことを知らないのだ。同様に智とも季きとキリコの置かれた特異な状況も。

　単独でここへやって来てしまったのも良くなかった。現にリトスは、智季の行動に疑惑を抱いている。このままではまずい、そう思った智季は、

「お前らはどうして人間を『器うつわ』にするんだ？　何とも思わないのか？」

　気をそらそうと、適当に質問を投げかけた。

　キリコが来るまでの我慢だ。

　時間稼かせぎをしなければ──

「骨、肉、血……」リトスは酷ひどく冷静な口く調ちようでつぶやいた。「貴様の骨は、肉は、血は、自らの手で生み出したものなのか？」

「……一体、何の話だよ？」

　不可解な発言に智とも季きは眉まゆをひそめた。

「貴様の言っていることはそういうことだ。この世界では当たり前のことだろう。狩る者と狩られる者、そのバランスで成り立っているのだ。もっとも、それを壊こわすのが人間の特徴だろうがな。貴様らはその矛む盾じゆんを許容しているのではないのか？」

「……うるせえよ」

「何を恐れている？　貴様は嫌いやなのか？　影えい響きようを与えることが、影響を受けることが？」

　リトスは、まさに智季の心理を言い当てていた。

　滞在期間が長いからだろうか、人間のことをキリコ以上に理解している。

「それが貴様の矛盾か」薄うすい唇を動かす。機き械かい的てきに。

「知るか！　そんな理屈は聞きたくないんだよ！」

「質問したのは貴様の方だ」リトスは身動き一つしない。「人間と話をしていると疲れる。余計な贅ぜい肉にくが多すぎるのだな。この会話も不毛だ」

「……不毛なのはお前らの存在じゃないか」

　そう強気で返すと──リトスが、ゆらりと前に一歩踏み出し、手を伸ばした。

「貴様、少しうるさいな。死ね」

　冷酷に告げた次の瞬しゆん間かん、伸ばした手の先端に例の歪ゆがみが発生した。

　球形の歪み、大きさはソフトボールぐらい。

　その球形の歪みが突然、彼女の手から離はなれ、空気中を伝でん播ぱして智季に近づいてきた。

　目で追えないほどのスピードで。

　死ぬな、と本能的に思った。

　咄とつ嗟さに腕で頭をかばい、目を瞑みはった。

　一秒、二秒、三秒。

　だが、いつまで経たっても痛みは襲おそってこない。

　智季は頭を抱えたまま目を開いた。

「どういうことだ？」

　リトスが驚きよう愕がくの表情を浮かべていた。

　どんなときも冷静な彼女たちにしては珍しい──それほど予想外だったのか。

　一体、何が起きたんだ？

　終始目を瞑っていた智季には何が何だかさっぱりわからない。

「……もう一度試すか」

　リトスは、そう呻うめくようにつぶやくと再び球形の歪みを発生させた。

　今度は両方の手に。

　無言で投げ飛ばす。

　再度、飛ひ翔しようしてくる無色透明な歪みの塊かたまり。

　それも二つ。

　まもなく歪ゆがみの一つが、智とも季きの腹部にぶつかり──だが、すぐに消失した。

　消えた？　コンクリートの地面さえ破は壊かいするあの歪みが？

「貴様、人間ではないのか？」リトスがだらりと腕を地面に伸ばした。「しかし、妙だな。同種ならば、この距きよ離りで精神波を感知できないはずがない」

「…………」

　智季は黙だまっていた。もちろん、智季自身にも何が原因で敵の攻こう撃げきを無効化することができたのかはわからない──ただ、自分の中に転移したキリコの精神が何らかの影えい響きようを与えているのであろうことは推測できた。

　リトスはしばらく考え込んでいたが、

「……まあいい。同種だろうと人間だろうと、身体からだを破壊してしまえば終わりだ」

　そう言って胸元の青いネクタイを引き抜いた。

　目的不明の動作。

　何をするつもりなんだ、あんなもので。

　智季は敵の攻撃が無効とわかり、心に若じやつ干かんの余裕が生まれていた。

　同時に死に対する恐怖心も薄うすれていた。

　リトスが右手に持つ、地面に向かってだらりと伸びる青いネクタイ。

　そこへ左手が添えられた。

　ぐにゃりと局所的に歪みが広がる。

　数秒後、青いネクタイは凶器と変わっていた。

　海を連想する青いネクタイが、光り輝かがやく青い刃物に。

　硬質化したその刃物に、沈みかけの太陽が反射し、キラリと光っている。

　リトスは、ヒュン、とフェンスに向かってその刃物を軽く振り下ろした。

　金網が音を立てて裂けていった。

　遅れて、裂けた空間に歪みが走る。

　軌跡を描くように。

「これも力が作用しているが、切れ味は本物だ。今度は貴様を物理的に破壊する」

　リトスが青い凶器を振り回す。

　その度たびに、空間にぐにゃりとした歪みが走る。

　まるで水面を斬きるように──幾重にも広がる歪みは波紋のようだった。

「くそ……」

　今度ばかりは防ぎようがない。

　危き機き感かんが胸の内から浮上してくる。

　それはすぐに死のイメージと繫つながった。




「──それ、いいわね」




　静寂に包まれていた屋上に平坦な声が響ひびいた。

　その直後、バタン、と屋上の扉が閉まる音がした。

「……キリコ」智とも季きはすぐさまキリコに駆け寄った。「──ったく、遅すぎるんだよ」

「無傷なのだから遅すぎるという表現は不適切」

　淡たん々たんとそう言ってのけキリコは智季の前に出た。

「貴様……」

　硬質化したネクタイを突き出しながらリトスが低い声でつぶやいた。

「今日きようは調ちよう子しが悪いようだから、あなたの戦い方に合わせてあげる」

　キリコは、緩ゆるく締しめてあった胸元の赤いネクタイを手品でも始めるかのようにさっと引き抜いた。

「物質の『改変』はあまり得意ではないのだけれど」

「…………」

　リトスは黙だまっている。

　攻こう撃げきを仕掛ける素振りさえ見せない。

　智季には何かを考えているように見えた。

《智季、私たちのことが知られたわけではないのよね？》

　キリコが左手で小規模な歪ゆがみを発生させながら訊きいてきた。

　智季は無言でリアクションを返した。

　一つだけ、敵の攻撃を無効化できたことだけは伝えておきたかったが、状況を考えるとそれは難むずかしい。

《そう、それならいいわ》

　歪みが消え去る。

　キリコの右手には赤い凶器が握られていた。

「情けをかけたつもりか？　それとも貴様──何か隠しているのか？」

　鋭するどい指摘──リトスは疑いの眼まな差ざしでキリコを見ていた。

「無む駄だなお喋しやべりは止やめましょう。無意味だわ」

「ふん、それもそうか……」

　真まっ直すぐ真下に伸びた凶器を両手に握る。

　それに呼こ応おうするようにキリコも赤い刃物と化したネクタイを両手で握りなおした。

「いいことを思いついたわ」

　キリコは口元で薄うつすらと笑い、そして、静かに目を瞑つむった。

　目を閉じたことで長いまつ毛がより際きわ立だつ。

「ハンデよ。これぐらい欲しいでしょう？」

「冗じよう談だんにしては笑えないな。視覚を遮しや断だんした状態で戦うつもりなのか？」

「ええ、いらないわ」

　くるっと一回転した。

　スカートがふわりと翻ひるがえり、白い足が露あらわになる。

「──ふざけるな」

　ついに激げつ昂こうしたリトスは、キリコに向かって勢いよく駆け出した。

　青い凶器を頭部目がけて容よう赦しやなく振り下ろす。

　やられる──智とも季きは直感的にそう思った。

　だが、キリコはそれを紙かみ一ひと重えで真横にかわした。

　考えられない動きに見えた。

　ふわり、と彼女の背中まである長い髪の毛が地面と平行に靡なびいた。

　青い凶器がその靡いた髪の毛を何本か切断する。

　それが空中に飛び散り、風で舞まう。

　リトスはキリコとは反対側にステップした。

「動きにくそうね、その身体からだは」

　キリコは目を瞑つむったままだった。

　どうして攻こう撃げきが読めたのだろうか？

　あんなの人間にできる芸当ではない。

　いや、違う。

　キリコの身体はあくまで猫のもの。

　そういえば──智季は以前、何かの本で読んだことがあった。

　猫は両耳で音源の正せい確かくな位置を摑つかむことができる、と。

　あらゆる方向からの音を感知できる、と。

　そもそも、人間の動きを読むなど、造作もないことだ。

　野生動物の猫にとっては。

　そして、優すぐれているのは何も五感だけではない。

「残念だけど──もう、終わりよ」

　キリコがささやくように声を発し、地を蹴けった。

「──貴様」

　何かに感づいたのかリトスが驚きよう愕がくの表情を見せた。

　キリコは人間以上の瞬しゆん発ぱつ力りよくを発揮し、突進する。

　一瞬で、数メートルを駆け抜け、そこから一気に跳ちよう躍やくした。

　夕日を背にしてキリコが宙を舞まう。

「人間の身体からだでは──」

　ないのか、と言い終える前にキリコが繰くり出した赤い凶器がリトスの右腕を貫いた。

　腕がありえない方向に曲がる──だがどういうわけか血は噴ふき出なかった。

「くっ……」

　リトスが地面に転がる。

　そこへキリコが馬乗りになった。

　さらに、その状態で凶器を喉のど元もとに突きつける。

　勝負は瞬またたくまに決した。

　あっけないほど簡かん単たんに。

　力の差は歴然、最初からキリコが圧倒的に有利だったのだ。

「そう、私の『器うつわ』は人間ではないわ」キリコはいたって冷静だった。「あの男に気づかれたのもそういうわけよ」

「人間以外の動物に転移しただと？　ふん、考えられないな」

「どんな世界にも例外はある。私たちの存在自体がそうではないの？」

「…………」

　リトスはしばらく黙だまっていたが、「その通りだ」と、つぶやいた。

「早く出ていきなさい。この状態からなら本体を攻こう撃げきすることも可能よ」

　キリコが赤い凶器を逆さか手てに持ち真上に振り上げる。

　太陽の光がその凶器に反射して奇妙に煌きらめいていた。

「…………」

　リトスは目を見開いたまま無言でキリコを見上げていた。

　何を考えているのか智とも季きには読めなかった。

　キリコにはわかっていたのかもしれない。

　しばらく経たってから、リトスが、

「『器』を放棄する」平坦な声でそう言った。「貴様を甘く見すぎていた。だが得たものはある」

「そう、さようなら」

　キリコがそう別れの言葉をかけた瞬しゆん間かん──リトスの頭が斜めに傾き、奈な落らくの底に落下するような勢いで気を失った。と、同時に空気が振動し、屋上全体の風景がぐにゃりと歪ゆがんだ。その劇げき的てきな変化を目まの当あたりにした智季は、自分の目が異常をきたしたのではないだろうかと心配になった。

　別世界にいるような感覚、あまり長居したくないと思った。

　水の中に閉じ込められているような、そんな圧迫感さえあった。

　数秒後、屋上は通常空間に戻った。

　リトス──須す藤どうみゆきに目を向けると彼女はプツリと糸が切れたように眠っていた。

　死人のように、身動き一つしない。

　屋上に横たわる少女は、どこからどう見ても普通の女子高生──しかし、今にも起き上がって襲おそい掛かってくるのではないだろうか、という懸け念ねんが智とも季きの頭の中には残っていた。

「本当に出ていったのか？　フリじゃないよな？」智季は恐る恐るキリコに近づいた。

「ええ、この距きよ離りで精神波が感知できないのだから、確かく実じつに離り脱だつしている」

　リトス──いや、須藤みゆきに馬乗りになっていたキリコが乱れた衣服を直しながら立ち上がった。そして、顔の方に垂れた髪を手で払い、肩にかけた。

「また、戻ってくるんじゃないのか？」

「それは安心してもいいわ。簡かん単たんには戻ってこれない。時間がかかる、という意味だけど」

「そうか……」何はともあれ一安心というわけだ。「にしても……お前にしては、回りくどいやり方だったな？」

「回りくどい？」

　キリコが顔をこちらに向けながら、ネクタイを元の形状に変化させた。

「相手に戦せん闘とうスタイルを合わせたり、目を瞑つむったり、自分の身体からだが人間外だってことを教えたりしたことだ。良かったのか？　仲間に知られるんじゃないのか？」

「いえ、あれでよかったのよ」キリコはネクタイを締しめながら、「まず、相手の戦い方に合わせたのは、彼女を逃がさないようにするため、そして接近戦に持ち込むため。目を瞑ったのは挑発の意味合いが大きいけれど──私の『器うつわ』が人間ではないことを暗に伝えるためでもあったわ。気をそらすためでもあった。どうせ、最後にあの人にん間げん離ばなれした動きを見ればバレるとは思ったけれど」

「でも、お前の力を使えば、もっと簡単にケリをつけられてたんじゃないのか？」

「さっき、意思の伝達が行えなくなったのを覚えている？」

　質問には答えず話題を変えてきた。智季はキリコの意図が読めず戸と惑まどったが、

「え？　ああ、そういえばそうだったな……」

「どうも一時的に『器』との接続が乱れたようなの。それに伴い、力が思うように行使できないようになった──だから、ああいう戦法を取るしかなかったのよ」

「じゃあ……けっこうやばかったのか？」

「ええ、かなり。よって、猫の身体をフルに活用する他ほかなかったというわけよ。物理的な戦いに持ち込んだのもそういう意図があったからなの」

「なるほど」ようやく納得できた。

「それにしても──智季、よく殺されなかったわね？」

　キリコが最後にキュッとネクタイを締め上げた。

「いや……オレにも何が何だかわからないんだけどさ」

　智とも季きは屋上の入り口の扉に寄りかかり溜ため息いきを吐き出した。そして、リトスの放った力を無効化できたことをキリコに事細かに説明した。

　キリコは数すう瞬しゆん、黙だまっていたが、

「智季、ちょっと彼女の腕に触ってみて」と、奇妙なことを言いながら、屋上に横たわる須す藤どうみゆきを指差した。「はあ？」と、智季がマヌケな声を上げると、「いいから」と、キリコがやや強い口く調ちようで催促した。

「まあ、いいけどさ」

　智季は寄りかかっていた屋上の扉から離はなれ、須藤みゆきの許もとへ駆け寄った。

「えーと、触るってどこを？」これってセクハラじゃないのかなあ……。

「この、折れてる腕を」

「……や、やっぱり、折れてるんだな。ん？　でも、わりと平然としてなかったか？」

「ええ、私たちは『器うつわ』となる身体からだを操あやつっているだけだから、それほど痛みは感じないの。今、彼女が気を失っているのは自我の接続が完了していないこともあるけれど──痛みに耐えられず失神していることの方が影えい響きようとしては大きいと思うわ」

「……マジかよ」智季は膝ひざを落としかがみ込んだ。「えっと、触ればいいのか？」

「とりあえずは」

　智季はうなずき、須藤みゆきのか細い腕に触れた。冷たい。自分の手が熱いのか、それとも彼女の腕が体温を失っているのか。

「ん？　何か熱あつくなって──」

　そこで智季は絶句した。

　自分の指先から例の歪ゆがみが発生したからだ。

　次第に歪みは大きくなっていき、須藤みゆきのへの字に折れ曲がった腕をすっぽり包み込んだ。複雑に湾曲した空間が微生物のように揺れ動く。

　間近で見ると眩暈めまいがするほど奇妙な光景だった。

　しかし、歪みはすぐに消えた。

　そして、薄うす々うす予感していた一つの結果が示された。

「これって……」

　須藤みゆきの右腕が正常な形に戻っていた。

「これって、お前が言ってた力じゃないのか？」

「そのようね」キリコが判然と言ってのける。「つまり──これに関しては私の力が戻っていないのではなく、あなたに受け継がれた、ということね。いえ、違うわ。あなたの中にいる二十八パーセントの私が引き出した力。あなたが引き出したわけではない」

「──もしかして、さっきの男の怪け我がが治ったのもオレが触ったからなのか？」

　キリコを学食の裏手に誘い込んだ男のことだ。あのとき、智季は男の腫はれ上がった顔に触れていたのだ。

「そうでしょうね」

「なるほど──ん？　でも、オレは力の使い方なんて知らないぞ？」

　そう疑問を口にすると、

「智とも季きは力を使ったんじゃないの。身体からだの表面を『復元』の作用が働くエネルギーで覆おおわれているのよ。彼女の攻こう撃げきを無効化できたのもそういう理屈」

「オレの身体が？」

　実感などあるわけがない。

　ただ、自分がその力によって助かったのは事実だ。

「一応、言っておくけど、あまり乱用できる力ではないから。決して万能なものではない」

「ああ……覚えておく」

　智季はゆっくりとうなずいた。納得したというよりは安あん堵どしたという感じだった。

「そろそろ行きましょう。彼女が意い識しきを取り戻すわ」

　キリコが扉の方へ歩き出す。

「……なあ、この人、どうなるんだ？」

「どうなる、とは？」途中で振り返った。

「あ、いや。この人って半年間ぐらい『器うつわ』にされてたんだよな？　その間、この人の人格はどうなってたんだろうって思ってさ」

「通常、『器』にされた人間は我々の統治下に置かれるわ。多重人格と似ているけれど、支配力の関係で本来の人格が表に出てくることはまずありえない。そして、その間に何が起きたのかを知ることはできない。だけど、我々が『器』を放棄した場合、記き憶おくが改かい竄ざんされ、同時に元の人格に継承されるの」

「改竄？　継承？」

「改竄というのは──私たちが転移していた痕こん跡せきを消すということ。その上で記憶が継承される。経けい験けん的てきな記憶としてね。『器』にされていたという記憶は継承されない」

「それって……」

「全すべての言動、行動は本人の意思に基づくものだった──ということになるわね」

「オレたちを殺そうとしたこともか？」

「そうよ。そして、それだけではない──」

　キリコが校舎の中へ引き返す。

　再び風が吹いた。

　世界が赤く染まっていた。

　智季は未いまだ意識を取り戻さない須す藤どうみゆきに視し線せんを落とした。

　運が悪かった、という六文字の言葉しか浮かばない。

　他ほかには何も浮かばない。

　自分にできることはあるのだろうか？

　それとも、時間が解決してくれるのだろうか？

　と、そこで智とも季きは考えるのを止やめ、

「……くだらねえ」

　そう自じ嘲ちよう気ぎ味みにつぶやいた。




　　＊＊＊＊




　事件の数日後──

　智季は、須す藤どうみゆきが退学した、という噂うわさを耳にした。他にも別の学校に転入したとか行方ゆくえをくらましたとか、噂をあげればキリがなかったが、彼女が学校に来ていないことだけは間違いないようだった。

　そのことをキリコに教えると、「私は彼女に興きよう味みはない」と、いつものようにそっけない返事が返ってきた。彼女は、須藤みゆきという人間とリトスという実体のない精神体とを完全に区別して認にん識しきしているようだった──他人に興味を示さないのは相変わらずである。

　ただ今回の件で、自分の正体が人間に露ろ呈ていしてしまうことが、どれだけの危険を孕はらんでいるのかということだけは確かく実じつに学んだようだった。智季もそれに関しては同意見だった。社会的に認知されていないキリコたちのことが一般に知れ渡ってしまったら大変なことになる。

　智季も無関係ではない。

　自分の中にはキリコがいて、そしておかしな力が芽め生ばえてしまった。

　この事実は誰だれにも知られてはいけない、誰にも伝えてはいけない。




　結局、須藤みゆきの行方は摑つかめず、後味の悪い終しゆう焉えんとなった。




　　＊＊＊＊




　七月、夏休みが二週間後に迫ったある日。

　智季は予よ鈴れいの五分前に自分の教室にたどり着いた。

　室内を見回すと、すでに大半のクラスメイトたちが登校していた。

「はあ……」

　椅い子すを引き、どかっと腰を下ろす。

　室内の喧けん騒そうはあまり気にならなかった。

　屋上の事件から一週間が経過していた。

　平へい穏おんな日常が戻ってきたことは喜ばしいことだったがどこか釈然としなかった。

　ボーっと座っていると突とつ如じよ、背中をトントン、と叩たたかれ、

「天あま谷や君、おはよー」振り返るとそこには姉あね崎さきが立っていた。「あ、スミレもおはよー」彼女は過剰な笑え顔がおを周囲に振りまきながら智とも季きの前の席に移動した。

　ここのところ、姉崎は毎日楽しそうだった。

　智季は、屋上での一件があった日、姉崎に用事があると言って断ったことを心残りに思っていたのだが──その翌日に姉崎が見せた笑顔はとても晴れやかなものだった。それは何かを吹っ切ったような感じの無理のない笑顔で、決して空から元気などではなかった。

　何があったのやら智季にはまるで見当がつかなかったが、最近はぎこちない笑えみも減ってきたし、この調ちよう子しでどんどん自分を出していって欲しいものだ。

「おーい、円まど華か。ちょっと来てよー」

　山やま内うちスミレの間延びした声が飛んできた。

　他ほかの生徒のざわめきをかき消すほどのボリューム──さすが元体育会系だ。

「なーにー？」

　姉崎が席を立った。そして、智季に微ほほ笑えみかけてから、窓まど際ぎわの席に座る山内の方に歩いていった。

「おはよう、智季」

　入れ替わりに鉄てつ男おがやって来た。彼は特に断りもせずに姉崎の席に座った。

「よー、ボウズ頭がトレードマークの鉄男君」

「ベリーショートと呼んでくれ」

「どっちでも良くないか？」

「良くない。まあ、智季がどう思おうと俺おれの髪型は変化しない」

「そりゃそうだ」

　変化したら怖い。キリコならできそうだけど。

「……智季」気づくと鉄男がじっとこっちを見ていた。「お前、雰囲気変わったか？」

「あれれ？　わかっちゃいました？　実はですねー、わたくし先日、大人おとなの階段を上っちゃったんですよぉ～」

「大人の階段？　風俗にでも行ってきたのか？」

「……風俗て。あんた、セオリー通りの回答じゃねーですか。捻ひねり、足りなくねえ？」

「じゃあ、模も範はん解答の一例を提示してくれ」鉄男が反はん撃げきしてきた。

「あー、オレ、雰囲気変わったか？」

　面めん倒どうになってきたので話わ題だいをもとに戻した。

「少しだけな」

「少しだけか」

　あの事件があったからだろうか、と智とも季きは思ったが鉄てつ男おにそのことを話すわけにはいかない。姉あね崎さきにだって、家族にだって、他ほかの誰だれにも言えるはずがない。

「ところで、最近、円まど華かの奴やつがうるさくないか？」

「ん、まあ……そうかも」智季は首を縦たてに振った。「あのさ、あれが姉崎さんの素すなの？」

「素というか……まだまだ本性を現わしてない感じだな」

「へえ、あれでも素じゃないんだ」

「ああ……あいつは、かなりはらぐろ──いや、恐ろしい奴やつだ」

「ん？　今、何か言いかけなかったか？」

「気のせいだ」

「気のせいか」

　そうやってしばらく世間話をしているとチャイムが鳴った。

　戻って来た姉崎が鉄男に文句を言いながら席を交代する。

　鉄男は笑いながら自分の席に戻っていった。

　まもなく担任教師が怒声を上げながら教室に入ってきた。

　すかさずクラス委員長が号令をかける。

　ほぼ全員が音を立てながら椅い子すを引いて立ち上がり、一礼して、再び音を立てて席に座る。

　担任教師は生徒たちの顔を見もせず、メモしてきた連絡事項を淡たん々たんと伝える。

　智季は自分にとって重要そうな話だけ耳に入れ、あとは適当に聞き流した。

　教師の感動のない声だけが静まり返った教室に響ひびく。

　ふと、この世界が人から人への伝達によって成り立っていることを智季は再さい認にん識しきした。

　共同幻想とも言うべき人間社会の中では極めて重要なことだ。

　ところが、キリコはその枠外にいる。

　人間とは別物なのだ。

　しかし、キリコは枠外の存在でありながら、今は枠内にいる。

　それも、トラブルにより複雑怪奇な状況下にある。

　そして、当分の間はこの状態が続くだろう。

　何が正しく、何が間違っているのかなんて、智季には考えられない。




　──貴様らは矛む盾じゆんを許容しているのではないのか？




　屋上でリトスが言っていた言葉を思い出す。

　考えたこともなかった。

　考える必要があるのかということさえ考えたことがなかった。

　教師の連絡事項は続く。

　日常も続く。

　たまに訪れる非日常だけが自分を枠外にいざなってくれる。

　そこは、ある意味で人間の認にん識しきを超えた世界だ。

　そのとき、自分は何を感じるのか。

　どうでもいいような気がするし、どうでもよくないような気がする。

　ただ──この担任の話はどうでもいいような気がするけれど。




　　＊＊＊＊




　彼女は『器うつわ』からの離り脱だつ後ご、即座に同種たちへ信号を送った。その信号はキリコと智とも季きに関する情報だった。情報を流すまでが彼女の成すべきことなのだ。

　今回、標的に二つの違和感を覚えた。

　一つは、自分に止とどめを刺さなかったこと。

　もう一つは、人間外の動物に転移していたという事実。

　前者は個体差の問題があるから断定はできないが、事前に受け取っていた信号の中にはそのようなデータはなかった。後者は、前例がないため信じがたいが、現実にこの目で見たのだから認めないわけにはいかない。しかし、何らかのトラブルがあっての帰結だと考えられる。実際、転移率は非常に低いようだったし、経過も思わしくないよう見受けられた。

　まだ当分は身動きができないはず──増援を呼ぶべきだろう。

　完全に定着してしまう前に叩たたいてしまった方が利口だ。

　人間の男のことがやや気にかかったが、こちらは取るに足らない存在だろう。

　──送信完了。

　これで任務は終えた。

　あとは競きよう合ごうしないよう転移するだけだ。

　そして、再び待たい機きのときが続く。

　転移、待機、接触、離脱──連綿と繰くり返される監かん視しとも言うべき画一的な行動。

　自分は消耗品だ。

　上位の同種、強者のための繫つなぎでしかないのだ。

　どのような生命体にも個体差はある。

　そのことを今更、悔やむつもりはない。

　悔やむ意味などない。

　ただ、一つ──この奈な落らくの底にいるような感覚を払ふつ拭しよくしたい。

　弱さを封じ込めたい。

　どこかに閉じ込めたい。

　いや、そうではない。

　超越するのだ。

　逸いつ脱だつするのだ。

　無限の力を解放し、ゼロに向かうのだ。

　最終的にはマイナスへ、『無』を克服した領域へ。

　そのためにはこの戦いを続ける他ほかない。

　長い、長い、気の遠くなるような時間が必要となるだろう。

　一つの惑星が生まれ、消滅するほどの時間が──

　そして、今感じているこの圧倒的な孤立感はきっと一いつ瞬しゆんの煌きらめきでしかない。

　それなのに、それなのに、これほどまでに痛いとは──何ともバカバカしい。







　　エピローグ




　垂直に発達した濃のう密みつな入道雲が空を漂っていた。

　太陽は先ほどからずっと雲に隠れている。今だけは屋上も涼しい空間だ。

　蟬せみがやかましいほど鳴いており、本格的な夏の雰囲気が漂っている。

　智とも季きは思い切り空気を吸い込み、屋上を見回した。

　あの日、切断されたはずのフェンスはもとに戻っている。智季の力で復元したのだ。同様にして学食の裏手も以前の風景に戻した。だから、教師たちにも怪しまれることはなかった。

「いいこと思いついたぞ」

「どうしたの？」

　日陰に正座をして焼きそばパンの焼きそばだけを食べていたキリコが顔を上げた。

「オレって『復元』の力が全身に宿ってるわけだよな？」

「前にそう言ったじゃない」ちゅるちゅると焼きそばを吸い込む。

「確かく認にんしただけだ」智季はパックの牛乳をストローで勢いよく吸い上げた。「んでだ、お前って今も追われてるんだよな？」

「そうよ」

「でも、お前の力で返り討うちだろ？　五パーセントだ、ってカッコいいこと言ってたしな」

「オマケつきだけれど」

「あー、それでだ──」オマケ発言は聞き流した。「お前が敵を滅多めつた打うちにして、追い返して、『器うつわ』になった人間をオレの力で治して、痕こん跡せきを消すために壊こわれたものは全すべて復元する！　おいおい、完かん璧ぺきじゃないですか？」

　智季は高笑いを響ひびかせながら、「オレ頭いいー」と、自じ画が自じ賛さんしながら二個目のパンの袋を開けた。がっつきながら空を見上げる。

　破は壊かいされても修復すれば元通り。

　最初から何も起きなかったのと同じだ。

　この力で全てをなかったことにしてやる。

　そして、きっと──自分にできるのはそれだけだ。

「おめでたい人ね。都合のいい力ではないと言ったはずだけれど」

　キリコが無感動に食事を続けていた。

「愛想悪いなあ。お前、もうちょっと人間っぽくなれよな」

「そうすることで何かメリットがあるの？」

「あるぞ。ありまくりだ。まず、お前の面つらならいくらでも金が稼かせげる。あとは、金とか金とか金が手に入る！　人間は愚かだからな！」

「他ほかには？」

「地位と名誉も手に入る！　お前なら何らかのカリスマになれる！」

「他には？」

「……あー、いや、ネタ切れだからそろそろ突っ込んでくんない？」

「突っ込む？　何を？」

「……もういいです」ダメだこりゃ。

　相変わらず太陽は雲に隠れていて、屋上は過ごしやすい気候となっていた。

　適度に風も吹く。

　キリコの長い髪がさらさらと波立っていた。

「智とも季き」ふいにキリコが口を開いた。

「ん、どうした？」

　甘ったるい菓子パンから口を離はなし、かわりに牛乳パックを手に握った。

「私は人間を愚かだとは思っていない」

「え、そうなのか？　あのリトスって奴やつなんかあからさまに人間を見下してたぞ？」

「人間に個性があるように私たちにも性格に差異があるのよ」

「ふーん……」再び菓子パンをかじる。

「私はずっと一人で生きてきた。これからもそうするつもりだった。でも、ハプニングが起きて、今こうして智季と一いつ緒しよにいる」

「ああ、そうだな」

「正直、不便だとは感じているわ。だけど、嫌悪しているわけではない」

　キリコが足を崩し、身体からだごと智季の方に向き直り、出会った頃ころと同じように恥ずかしげもなく見つめてきた。そして、目じりが下がり薄うすい唇が動いた。

「智季は迷惑だった？」

「……いや──そうでもない」

　肯定はしなかった。

　ただ、それが否定であったかどうかは自分にも判断がつかなかった。

「そう、ありがとう」

　キリコが人間らしいリアクションを返してきた。

「──ん？　お前が礼を言うなんてはじめてじゃないのか？」

「ちょっと真ま似ねをしてみただけよ」キリコが微笑を浮かべてささやく。「人間の」







　　　あとがき




　つい先ほど、立りつ位い体たい前ぜん屈くつをしようと思って（今、午前二時です）椅い子すの上に立ち、手を伸ばそうとした瞬しゆん間かん、立った場所が悪かったのか椅子が斜めに傾き、このとき私は小学生の頃ころ、友達に膝ひざかっくん（これ、全国共通でしょうか？）されたときの記き憶おくが蘇よみがえったのですが、そんな記憶が蘇ったところでどうにもならないわけで、私はそのまま椅子から滑り落ち、しかし高校の体育の授業のときに柔道を選択していた経けい験けんがここで役に立ち、受身を取ることで難なんを逃れました。骨折とかしないで本当に良かったです（今、午前二時です）。ちなみに、身体からだはけっこう柔らかい方です。だから、どうというわけではないのですが。




　どうも、周す防おうです。挨あい拶さつが遅れました。

　このあとがきを読んでいらっしゃる読者の方々が現在の私の惨みじめな様（椅子から滑り落ちた直後なので顔が真まっ青さおです）を想像しているんじゃなかろうかと考えると夜の街に飛び出したくなる想おもいです（飛び出したところでこんな田舎いなか町まちには何もないんですけどね）。

　それにしても、あとがきって何を書けばいいのかわかりません。難むずかしいです。立位体前屈をしようとして椅子から転げ落ちたこととか、勝手に読者のリアクションを想像して夜の街に飛び出そうとしたこととか、そんなことしか書くことがないなんて……。

　というわけで、次回はもっと面おも白しろい話を用意したいと思います（趣しゆ旨しがおかしい）。




　さて、本書を出版するにあたり、担当の三み木きさんにはアイデア出しの段階から何かとお世話になりました。特に作品のコンセプトに関かかわることで多分の助言をいただきました。今回、自分が何事も難しく考えすぎる人間であることをつくづく実感しました。今後、ますます精進いたします。イラストを描かいてくださった森もり倉くら円えんさん。ラフを拝見させていただきましたが、感無量です（こんな言い方しかできなくてすみません）。

　また、本書の制作の過程に携わった皆様、この場を借りてお礼を申し上げます。




　書けば書くほど、知れば知るほど、自分が無知であることを実感するのですが、これはいくらか視野が広がった証拠と言えるのでしょうか。何やら自分に酔っているようなセリフですが、まずは椅子から転げ落ちないようにするのが先決のような気がします。うん、絶対にそうだ。

　最後に本書を手にとってくださった皆様に感かん謝しやを。

　ありがとうございました。





二〇〇五年十月　周防ツカサ　　
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周防すおうツカサ

第５回電撃ｈｐ短編小説賞《大賞》受賞。長崎県在住。趣味はいろいろ、特技もいろいろ。性格は微妙。ギャグのセンスが酷く、笑いをとろうとして場の空気をしらけさせたことが何度もある。最近開き直っている模様。露骨にさりげなくを信条に日々を生きる気の弱い田舎者。
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森もり倉くら 円えん

新人イラストレーター。この春から女子大生という肩書きも持つ。最近家庭教師のアルバイトもはじめたので、以前よりもさらに多忙な毎日を過ごしている。
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ユメ視みる猫ねことカノジョの行方ゆくえ
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